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　月が満ちていたのは偶然──そして最大の幸運だ。

　ユリアスは弟の手を引き、暗い森を急ぐ。

　黒い森とも迷いの森とも呼ばれる森は、その名の通り鬱うつ蒼そうとしていて深く、入り組んでいた。子供を丸まる齧かじりする悪魔や、獰どう猛もうな獣がたくさん棲すんでいると言われている。

「兄さん、もう歩けないよ。お腹なかが空すいて死んじゃいそう。この辺で休んじゃ駄目？」

「テオ……いくら夏でも森は冷えるし、ここでは無理だよ。もう少し行けば木こりの休憩小屋があるはずなんだ。そこまで頑張ろう」

　ユリアスは膝を折り、テオの頭を撫なでる。

　正直なところ、道を間違えて迷った自覚があった。しかし先へ進むしかないのだ。

　悪魔のような両親が子供達の不在に気づいて、追ってきているかもしれない。心配だからではなく、金のために──。

「兄さん、我わが儘まま言ってごめんね。最後のパンは僕がもらったし、兄さんの方がお腹空いてるよね？　あっ僕ね、木登り得意だから、朝になったら木の実を取ってあげる」

「ありがとう。期待してるよ」

　ユリアスは笑って、再びテオと手を繫つなぐ。

　亜あ麻ま色いろの髪と瞳、乳白色の肌、薔ば薇ら色いろの頰を持つ弟は、過去の自分にそっくりで、時に行く末まで同じではないかと思えてしまう。ユリアスは兄として、絶対にそんなことにならないよう努めてきた。命懸けの家出は、その最たるものだ。

　もう二度と、あの家には帰らない──テオにはまだ話していないが、ユリアスはたとえ一歩でも引き返す気はなかった。森を抜けて西の村に移り、そこで金を稼いでからさらに遠くへ逃げるつもりでいる。

　昨晩、ユリアスは父親と継まま母ははの話を聞いて慄りつ然ぜんとし、家を出る覚悟を決めたのだ。

　二人の会話を耳にしたのは偶然ではなく、ここ最近テオに対する継母の態度があからさまに酷ひどくなっていたので、警戒して耳をそばだてていたせいだった。

　継母は、口減らしのためにテオを森に捨ててしまおうと提案し、それに対して血の繫がった実の父親は、「あれはなかなか器量がいい。もう少し育てば客を取れるようになる」と言って笑った。ユリアスが体を売って手に入れたパンや肉を、浅ましい口に放り込みながら──。

「ねえ兄さん、あれが木こりの休憩小屋？」

　昼となく夜となく体を売らされてきたユリアスは、弟の弾む声に我に返る。

　いつの間にか、吐き気のする臭においや感触を思いだしてしまっていた。体は疎おろか、頰まで粟あわ立だっている。

「あ……ほんとだ、煙が出てるね。煙突かな？　誰か居るのかも……」

　ユリアスは少しだけ身を伸ばし、立ち上る濃灰の煙に目を細めた。

　風に揺れて不気味な音を立てる木々の間から、煙突らしき物が見える。

　道に迷ったのは間違いないので、おそらく目指していた小屋ではないだろう。

　しかし運よく別の小屋を見つけられたのかもしれない。

　もくもくと上がる煙を見た途端、二人の足取りは急に軽くなった。

　何しろ煙に向かって歩けば歩くほど、いい匂いがしてくるのだ。

　食べ物にありつけるかどうかはわからないが、子供好きな人ならテオに何か分けてくれるかもしれない。







　木こりの休憩小屋ではなく、屋根や壁の赤い家を前にしたユリアスは、喜ぶテオの横で硬直した。

　森はどの木も葉を重ね合わせて茂っているのに、その家の周辺には木がなく、その代わりに畑がある。

（血塗られた赤い家に住む、青あお鬚ひげの悪魔。その正体は青黒い毛の狼おおかみで、猛毒を含んだ植物で子供を殺し、頭から食べてしまう……）

　黒い森のどこかに、青鬚の悪魔が住む赤い家がある──噂うわさには聞いていたが、目にするのは初めてだった。ユリアスはテオを連れて逃げるべく、勢いよく横を向く。

　しかしそこにテオの姿はなかった。見れば彼は赤い家の裏木戸を開けている。

　あれよと言う間に中に入ってしまい、小さな体は見えなくなった。

「テオ……ッ」

　悪魔に聞こえぬよう、ユリアスは控えめな声を上げながら弟を追いかける。

　思い切って飛び込むと、扉を開けた先のダイニングで、テオが勝手に食事を取っているところだった。

「テオッ！　駄目だ、それは毒だ!!」

　テーブルに置かれた皿の中身を立ったまま食べている弟の手を、ユリアスは慌てて摑つかむ。

　その手には大きな匙さじが握られていた。

　深めの大皿にはスープと玉たま葱ねぎ、そして見たことのない薄い黄色の塊が入っている。

　別の浅い皿には、同じ色の塊が皮を纏まとった状態で載っているので、問題の植物かもしれない。

「テオッ、スプーンを離しなさい！　ここは悪魔の家で、それは悪魔が育てた毒入り植物なんだ！　食べた物を吐きださないと！」

「兄さん、これ毒なんかじゃないよ。だって凄すごく美お味いしいもん。ちょっと甘くてね、ほくほくっとしてるの……はい、あーんして」

　満面の笑みで匙を差しだしてくるテオに、ユリアスの血の気は引いていく。確かに美味しそうな匂いがするが、だからこそ危険な気がした。

「それは毒なんだ。頼むから言うことを……」

「悪魔は自分で毒を食べるの？」

「……え？」

「だってこれって僕達に用意された食事じゃなくて、悪魔のための食事でしょ？　ここが悪魔の家だとしても、勧められた物を食べなきゃ大丈夫だよ」

「テオ……でも……悪魔は毒を食べても平気なのかもしれないし、駄目だよっ」

　自信満々に語ったテオが、空いている手で皮つきの植物を握って食べだし、「うわ、こっちも美味しい！」などと笑うので、ユリアスは困惑してしまう。

　どうしようどうしようと迷っているうちに腹が鳴りだして、はっと気づいた時には差しだされた匙に唇を寄せていた。

「……っ！」

　塩味のスープの中にあった植物は、口に入れるとつるりとしていて、嚙かんだ途端に脆もろく崩れる。砂糖のような甘さではないが、仄ほのかな甘みが広がった。毒とは到底思えない。

　ユリアスは迷いながらも、テオの見解を受け入れることにした。

　これは悪魔自身の夕食なので毒ではなく、悪魔は何か事情があってどこかに行ってしまったらしい──つまりさっさと食べてここを去れば、空腹を満たして再び元気に歩きだすことができる。

「俺はもういいから……早く……」

「兄さん、これも美味しいよ。ほら、座って食べようっ」

　テオは椅子に座ってスープの皿を抱え込むと、皮つきの植物をユリアスの方へと滑らせた。塩が掛かっているだけの物だが、今のユリアスには湯気まで美味しそうに見えて、つい口をつけてしまう。

（……甘い……でも、塩と合ってる）

　予想以上に美味な植物は、すぐに満腹感を与えてくれた。

　結局ユリアスはテオの正面に腰を落ち着け、蒸ふかした植物を全部平らげてしまう。

　空腹が満たされると同時に幸福感に包まれ、そして強烈な睡魔に襲われた。

　夜の森は夏でも冷えたが、この家はぽかぽかと暖かく……はたと気づいた時には、空っぽの皿を前に瞼まぶたを半分落としていた。

　いけない、起きなきゃ……そう思っても、かくんかくんと首を落としてしまう。

「──っ！」

　ところがその時、危険な音が突如耳に飛び込んできた。

　ユリアスの心臓は忽たちまち爆はぜる。

　土を踏む微かすかな足音──それでいながら、ユリアスを目覚めさせるのに十分な音だ。

「テオッ、テオ起きて！　悪魔が……悪魔が帰ってきたみたいだ。早くっ」

　ユリアスは裏木戸の外から迫る足音に怯おびえ、くーくーと寝息を立てながら突っ伏しているテオを起こそうとした。

　しかしいくら揺さぶってもテオは起きず、悪魔はどんどん近づいてくる。

　これ以上大きな声を出すわけにもいかなくなったユリアスは、隠れる場所を探して食器棚の扉を開けた。幸い下の段は使われておらず、麻袋が数枚入っているだけだ。子供なら隠れられるかもしれない。

　ユリアスは眠っているテオを抱き、起きる気配のない彼を無理やり食器棚に押し込んだ。そうして扉を閉じると同時に、裏木戸がギギギィ……と音を立てて開かれる。

　現れたのは黒い影のような男だ。

　毒々しい赤い木の実を入れた器うつわを手にして、目を円まるくしながらこちらを見ている。

　青鬚の悪魔という名に違たがわず、青み掛かった黒い鬚と髪の持ち主だった。

　とても珍しい毛色だが、角が生えているわけでもなければ耳が尖とがっているわけでもなく、牙や鋭い爪もない。

　背が高く力はあり余っていそうだが、普通の人間に見えた。しかしだからといって油断はできない。人間に化けるのが上う手まい悪魔ほど、狡ずる賢がしこいと言われているのだ。

「おいおい、なんだよ……呼んでもないのに客が来て、俺の飯を食っちまいやがった」

「っ、ごめんなさい、どうか許してください！　食べた分は必ず弁償します！」

　ユリアスは食器棚の前に立って脹ふくら脛はぎで扉を押さえ、何度も頭を下げる。

　許してもらえるとは思えなかった。それでも謝る以外に何もできない。

「お前さんどこから来たんだ？　なんだってこんな夜更けに森へ？」

　問いかけてくる男の声や目つきは、怒りの感情をちらつかせながらも、禍まが々まがしいということはなかった。テーブルの上に器を置き、腕を組みながら舐なめるような視線を送ってくる。そして足首に目を留めた。

（──っ、あ……）

　ユリアスは、彼が何を見ているのかすぐに気づく。

　銅細工のアンクレットだ。長年身に着けていたせいか……ずっと外したかったにもかかわらず、そのまま家を出てきてしまった。

　これは娼しよ婦うふや男だん娼しようが商い中である証あかしとして着ける物で、ユリアスが父親からもらった唯一の贈り物だ。外すことは許されず、誰かに声を掛けられたら必ず応じろと命じられてきた。

「どこから来て、ここで何をやってんだって訊きいてんだけど」

「……っ、北の村から……来ました。西の方へ行けば……もっと実入りのいい仕事があるって聞いて、独りで……」

「そりゃ遠路はるばる大変だったな、ご苦労さん。けど、黙って人んちに入って飯を食うのはいただけない。そりゃ泥棒と一緒だ」

「すみません、お腹が空いていて……美味しそうな匂いに釣られて、つい。どうか許してください。何日か先になってしまうと思いますが、必ずお金を持ってきます。どうか見逃してください……っ」

　次第に近づいてくる男を前に、ユリアスは肩を竦すくめ、身を強こわ張ばらせる。

　人の姿をしている今はそれほど恐ろしくは見えないが、蓄えた鬚が青黒く光る様は噂に聞いた通りだった。

　本来の姿に戻ると全身を毛皮で覆われた人ひと喰くい狼になり、いたいけな子供を頭から丸齧りするらしい。

「それはつまり、森を出て客を取って、体で稼いだ金を持ってくるってことか？」

　悪魔は顎鬚ごと頰を動かし、にんまりと笑う。悪巧みに興じるような笑みだった。

　ユリアスは否定できず、黙って頷うなずく。

　本当はもう客なんて取りたくなかった。けれども急いで金を返すにはそれしか手がない。

「来いよ、それなら今すぐ仕事させてやる」

「……っ、え？」

　ユリアスは突然ぐわりと手首を摑まれ、裏木戸の反対側にある続き間に向かって歩かせられた。テオが起きて食器棚の扉が開かないかと気になったが、そうこうしているうちに「梯はし子ごを上れ」と命じられる。

　悪魔の家は小ぢんまりとした二階建てで、真っ赤に塗られた梯子で二階に上がれるようになっていた。

　仕方なく従うと、屋根裏部屋が見えてくる。

　天窓から月明かりが射さし込み、ランプがなくても物の輪郭は見て取れた。

　目が慣れたら、もっとよく見えるようになるだろう。

　傾斜天井の小さな部屋は寝室になっていて、本がたくさん置いてあった。

「今夜はご馳ち走そうだったんだが、ちょっと目を離した隙に食われちまった。飯代はきっちり払ってもらわないとな……」

　ベッドの前に立たされたユリアスは、男の目の中に食欲とは違う欲望を見いだす。

　黒い双そう眸ぼうが、きりりとした眉の下で月明かりを跳ね返していた。

　獣の目のように光り、生き物の生々しい欲を伝えてくる。

「今晩、俺はお前さんの体を飯と引き換えに買ったんだ。こんな辺へん鄙ぴなとこで暮らしてると何かと縁遠くなるんだよな……今夜は精々愉たのしませてくれ」

「俺を、食べなくても……いいんですか？」

　ユリアスは悪魔の顔を見上げながら、半信半疑で訊いてみた。

　自分は子供ではないが、大人としては年若く、この身が狼の餌え食じきになったとしても不思議ではない。

　そんなユリアスの問いに対して、男は意味深に笑う。猫が鼠ねずみを甚いた振ぶるような、妙に愉快げな表情だ。口角を吊つり上げながら、自分の口鬚を指でぞりぞりと撫でる。

「食べるって言ってるだろ？　柔らかくて、美う味まそうな肉だ……いい匂いがする」

「──っ」

　肩に触れられたかと思うと唇を奪われ、ユリアスは瞠どう目もくする。

　考える暇もないうちにシャツの紐ひもを解かれてしまった。

　どさりと、ベッドの上に押し倒される。

「……ん、っ」

　肉感的な唇、肉厚な舌……ちくちく当たる青黒い鬚と、意外にも器用に動く指先。

　何を求められているのか、それがわかったところで恐怖心は拭えなかった。人間の姿で性欲を満たし、事が終わったら狼に変身して食欲を満たす気なのだろう──。

（……でも……それでいいのかもしれない。大人一人分の肉で満たされていれば……もしテオを見つけても食欲が湧かないだろうし、テオはすばしっこいから、腹が重くて動けない狼に負けずに、ちゃんと逃げられるかも……）

　ああ、しかし……自分が居なくなったら、テオはどんなに心細い思いをするだろう。

　結局は家に戻ることになり、いつか足首にアンクレットを嵌はめて歩かせられるのかもしれない。それでは逃げてきた意味がない──。

「おい、そんな泣きそうな顔されると萎なえるぜ。男娼ならそれらしくしたらどうだ？」

「──っ、ごめんなさい……」

「調子狂うな……俺は無理やりってのは好きじゃないんだ。俺をその気にさせてたっぷり愉しませてくれりゃ、美味い昼飯を食わせてやってもいいんだぜ。場合によっては明日の夕食も出してやる」

「え……本当、に？」

　ユリアスは覆い被かぶさる男を見上げながら、ぐっと息を詰める。

　ようやく希望が見えてきて、滞留していた血が流れる感覚を覚えた。

　彼の性欲を十分に満たせたら、明日の昼や夜まで生かしておいてもらえるかもしれない。そうすれば、隙を見て二人で逃げられる可能性もある。

「俺、なんでもやります。明日も食べさせてもらえるなら、なんだってやりますっ」

「ハハ、やっといい顔になったじゃないか。俺の作る飯はそんなに美味いか？」

「ええ……とっても……」

　それは噓うそではなく、ユリアスは衣服を脱ぐ男に向かってぎこちなく微笑ほほえみかけた。

　そうしながら自分も服を脱ぐと、早くも月明かりに目が慣れたことを実感する。

　ユリアスの腰を跨またぎながら膝立ちで麻のシャツを捲めくって脱ぐ男の体は、獣のように引き締まっていた。

　艶つやのある肌と雄々しい体毛、麝じや香こうのように雌を惹ひきつける匂いの持ち主だ。

（……雄の匂いがする）

　男が好きなわけではないのに、ぞくんっと体が反応した。選えり好ごのみなどできない仕事をしていても、やはり人として好感を持てるか持てないかという差はある。

「……っ、ん……ぅ」

　薄情な唇より、情熱的な唇の方がいい。

　怠惰とは無縁の筋肉質な体も、肌から立ち上る雄本来の匂いも嫌いじゃない。健康的で頼り甲が斐いのある男に対して、ほんの少しの嫉しつ妬とと、大きな羨せん望ぼうを感じたりする。

「は……っ、ぁ……」

　全裸でキスをされ、腰を引き寄せられる。

　ぐっと押し当てられた昂たかぶりは、血が集い始めたばかりだった。

　唇を啄ついばみ合って、舌を交わしているうちに重みを増す。

「ん……っ、う……！」

　先走りを塗り合うように、腰を動かされた。

　こんなことをする男は珍しく、ユリアスは裏筋を擦こすられる快感に震える。

　男娼は娼婦の半値以下で買えるため、客は女の代用品として若い男を抱く。だから誰もユリアスの性器など見ようとはしないし、触れもしなかった。

　きつく閉じていた瞼を少しだけ開けると、男と目が合う。

　彼は笑って、「硬くなった」と囁ささやいてきた。どちらのことかはわからない。

　どちらも同じくらい硬くなり、相手の雄の裏側を突くように反り返っていた。

　彼が腰を揺らすたびに広がっていくとろみも、どちらの体液かよくわからないままお互いを濡ぬらしていく。

「……ん……っ」

　見つめられながら、唇を何度も食はまれた。

　彼は意外と長い睫まつ毛げの持ち主で、髪や鬚と同じように青み掛かった色に見える。

　男らしさを主張し過ぎている鬚を剃そったら、思ったよりも若くてハンサムなのかもしれない。

　悪魔はどんな姿にも化けられるというだけなのだろうが、少なくとも口づけは丁寧で気持ちがいい。それに、手つきも優しかった。

「あ……っ、は……」

　胸の突起を指でやんわりと弄いじられて、唇を解放される。

　キスだけで硬く痼しこっていた突起は、触れられると尖っていやらしい形になった。

「……んっ、ぅ……」

　首筋を舐められ、肌をチュッチュッと甘く吸われながら、「赤い木の実みたいだ」と……またしても囁かれる。

「あ……っ、ぁ」

「この家の屋根も壁も、さっきの梯子も、木の実で色をつけたんだ。あれは食べても美味いけど、染料としても有効利用できるんだぜ」

　それは噓……きっと噓だと思った。あれは人間の血の色だ。

　最初に殺した子供の血が飛び散って染みたので、それ以降はわざと血を塗って誤ご魔ま化かし、華やかな色で子供の目を惹きつけているという噂があった。

「食欲をそそる綺麗な色だったろ？　お前のここは、もっと可愛い色だけどな……」

「ん……っ、あ！」

　彼の頭の位置が下がって行き、肌を唇で辿たどられる。

　言葉通り木の実のように硬い粒状になった尖りを、舌先で転がされた。

　そこに向かって引ひき攣つる肌に顎鬚が当たり、胸全体が刺激を受けて堪たまらなくなる。

「は、う……っ」

　男の手が脚の間に伸びてきて、昂った分身に触れた。どちらが零こぼしたのかわからない体液で濡れているそこから、ヌチュヌチュといやらしい音が立つ。

（──そんなの……俺がすることなのに……どうしよう、気持ちよくて……）

　どちらが男を買ったのか買われたのか、よくわからなくなるような愛あい撫ぶが続く。

　普段は手や口で奉仕して、シャツを着たまま後ろから挿入されることが多く、口づけを求められることすら滅多になかった。ベッドに入ることもほとんどなく、大抵は森の中で木にしがみついたまま突っ込まれるだけだ。

　男娼は娼婦の代わり──男が気持ちよくなるための穴であり、それ以上にはなり得ない。男娼を買うことは恥ではなくても、男娼に入れ揚げたり、惚ほれた恋人のように扱ったりするのは、男の恥とされているからだ。

「……意外と初う心ぶな反応するんだな」

「う……っ、や……っ、ま、待って」

　男の唇は臍へそまで滑り落ち、蜜を零す昂りに迫る。

　そんな所を舐められるのは初めてで、ユリアスはびくうっと身を縮こまらせた。

「──んっ、う、あ……っ」

　硬く膨らんでいる先端を、熱い口内に吸い込まれる。

　肉笠の裏側を尖らせた舌先でなぞりながら、張り詰める筋をちろちろと押し舐められた。膝裏を摑まれてより大胆に脚を広げられると、双肉の狭はざ間まも拡ひろがってしまう。

　ひくつく窄すぼまりに、濡れた指が当たった。

「あっ、ま……待って……そんな……っ」

　男娼は、自分の指でそこを解ほぐすものだ。客の性器をしゃぶって濡らしている最中に、こっそりとするのがいつもの流れだった。好んで触りたがる男もいなければ、こんなにも深く雄の象徴をくわえ込む男もいない。

（──人間じゃない、から？　人肉を食べる、狼だから？）

　彼が悪魔だということをしばし忘れていたユリアスは、快楽に呑のまれていた恐怖を呼び覚ます。震えていた膝が、一層震えだした。

　弱い所をしゃぶられたまま、彼が突然狼に変身したら……そして剝むきだしの性器を喰いちぎられたら、どんなにか痛いだろう。

　のたうち回り、断末魔の悲鳴を上げてしまうかもしれない。

　それにより階下の食器棚の中で眠るテオを起こしてしまったら、大人よりも子供の肉がいい……と標的が変わる危険がある。

「う……っ」

　ユリアスは何があっても声を上げないよう、歯を食い縛った。

　怖くて涙が滲にじみ、天窓から覗のぞく月が幾重にも重なって見える。

「……おい、そんなによくないか？　いや、よくないわけないよな。こんなだし」

「あ……っ！」

　男の指で屹きつ立りつを突つつかれ、ユリアスは思わず声を漏らしてしまう。

　慌てて唇を嚙み締めようとすると、「嚙むな」と先に止められた。

　目の前には、少し怒ったような……呆あきれたような顔がある。

　男は怯えるユリアスを見ながら、軽い溜ため息いきをついた。

「俺は嫌がる相手に無理を通すのは趣味じゃない。そんなに震えて鳥肌立てるほど嫌なら、やめてやってもいいんだぜ」

「いえっ、いえ……そうじゃなくて……触られたり、舐められたり……普通は、されないから、慣れなくて……」

「北の村じゃそれが常識なのか？」

「男娼ですから……ご奉仕、する側です」

「別にこんなの奉仕でもなんでもない。普通だろ？　ベッドに入って乳繰り合わずに何が愉しいんだか……お前の村の男はつまんない野郎ばっかだな」

「ふ、あぁ……」

　ぬぷりと指を挿入され、ユリアスはシーツを摑みながら仰のけ反ぞる。

　男の指は器用に動き、狭い肉の道の中で激しくうねった。

「こんな反応、愉しまなきゃ勿もつ体たいないぜ」

「……ん、う……っ」

「凄く気持ちよさそうだ。可愛い顔してる」

　その言葉に反論できず、ユリアスは嬌きよう声せいを殺しながらさらに仰け反る。

　四肢が言うことをきかなくなり、ぴんと張った爪先が今にも攣りそうだった。

　もしかしたら悪魔の力で心を読まれているのかもしれない。

　感じる所を見つけられては、そこばかり責められる。

「は……ぁ、あ……！」

　男の指の動きが速くなり、ユリアスの体はがくがくと揺さぶられた。ベッドが軋きしむ音と共に、抗あらがい難がたい絶頂が迫ってくる。もうすぐ、あともう少しで──。

「ふあ……っ、あぁ！」

　もう少し……本当にあと少しだったのに、動きを緩められてしまった。

　達する寸前までいった体は宙ぶらりんのまま、甘い苦しみに苛さいなまれる。

「う……ぅ、ん……っ」

　ユリアスは涙を溜めた瞳で、意地悪な男を睨にらみつけた。

　つい恨みがましい目つきになる。

　しかしその反面……もう一度そこを弄って突かれたい願望と期待で、媚び肉にくがひくついた。秘洞の奥にある男の指を締めながら、さらに奥へ奥へと誘ってしまう。

「わかりやすい体だな……素直で、打てば響く楽器みたいだ」

「……っ、あ……」

　男はリズミカルに指を動かしながらも身を伸ばし、枕の方へと戻ってくる。

　鬚が頰に当たり、すぐに唇も当たった。

　頰の肉を味わうようなキスをされる。軽く吸って、そしてぺろりと舐められた。

「お前さんの後ろ、弄れば弄るほど前が凄いことになってるぜ。臍の中まで溜まって、そっから溢あふれだしてる……見えるだろ？」

　ユリアスは男の手でうなじを掬すくわれ、頭を起こされる。

　自らの下腹を見るよう促された。

　月光に浮き上がる白い体に、反り返る雄の影がくっきりと落ちている。

　零した蜜が光って、小さな臍は艶なまめかしい泉のようだ。

「……どうしてほしい？」

　問われてすぐに、膝が震えてしまう。

　先程までの恐怖による震えとは違い、先を想像したことによる条件反射だった。

　男の指を二本くわえ込んだままの後こう孔こうが、より強い刺激を求めて勝手に蠢うごめく。

　ユリアスは自分の顔を愉快げに観察している男を見て、音もなく唇を開いた。

　もし本能のまま喋しやべったら、「もっと……」と言ってしまうだろう。

　体は確かに疼うずき、頭の奥では明確に欲しているものがあった。

　もっと気持ちよくなりたいという願望が、ぞくぞくと背中を走っている。

「──お願いが……」

「ん？」

「お、弟に……何も、しないで……」

　閨ねや事ごとの甘い問いかけに、ユリアスは悲痛な声で答えた。

　情欲の火を点つけられた体を満たしてほしい願望とは別の……苦しくも切実な願いを口に上らせると、不安で堪らなくなる。

　彼に弟の存在を知らせるのは、酷く怖かった。

「弟……？」

「明日になったら……もしかしたら、ここに来るかもしれなくて……でも弟にだけは何もしないでほしいんです。まだ子供で、これまでいいことなんて何もなかったはずなのに、凄くいい子で……っ」

　こんなことを悪魔に語り聞かせても、どうにもならないのかもしれない。

　けれど彼の瞳には、最初の印象通りに……むしろそれ以上に、人間味や感情があるように見えた。

　たとえそれが人を騙だますためのまやかしだとしても、縋すがらずにはいられなくなる。

　どうか慈悲を、どうか、この願いを叶かなえてください──神に祈るように悪魔に頼み事をしながら、ユリアスは涙を堪えた。

「俺は子供に手を出したりしないぜ」

「……っ、本当に？」

「お前さんは弟想おもいな兄貴なんだな。よくわかるぜ。俺にもいたけど、腹を空かして死んじまった」

「──っ」

　男はユリアスの頰に触れながら苦笑して、窄まりに入れていた指を抜く。

　どこか切ない表情を浮かべながらも、再び唇を重ねてきた。

　これまでよりもずっと甘い、羽根のようなキスを繰り返してから、まじまじと見つめてくる。

「で、どうする？　俺はお前さんの弟がここに来たら昼飯を食わせてやってもいいと思ってるわけだが……ちゃんと約束したら、少しは俺との行為に集中できるか？」

　ユリアスは躊躇ためらいながらも、こくっと頷く。

　彼の言葉が真実であることを願いながら、「お名前、なんて言うんですか？」と訊いてみた。

「フェルナン──いい名前だろ？」

　彼は答えるとすぐに、耳元に唇を寄せてくる。

「もう何年も、誰からも呼ばれてないけどな」と、直接耳に注がれたユリアスは、「フェルナン……」と口にしてみた。

　疑う気持ちはまだあって、悪魔を信じるのは怖い。

　でも、信じてみたい想いは強かった。目の前の男が人喰い狼に変身する悪魔でも、過去に多くの悪事を働いてきたとしても……今は肌で感じる優しさを信じていたい。

「したくなってきた？」

　一つの答えを期待する顔で問われた。

　めらめらと燃えるような情欲をちらつかせながらも、彼の瞳はとても明るい。

　闇の生き物とは思えない笑顔を見ていると、かまどに近づき過ぎた時のように顔が火ほ照てった。

「──っ……」

　ユリアスは本能に従って、わずかに頷いてみせる。

　唇を開いて、はっきりと「はい」と言おうと思ったけれど、声にならなかった。

　せめてとばかり、男のうなじに手を回す。

　頭ごと斜めに向けた顔を近づけ、自分から唇を重ねた。

　舌を味わうようなキスをして、腰を少しだけ動かす。

「……んっ、う……」

　気持ちよくなりたい思いに身を任せると、体がふわりと軽くなった。

　張り詰めた雄を擦り合わせる快感によって、縮こまっていた体が解き放たれる。

　彼の指で解された所が、動くたびにきゅっと窄まっては拡がり、強い繫がりを求めていた。

「っ、う……う──っ」

「──ッ、ン……」

　裸の胸と胸を重ね合わせながら、あわいで彼の猛たけりを迎え入れる。

　ユリアスが身を捩よじらせた隙を突くように、フェルナンは枕を摑んで引き抜いた。

　浮いた腰の下に枕を詰めて、楽にしてくれる。

「あ……あ、ぁ……っ！」

　わずかな繫がりによって燻くすぶっていた熱が、油を注がれて燃え上がる感覚だった。

　自分だけではなく、彼も燃えている。元々が肉で出来た器官だなんて信じられないくらい硬くなった雄が、体の中で大きな存在感を示しながら暴れていた。

　窄まりも秘洞の奥も、内側から圧迫されて限界まで拡げられる。

　ずくずくと腰を揺らし、様子を見ながら押しつけられて……いい所を探られた。

「ふ……あぁ、っ」

　こんな抱き方をされたのは初めてだった。

　深く繫がっているのに、目の前に顔があるのが不思議で……どうにも慣れない。

　視線が合うと恥ずかしさに狼狽うろたえてしまう。

「凄いな……お前の中、熱くて蕩とろけそうだ」

「ん、う、ぅ……！」

　気持ちよさそうな顔で告げられると、ユリアスは自分の表情まで意識してしまう。

　彼と同じか……もっとずっと淫らに、目を潤ませてとろんとしているかもしれない。

　降り注ぐ視線がくすぐったくて、ユリアスは慌てて両手を顔に持っていく。

　恥ずかしい表情を隠しながら、横を向いて目を閉じた。

「隠すなよ、せっかく可愛いのに」

「う……っ、あ……」

　フェルナンに手首を摑まれ、顔を暴かれながら頰にキスをされる。

「ほっぺた熱い……」と笑われて、ますます頭に血が上った。

　月明かりのせいで彼の顔がよく見える。

　彼から自分は、もっとはっきり見えているだろう。

　これまで昼夜なく客を取らされてきたので、日中の森で尻を剝かれたことも数え切れないほどあった。それでもこんなに恥ずかしいと思ったことは一度もない。

　木にしがみついて我慢していれば終わるあの行為は、ただただ虚むなしくて──。

「あ……っ、は、ぁ」

　これは違う──そう思った途端、一層深く穿うがたれた。

　腰の下の枕が崩れて沈むくらい、フェルナンの重みが伸のしかかる。

「ふ……あ、ぁ！」
















「──ッ」

　彼の欲望をすべて受け止めると、かつて感じたことのない充足感が得られた。

　フェルナンが感じているのが、小さな吐息や屹立の脈動でわかる。

　身を売っている最中、おぞましいと思ったり浅ましいと思ったり。忌み嫌っていたはずの男の情動が、今はなんだか嬉うれしい。

　売り買いではなく、お互いにとって気持ちのいい時間を共有している気がした。

「は……っ、あ……は……っ！」

「──ッ……！」

　まだ終わらないで……終わらせないで……そんな願いが湧き上がる。

　もっと激しく動いて、体の奥に眠っていたいけない疼きを何度も突いてほしかった。

　彼の雄茎の先にある……硬く張りだした肉の笠で擦られると、噓のように心地いい場所がある。そこをもっと激しく責められたい。

「腰……小刻みに動いてるぜ。うねって絡みついてくる。やらしくて、可愛いな……」

「あ、ふ……あ、ぁっ！」

「このまま帰したくなくなってくる。これが、玄くろ人うとの手練手管じゃないといいけど」

　膝裏を一際強く摑んできたフェルナンは、繫がりが解けそうなほど腰を引く。

　嫌だ、まだ離れたくない──ユリアスがそう思った刹せつ那な、彼は勢いをつけて戻ってきた。ずぐ……っと深くまで来て、一瞬感じた淋さびしさを粉こな微み塵じんに潰してくれる。

「ふあっ、あぁ……あ──っ！」

　これまで最さい奥おうだと思っていた所の、さらに奥があることを知った。

　がつがつと突かれて、ベッドごと揺さぶられる。

　体の中を滅茶苦茶に搔かき混ぜられ、溺れたように息ができなくなった。

　絶頂を迎えて楽になりたい気持ちと、まだ終わりたくない気持ちがユリアスの中で鬩せめぎ合う。

　見てみたい──不意にそう思った。

　彼が達する瞬間の表情を見てみたい。見るだけじゃなく、体でも感じてみたい。

　熱く重い迸ほとばしりを、過敏な肉で味わいながら……。

「は、ふ、ぅ……っ」

「──ッ、ゥ……！」

　首や両肩を引き寄せるように抱きつくと、彼が腰を止める。

　ずっしりと重みのある怒張が、悦よろこびの精を勢いよく放った。

　ユリアスの中で大きく弾はじけ、じゅっと熱い印を刻む。

「──ん……っ、ん──!!」

　密着する二つの体から、ユリアスの放った精のにおいが立ち込めた。

　青いにおいと、ぬるぬると滑る肌。

　本来は気持ち悪いはずのものなのに、今はなんだか気持ちがいい……嬉しいはずの終了の合図が、何な故ぜだかとても淋しくて……。

「──っ、ん……ぅ」

　これで終わってしまうのだろうか……他の男達と同じく、彼も達した途端に冷めた顔をして、蔑さげすむように自分を見るのだろうか──。

「……そんな、残念そうな顔するなよ。まだ終わらないから、平気だぜ。ほら……」

「あ……っ」

　フェルナンは呼吸を乱し、切れ切れに息をつきながら腰を揺さぶる。

　達したことで引いていく血をポンプで汲くみ上げたかのように、彼の雄がめきめきと硬くなるのがわかった。

　際限なんてない気がしてくる。それくらい強い脈動が、腰まで伝わってきた。

「……なんか、相性よくない？　俺が一方的にそう思って、勝手に舞い上がってるんじゃなきゃいいけど……」

「──フェルナン……」

　嬉しくて、気づいた時には名前を口にしていた。

　彼もまた、嬉しそうに目を細める。

　ユリアスはその顔を見て確信した。

　この人は、これまで自分を買った男達とは何もかも違う。その違いが、彼が悪魔と呼ばれる生き物であるせいならば、悪魔というものの見方を変えなければならない。

　或あるいは、悪魔の中でも彼だけは特別だと思わざるを得ない──。

「お前さんの名前は？」

「──ユリアス……」

「いい名前だな、よく似合ってる」

　そう言って、彼はまた笑う。

　笑顔を見ていると胸の奥が熱くなった。

　彼のことをもっと知りたいと思う。そして彼に教えてほしい。

　知っていたつもりで知らなかったことを、たくさん教えてほしい。

　交わることの悦びを、朝までずっと──。







　甲高い小鳥の囀さえずりで目覚めたユリアスは、枕に頭を埋めたまま天窓を見上げる。

　窓は麻布で覆われていたが、四隅から強い光が漏れていた。部屋は明るく、暖かい。

　ああ太陽が真上にある……と思った瞬間、ぼんやりとした頭が一気に冴さえた。

「……っ！」

　がばりと起き上がると、本だらけの屋根裏部屋が目に飛び込んでくる。

　見慣れぬ部屋だ。

　自分の家ではないことに気づくと同時に、ユリアスはテオの顔やフェルナンとの一夜を思いだす。甘くてとても濃密な一夜……蕩けるような時間だった。でも、あれが現実だったという確信もなければ、自分が今生きているという実感もない。

（──テオッ！）

　悠長に考えている余裕はなく、ユリアスはベッドから飛び下りた。

　半ば這はう恰かつ好こうで床を進み、一階に続く赤い梯子を摑んで身を乗りだす。

　どうか、どうかお願いだから無事でいて──そう祈るや否や、階下からテオの笑い声が聞こえてきた。

　しかし幻聴ではないかと疑う気持ちもあり、ユリアスはごくりと喉を鳴らして耳を澄ます。そうしていると、再び声が聞こえてきた。

　確かにテオの声で、大人の男の低い声と重なっている。

　そろりそろりと下を覗き込めば、弟の無事な姿が見えた。

　テオはダイニングにあるテーブルに着き、丸い植物の皮を剝いている。

　その正面に座るフェルナンの姿は手元しか見えないが、少なくとも人間の姿をしているのは間違いない。

「ねえ見て見て、すっごく上手に剝けたよ。こんな感じでいいんでしょ？」

「おう、上手いもんだな。……あとは芽だ。馬ば鈴れい薯しよの芽には毒があるから、もし芽が出ちまったら周辺ごとごっそり切り落とさないと危ない。こう、抉えぐる感じだな」

　ユリアスは二人の会話に耳をそばだてながら、ベッドの横にあった服を引き寄せた。

（──馬鈴薯？　悪魔の植物のことか？）

　梯子を下りるべきか、それとも話を聞いているべきか迷いながら、ユリアスは音を立てないよう静かに……しかし迅速に着替える。

「馬鈴薯は庭先で誰でも簡単に増やせるし、これさえ普及すりゃ飢き饉きんで死ぬ人なんかいなくなるんだぜ。凄いだろ？　そのまま焼いたり蒸かしたりしてすぐに食えるし、塩があればぐっと美味くなるんだ」

「うん知ってるよ。昨日いっぱい食べたもん」

「うちで暮らして仕事を手伝ってくれんなら毎日たらふく食わしてやるぜ。とにかく、べっぴん兄貴を口説くの手伝ってくれよな。なんかもう運命感じちゃってるわけ」

「運命……？　口説くってなぁに？」

「詳しいことはいいから、兄貴が起きたら、『僕ここにずっと住みたい。フェルナンさんは自他共に認める立派な研究家なんだよ♪』とか言ってくれりゃあいいんだ」

「いいけど、兄さんはフェルナンさんのこと悪魔だと思ってるかもよ」

　テオの言葉にフェルナンは、「こんな男前の悪魔がいるかよっ」と哄こう笑しようする。

　馬鈴薯と呼ぶらしい植物の皮を、それはそれは手際よく剝く長い指ばかり見えて、ユリアスは居ても立っても居られなくなった。

　彼が木の実で染めたという真っ赤な梯子を、大急ぎで下りて行く。

　昨夜見た時は血塗られた不気味な梯子だと思ったのに、朝の光の中で見ると別物のように可愛らしく見えた。

　おはようございます──彼に向かってそう言ってみようと思ったのに、ユリアスは何も言えずに立ち尽くす。

　テオと一緒に料理の下ごしらえをしていた男は、青み掛かった黒髪の青年だった。

　鬚はつるりと剃られ、にかっと笑う顔がなんとも眩まぶしい。

「あっ、兄さんおはよう！　昨夜はぐっすり眠れたんだね。ねえねえ僕ここにずっと住みたいな。フェルナンさんは自称研究家なんだよ♪」

　テオはナイフと馬鈴薯を置くと、椅子から下りて駆け寄ってくる。

　胸に顔を埋め、「ねえいいでしょ？」と上目遣いで甘えてきた。

（──心臓の音が……）

　ドクンドクンと鳴る音がテオの耳に届いてしまいそうで、ユリアスは緊張しながら弟の体を抱き寄せる。そして唇を引き結んだ。

「おはよう。まあそういうわけなんで、このまま俺のとこに嫁いでくるってのはどう？　お前は男で俺も男だけど、なにしろほら、悪魔だとか噂されてるくらいだし、細かいことは気にしない性た質ちなんだ」

　少しおどけたフェルナンの声から、ベッドの中では感じられなかった照れのようなものを感じて、ユリアスは恐る恐る顔を上げる。

　彼はやはり笑っていて、それは確かに半分ふざけているようにも見えたけれど……目は真剣そのものだった。

　胸が焦げつくような緊張が行き交う中で、ユリアスはテオの視界を塞ふさぐ。

　大人の世界を覗かせないよう、腕でそっと目隠しした。

「──兄さん？」

「ユリアス……」

　フェルナンは椅子から立ち上がると、目の前に来て膝をつく。

　視線は繫げたまま、手を伸ばして右足首に触れてきた。

　そこに嵌まっているアンクレットを両手で摘つまむ。

「これ、俺のために外してくれる？」

「──っ」

　すぐにでも答えたいのに、心臓が喉の奥に詰まっているかのようにドクンドクンと大騒ぎを続け、どうしても声にならなかった。

　ユリアスは代わりに首を縦に振り、さらにもう二回、こくこくと頷いてみせる。

　すると彼が、アンクレットを外してくれた。

「──ありがとう……」

　どうにか礼の言葉を口にしたユリアスは、零れる涙の味を知る。

　それは嫌というほどよく知っている味だったけれど……笑いながら泣けることは、今日初めて知った。
















　出で逢あった夜に満ちていた月が欠け、そして再び満ちた頃、ユリアスは恋人のフェルナンと共に旅に出た。もちろん弟のテオも一緒だ。

　元々は貧しい北の村で暮らしていた兄弟は、実父と継まま母ははから冷遇され、逃げるように家を飛びだした。

　黒い森とも迷いの森とも呼ばれる森でフェルナンと出逢い、嫁いでこいと言われたユリアスは、それから一ひと月つきの間、彼の住む赤い家で暮らした。

　研究を手伝ったり、畑仕事や家事をしたり、弟のテオと遊んだり……そして夜にはフェルナンに愛され、人生で一番幸せな日々を過ごしたのだ。

　それだけに彼の家を離れるのは寂しかったが、この旅には確固とした目的がある。

　飢き饉きんで命を落とす人がいなくなるよう、新しい食物を普及させるための旅だ。

「──っ、ん……」

　ユリアスとフェルナンは、旅先の宿で声を殺して睦むつみ合う。

　崇高な目的があろうと、夜になればただの恋人同士だ。

　同じ部屋で眠るテオの存在を気にしながらも、週に何度か……こうして触れ合わずにはいられなかった。

（……声が……っ）

　誘われるまま彼のベッドに移ったユリアスは、嬌きよう声せいを漏らしそうな唇を嚙かむ。

　二部屋取る余裕がないため、旅に出てからは最後まで繫つながることがなくなっていた。

　それだけに余計、愛あい撫ぶに感じ過ぎてしまう。

「……は……っ、ん……ぅ」

「──ッ」

　触れられるだけではなく、ユリアスもフェルナンの体に触れていた。

　今は横向きに寝て彼に背を向ける形を取り、きつく閉じた腿ももにフェルナンの性器を挟んでいる。さらにはその先端に触れて、溢あふれる蜜を指に絡めた。

「ふ……っ、ぅ……」

　フェルナンの温ぬくもりを、ユリアスは終始肌で感じ取る。手や腿だけではなく、腰や背中にまで沁しみる熱だ。うなじで感じる吐息まで熱っぽく、情欲を搔かき乱される。

　大きな腕に包み込まれながら、胸の突起や反り返る屹きつ立りつを弄いじられた。

　一連の行為はすべて上掛けの中で行われ、テオが急に目を覚ましても、誤ご魔ま化かせる体勢を取っている。弟を大切に想おもうユリアスの気持ちを、フェルナンはよく理解したうえで気を使っているのだ。

「ユリアス……」

「……ん、ぅ……っ」

　耳を舐なめられながら名前を呼ばれたユリアスは、その甘さに夢見心地になる。

　フェルナンの声は低音で男っぽく、それでいてぞくぞくするような艶つやを秘めていた。

　ユリアスの性器を包む手も、大きさに反して繊細に動く。乳首を揉もむ指先も器用だ。

　小さな突起を上う手まく転がし、摘つまみ上げては先端を摩擦する。

「は……っ、ぁ……」

　ぴっちりと閉じた股の間を、彼の熱い物が行き来した。

　ベッドが軋きしまないよう気をつけながらも、最後は速く激しく動きだす。

「──っ！」

　張りだした亀頭に双珠をぐりぐりと押されながら、ユリアスは彼の性器を両手で捉え、手で作った筒の中に迎えていた。緩急をつけて強く握ったり撫なでたりしながら、挿入した時に近い快楽を与えられるよう意識する。

　しかし気持ちのすべてを向けるわけにはいかず、ユリアスは常に隣のベッドを気にしていた。テオは夜中に起きたりしない子供だが、絶対ということはない。弟の隣でフェルナンとの行為に集中するのは難しかった。

「──ッ！」

「ん……ぅ、ぁ……っ」

　お互いの手の中に放つ、刹せつ那なの悦よろこびと解放感──振り返ればキスをされ、気持ちがよく、とても嬉うれしい。けれど本当は足りなくて、体の奥が疼うずいて苦しかった。

　そのくせ何も言えない。男だん娼しよう上がりであることを気にしているユリアスには、自分から淫らに迫るような真ま似ねはできなかった。ただ控えめに笑って、「もう戻りますね、おやすみなさい」と告げるしかないのだ。

　そうしてテオの寝るベッドに戻る自分を、彼が引き留めてくれないことに淋さびしさを感じる。それは勝手な話だとわかっているのに、頭の中で描くのは不ふ埒らちな妄想ばかりだった。

　乱暴に腕を摑つかまれ、「行くな」と言われたい。組み敷かれて、「駄目……やめて」と言っても聞いてもらえず、滅茶苦茶に貫かれたい。

　ベッドが激しく軋む音を聞きながら自分は焦り、それでも快楽に呑のまれて……最後にはテオのことを考えられなくなるだろう。実際には困るのに、そのくらい求められたいと願いながら、ユリアスは元のベッドに戻る。

「──おやすみ」

　穏やかで、幸せだと思った。でも足りない。

　今からでもいい。もう一度「来いよ」と誘ってほしい。

　もしくは突然上掛けを捲めくり、忍んできてほしい。

　満たされない体の奥に、自分でも信じられないほどの熱が燻くすぶっていた。







　夏の朝の陽ひ射ざしは強く、靄もや掛がかった劣情を浄化してくれる。

　深夜にあれほど悶もん々もんとしたのが噓うそのように爽さわやかな朝だ。

　ユリアスはフェルナンの鬚ひげを剃そりながら、いつも太陽に感謝する。

　夜になれば狂おしい欲望が頭を擡もたげるけれど、朝が必ず来てくれるから、どうにか今日も正常でいられる。

「はい、髭剃り終わりましたよ。髪も少し切って好青年に見せかけましたからね」

「おいおい、見せかけるってなんだよ。俺は正真正銘の好青年だろ？」

　宿屋の一室で、ユリアスはフェルナンの鬚を剃った。

　今ではこれが日課になっている。毎日剃らなければ貫かん禄ろくが出過ぎてしまう彼の顔を爽やかに仕上げ、一緒に村を回るのだ。

　ユリアスは今日も出来に満足しながら、彼の前掛けの紐ひもに手を掛ける。

　それを外せば鬚剃りは終わりで、彼はいつも通り礼を言って笑うだろう。

　ところが彼に渡した手鏡越しに、ぴたりと視線が合ってしまった。

　力強い黒い瞳が、鏡の中から確かにこちらを見ている。外せないほどしっかりと、視線を摑まれてしまった。

「ありがとな。ほらどうよこの顔。水も滴したたるいい男だろ？　惚ほれ直したか？」

「──っ」

　小さな手鏡の中から冗談めかして言われ、ユリアスは忽たちまち息を詰める。

　冗談の一つも言える仲になったのに、時々こんな不可思議な現象が起きた。

　滑らかに動いていた口が急に動かなくなり、言おうと思っていた言葉が頭の中から消えるのだ。

「ユリアス？」

　彼が変に思っている。早く何か喋しやべらなきゃ、普通の表情に戻して、前掛けを外してあげなきゃ──そう思っても、口も手も動かない。

　鏡に映る恋人は、気さくで優しくて料理上手で、基本的に真ま面じ目めだけれど時々いい加減なところもあって面白くて……とても好きなのに、大好きなのに……その想いに相応ふさわしい態度が取れなくなる時があった。

　ユリアスはいつだって、「貴方あなたが好きです」と、彼に伝わるような態度を取りたいと思っている。それなのに上手くいかないのは何な故ぜなのだろう。彼の家で暮らしていた頃は、こんな現象は起きなかった。旅を始めてから時々起きるようになって……特に、この村に来てから酷ひどくなった。

「急に黙り込んでどうしたんだ？　鬚剃った俺が男前過ぎて言葉も出ないか？」

「あ、あとは自分でやってください……テオのことが気になるので、見てきます」

　やっと喋れたと思ったら、予期していない言葉が勝手に飛びだした。

　フェルナンの表情が固まって、白けさせてしまったのがわかる。

　失敗した……そう思うのに、壊した空気を元に戻すことはできない。

「お前さん、最近ちょっとつれないよな」

　つるりと剃られた肌を撫でながら、フェルナンは溜ため息いきをつく。手にしていた鏡を、鏡面を下にしてテーブルの上に置いた。

　仕草は決して乱暴ではなかったが、カタンッ……と、些いささか大きめの音が立つ。

「……っ、昼までには戻ります」

　ユリアスは鏡の音にびくつきながら、宿の二階の部屋を出た。

　前掛けも剃かみ刀そりも、盥たらいの湯もそのままだ。彼はきっと呆あきれているだろう。

　日中でも薄暗い廊下から階下に下りると、自分で自分がわからなくなった。

　すぐにでも時間を巻き戻したくなる。

　一緒に居る人のことを考え、お互いに気持ちよく過ごせるよう努力するのは当たり前のことなのに、突然それができなくなる自分に嫌気が差した。







　宿に戻ってフェルナンと共に何軒もの家を回り、馬ば鈴れい薯しよの普及活動に励んだユリアスは、一旦彼と別れて茜あかね色いろの空の下を歩いた。

　この村に来てからというもの、暇さえあれば村の子供達と遊んでいるテオを迎えにいくためだ。

　夕食にはまだ早かったが、フェルナンと二人で居るとまたおかしな態度を取ったり余計なことを口走ったりしそうで……そうなる前に別行動を取った。

　フェルナンが住んでいた黒い森とは異なる小さな森の近くに、子供が集まる場所がある。そこで村の子供達と遊んでいた弟は、かつての自分にそっくりだった。

　しかし表情は正反対で、木登りをしながらとても楽しそうに友人達と話している。

　生き生きと輝く様は、まるで小さな太陽のようだ。

「兄さん、どうしたの？　もう夕食？」

「迎えにきたんだけど、ちょっと早かった？」

「早いよっ、僕まだ皆と遊びたいもん。兄さんだってフェルナンと二人っきりになりたいんじゃなかったの？」

　木の上からするすると下りてきたテオの言葉に、ユリアスは面食らう。

　まさかこんなことを言われるとは思いもしなかった。

「別に、そんなことは……」

「そうなの？　大人は大人同士で遊びたいのかなって思って、僕いつも遠慮してるんだよ」

　テオは「偉いでしょ？」と言わんばかりに笑う。

　夕日に照らされた亜あ麻ま色いろの髪や瞳が、普段よりも温かみのある飴あめ色いろに光っていた。

　そんな弟を見ていると、ユリアスは自分の態度に不安を覚える。

　今は三人で宿屋の一室で過ごしているため、正直とても欲求不満で、フェルナンと二人きりになりたいと思うことが頻ひん繁ぱんにあった。だからといってテオに邪険な態度を取ったつもりはないが、そういう気持ちが滲にじみでていたのかもしれない。

「兄さん、どうしたの？　大丈夫？」

「──っ、ごめん、ぼんやりして。あ……夕食にはまだ早いし、夜市でも見て時間を潰そうか。それともお友達ともっと遊ぶ？」

「夜市に行く！　皆にお別れしてくるねっ」

　テオはユリアスにそう言い残すと、木登りを続ける遊び仲間の許もとに駆けていった。

　そして戻ってくるなり、「皆がね、テオの兄さん美人だねって言ってたよ！」と嬉しそうに語る。

「そんなことないけど、ありがたいね」

「兄さんは美人だよ。この村には人がいっぱい居るけど、兄さんが一番美人だと思う」

「そういうのは人それぞれの感覚や好みによるものだから……誰が一番とか言っては駄目だよ。好きな人は輝いて見えるものだしね」

「じゃあ僕には兄さんが一番だよ」

「俺にはテオが一番可愛く見える」

　ユリアスは弟の頭を撫でると、手を繫いで中央広場に向かった。

　まだ夕日が出ていて空は赤いが、夜市は始まっている頃だ。

「一緒に遊ぶ友達がたくさんいて楽しい？」

「うん、この村の人は優しいよね。フェルナンのこと悪魔だとか言わないし、石投げたりしないもん。宿屋のおじさんも親切だし」

　それは、黒い森から遠く離れているせいだよ……とは言わずに、ユリアスは「そうだね」と答えて微笑ほほえむ。

　これまで通った村はあの森から近かったので、最初のうちは酷い目に遭った。

　研究家のフェルナンは、飢饉を乗り越えるための救いの植物──馬鈴薯を普及させたいだけなのだが、宿を取るのを断られたり石を投げつけられたりと、本当に大変な日々だった。しかし大変だったからこそ、今のようなもやもやとした気持ちにはならなかった気がする。

「わぁー、夜市って凄すごいね！　もうすぐ暗くなるのにキラキラしてる。変わった形の蠟ろう燭そくがあるよ。あ、変な仮面もある！　見ていい!?」

　自分の手をぐいぐいと引っ張るテオと共に、ユリアスは露店の並ぶ通りを歩く。

　こうして楽しそうなテオを見ていると、胸に溜まったものが少しずつ晴れていった。

　北の村に居た頃は安売りの男娼として知られていたため、男娼の弟と遊ばせようとする親はなく、テオはいつも淋しそうだった。

　満足に食べることすら叶かなわなかったあの頃に比べたら、今は本当に幸せだ。あまり欲を出し過ぎると、いつかきっと罰が当たる。

「今朝のこと……帰ったら謝ろう」

　夜市の喧けん騒そうの中で、ユリアスは密ひそかに呟つぶやく。

　フェルナンに伝えるべき言葉を、一つ一つ選び抜いて紡いだ。

　謝罪の言葉、好意を示す言葉。そういったものを並べていく。

「……っ！」

　ところがその時、頭に描いていた恋人の姿が目に飛び込んできた。

　暗くなるに従って賑にぎわう広場に、フェルナンが現れたのだ。

　その両脇には肉感的な美女が二人居て、彼の腕に乳房を押しつけながら絡んでいる。

　女達の足首に娼しよ婦うふの証あかしのアンクレットはなかったが、身み形なりや態度からして酒場の女かもしれない。きっと単なる客引きだ、落ち着け──と、ユリアスは自分自身に言い聞かせた。けれども実際に落ち着くことなど到底できない。

「……っ、これ買います。くださいっ」

　ユリアスは咄とつ嗟さに道化の仮面に手を伸のばし、それを自分の顔に当てる。

　そしてテオが振り向かないよう、肩を摑んで後ろに張りついた。

　目の辺りに開いた穴から、人混みを歩く三人の姿が見える。

　上機嫌で笑うフェルナンの顔に、女の手が伸びた。婀あ娜だめいた指の行き着く先は、今朝ユリアスが整えた頰だ。

「──っ、ぅ」

　顔の同じ部分に、焼やき鏝ごてを押されたみたいだった。焦げつく痛みで顔が強こわ張ばる。

　無意識にテオの肩に爪を食い込ませてしまい、「痛っ」という呻うめき声が聞こえるまで気づけなかった。

「兄さん……その仮面、ほんとに買うの？」

　テオに問われたユリアスは、俯うつむく流れで首を縦に振る。露天商に求められた代金を支払い、そのまま仮面を着けていた。外すに外せなかったのだ。

　今にも涙が零こぼれそうで、仮面の笑顔に頼らざるを得なかった。







　夕食はいつも通り三人で、宿屋の一階にある食堂で取った。

　宿屋の主人は村の中の誰よりも早く馬鈴薯を勧められたため、今夜の夕食にもフェルナンが育てた馬鈴薯が入っていた。

　淡い黄色の植物は、いずれ多くの人々の命を救うことになるだろう。

　近い将来フェルナンは国中の人間に感謝され、尊敬される存在になるに違いない。

（あんな辺へん鄙ぴな場所に住んでいたから……だから男の俺を相手にしただけ。本当なら女の人の方がいいに決まってる。そのうち気立てのいい穢けがれのない娘さんが現れて、彼を好きになる。彼も、その女性を好きになる……）

　そして別れを告げられるのだろうか。幸せそうなフェルナンの口から、「これからはいい友人でいよう」とでも言われるのだろうか──。

「ユリアス、顔色悪いけど平気か？」

　食事中だということを忘れていたユリアスは、正面に座るフェルナンの言葉にびくつく。

「あのね、兄さんは呪いの仮面を買っちゃったの。だから元気がないんだよ。フェルナン、明日兄さんを教会に連れていってあげて」

「呪いの仮面て、それのことか？」

「うん、その仮面を着けてから兄さん変なの……魂を吸い取られちゃったみたい」

「なんだよ、俺には無駄遣いするなとか言うくせに、そんなもん買ってどうすんだ？　欲しけりゃ俺がもっといいのを作ってやるのに」

「ごめんなさい、自分のお金でもないのにっ」

「いや、そういう意味じゃなくてさ」

　ユリアスが咄嗟に謝ると、フェルナンはばつの悪そうな顔をした。

　うんざりしているようにも見える。おまけに溜め息までついた。

　理想の女性が現れるまでもなく、自分はすでに愛想を尽かされているのでは──そう思うと、すぐにでも彼の前から消えたくなる。

「フェルナン、兄さんを叱らないでね。僕が仮面欲しいっておねだりしたからなんだ」

「テオ……」

　本当は違う。テオが興味を示していたのはこの仮面ではなく、兎うさぎと狐きつねの顔が半々になっている物だった。

　テオに「ありがとう」と言う代わりに、ユリアスはテオの肩を抱く。

　自分は一生親にはなれそうにないが、我が子を愛する真っ当な親の気持ちは、少しわかる気がした。この子の幸せのためなら死んでも構わないと思うほど愛いとしい存在がいる自分は、それだけでもう十分幸せなのかもしれない。

　恋人を失っても、自分には愛する弟がいる。

（大丈夫だ。テオさえいれば、俺は……）

　つい先日まで銅のアンクレットを着けて男相手に体を売っていた男娼が、身に余る贅ぜい沢たくな夢を見ていただけだ。勘違いしてはいけない。

「おい、別に怒ってないから落ち込むなよ。食事中に辛気臭い顔されんの嫌なんだ。わかるだろ？　言い方が悪かったなら謝るから、もうちょっとましな顔してくれよ」

「ごめんなさい……」

　顔を上げなくても苛いら立だちが伝わってきて、逃げだしたくなる。けれどもそれだけはしなかった。フェルナンが大切に育てた馬鈴薯のスープが目の前にあるから、そんな失礼なことはできなくて……しかし今夜はあまり美お味いしくない。甘さが感じられず、塩気ばかりが舌に残った。

「もしかして、俺が酒場の女と一緒に居るとこ見たのか？　お偉いさんに口を利いてくれるって言うんで、紹介を頼んだだけだぜ」

　突然弁解され、ユリアスは「わかってます」とだけ答えた。

　元々疑っていたわけではない。

　しかしいつか彼は立身出世し、その身に相応しい花嫁を迎えるだろう。

　男に求婚したことなど、思いだしたくもない過去になるかもしれない──。







　翌朝ユリアスが目を覚ますと、他の二人がいなくなっていた。

　寝坊をしたわけではないのに、独り取り残されてしまったらしい。

　身支度を整えていると、テオが食堂から戻ってきて、「フェルナンは偉い人の家に馬鈴薯の話をしにいくんだって」と言ったかと思うと、さらにもう一言、「今日は一日、兄さんと遊んでていいって言われたよ」と続けた。

　何もかも悪いようにしか受け取れず、ユリアスは黙って頷うなずく。

　自分はもう要いらないのだと思ってしまった。そんな考え方はよくない、と叱責して止めようとするもう一人の自分がいたが、聞く耳を持てない。

　フェルナンはいつも、「子供や優しげな美青年が一緒の方が警戒されなくていい」と言って、自分とテオを仕事に連れていきたがる。場合によってテオは外すが、自分が外されたことは一度もなかった。

　馬鈴薯が庭先で簡単に栽培できることや、調理法も楽で美味しく食べられること、そして悪魔の植物と呼ばれて忌み嫌われたのは芽の部分の毒素が原因であり、それを取り除くのは容易であることを説明し、試食を勧めて種たね芋いもを渡す。

　そして「できるだけ多くの人に広めてほしい」と頼み込むのだ。

　同時に染料を売り込んで旅費を稼ぐことはあったが、フェルナンが馬鈴薯に関して謝礼を求めることはなかった。

　ユリアスは置いてけぼりを食らったことに喪失感を覚え、もう一度ベッドに潜りたい気持ちになる。普段の何倍も重く感じる頭を枕に埋め、夢も見ずに眠りたかった。

「兄さん、僕と一緒に仮面の呪いを解きにいく？　それとも村外れの小川に行く？　あのね、こんな魚が泳いでるんだよ。すぐ獲とれるの」

　テオは夜市で買った仮面を片手に、もう片方の手で魚の大きさを示す。

　輝くばかりのテオの瞳の中に、ぴちぴちと跳ねる小魚が見えるようだった。

「小川に行こうか……」

　大丈夫、何があってもテオがいれば生きていける。今ならまだ、彼と別れても立ち直れるはずだ。たとえ友人としてすら求められず、完全な決別になったとしても──。







　ぎらつく太陽が高く昇る正午──しかし木陰の下は涼しい。

　少し湿った土の上に広がる緑色の絨じゆう毯たんは、ひんやりと心ここ地ち好よかった。

　小川で遊ぶテオや、美しい水みず飛沫しぶきを見ていると、飢饉のことなど忘れそうになる。

　今年はまだいいが、一昨年の冬は多くの人々が命を落とした。今のうちに馬鈴薯を普及させて、飢饉に備えなければならないのだ。

　そういう立派な目的を持って行動している人に、自分は見限られてしまったのかもしれない。仕事の手伝いをさせてもらえなかったことが酷く応えて、ユリアスは膝を抱えて鬱うつ々うつとしていた。

「兄さんやっぱり元気ない。教会に行く？」

「あ、ううん、大丈夫だよ。呪いなんてないし、ただちょっと考え事をしてたんだ」

「どんなこと？」

　小川から上がって足を拭うテオの姿を、ユリアスは改めて見つめる。

　芝生の上に投げだされた真っ白な足には、一点の曇りもなかった。

　逆に自分の足には、長年身に着けていたアンクレットの名な残ごりがある。いつの間にか日焼けしていたのだろう。今は外しているのでそのうち消えるかもしれないが、痕あとが消えたところで過去まで消えるわけではない。

「これからは二人だけで旅をしようかなって。その方がいいかなって、考えてたんだ」

　テオに向けて話すと、忽ち胸が絞られる。

　フェルナンと別れても生きていけると思ったけれど、果たしてそうなのだろうか。

　確かに、ただ生きていくことはできるかもしれない。しかし彼と離れた後のちに、これまでのような幸せな日々が待っているとは思えなかった。

　未来が暗い洞どう窟くつのようで、横に居るテオだけが輝いている気がする。

　フェルナンと一緒に居れば、先々まですべてが明るく照らされるのに──。

「テオッ！」

　ユリアスは突然走りだしたテオに向かって、慌てて声を上げる。

　自分の言葉に対して何か言ってくるかと思ったのに、テオは無言で走り去った。

　行き先は村の方だ。

（──何……っ、突然……）

　ユリアスにはテオの顔を見ている余裕がなかったため、何を考えて走りだしたのかわからなかった。しかし大方の想像はつく。

　フェルナンに懐いていたテオにとっても、別れはつらいはずだ。

「テオ……」

　本当に駄目な兄だとつくづく思う。

　しかし今は独り、「ごめんね……」と呟きながら泣くことしかできなかった。







　テオが走り去ってしばらく経たった頃、ユリアスはテオを追おうとして立ち上がる。

　本当はすぐに追いかけたかったが、涙を止めるのに時間がかかってしまった。

「ユリアス？　そこに居るのか？」

　小川の水で顔を洗っていると、木立の向こうから突然声を掛けられた。

　一瞬幻聴ではないかと疑うくらい、耳慣れた声だ。

（……フェルナン！）

　手しゆ巾きんで顔を拭っていたユリアスは、咄嗟に隠れたい気持ちになる。

　今彼の顔を見たら、また涙が溢れてしまいそうだった。

　しかし実際には体が動かず、冷たくなった手巾で瞼まぶたを押さえることしかできない。

　太い幹の陰から現れたのは、一日分だけ鬚が伸びたフェルナンだった。

　短くて色まではわからないが、伸びると髪と同じく、少し青み掛かって見える鬚だ。

　最初は怖いと思ったけれど、今はとても愛しい色になった。

「フェルナン……どうしてここに……」

「仕事が終わったんで宿に戻ろうとしたら、テオが泣きながら走ってきて……アイツ、お前と俺に捨てられると思ったみたいだぞ」

「──っ、え？」

　フェルナンは苦笑しながら距離を詰め、顔に向かって手を伸ばしてくる。

　驚いたユリアスが手巾を落とすと、一旦身を屈かがめてそれを拾った。けれど返してはくれない。

「お前、『これからは二人だけで旅をしよう』とかなんとか言ったんだって？　テオは誤解して、『もっとお手伝いするから置いていかないで』って俺に泣きついてきた」

「……どうして、そんなこと」

　視線を繫ぎながら語るフェルナンの言葉に、ユリアスは愕がく然ぜんとする。

　確かに「二人」というのが誰と誰のことか明言してはいなかったが、そんな誤解を招くとは思いもしなかった。

「来いよ」

「──ぁ」

　彼は手巾を返してくれたが、透すかさず腕を摑んできた。

　森の奥に向かって歩きだす彼に、ユリアスは否いや応おうもなく引っ張られる。

「アイツがなんでそんな誤解したと思う？」

「ッ、フェルナン……待って、止まって……」

「お前と俺は、ほんとは自分が入り込めないくらい仲がよくて好き合ってる恋人同士だってわかってるから……置いていかれるのは自分に違いないって、そう言ってたぜ」

　森の中を強引に歩かせられながら、ユリアスはテオの泣き顔を想像する。

　あの子は本気でそう思い、怖くなって慌てたのだろう──。

「放して……俺はテオの所に行かないとっ」

「テオは見た目以上に幼いところがあるが、察しのいい賢い子だ。俺はテオが感じた通りだって信じたい。少なくとも俺の気持ちに関してはテオの言ってる通りだ」

　ユリアスは小川に沿ってさらに奥へと連れていかれる。

　小走りで芝の上を進みながら、ハァハァと息をついた。

　進めば進むほど呼吸が苦しくなり、返事もできなくなる。

　胸が高鳴って、体の中に心臓の存在を強く感じた。

「誤解は解いたから平気だ。けろっと遊んでたし、何も心配しなくていい」

　フェルナンはようやく足を止めると、森の空気を深く吸い込んだ。

　ユリアスのように息を乱してはいなかったが、表情には心の乱れが出ているように見える。戸惑いや焦燥といった……いつも堂々としている彼には不似合いなものが、ちらちらと見え隠れしていた。

「俺は、お前が困ってるのにつけ込んで関係を持ったようなもんだ。お前は気立てがよくて働き者で……誰からも好感を持たれる美人だし、最近どうもつれないから……俺とのことを後悔してるんじゃないかと思ってた」

「フェルナン……」

「いつ別れを切りだされるかと不安だった」

　木漏れ日の下で頰に触れられ、そのまま前髪を撫でられる。

　大切な物に触れる時の手つきだ。強引だったり遠慮がちだったりするけれど、彼の指先にはいつだって愛情がある。

「俺は……男で、男娼上がりで……」

「俺だって清らかに生きてきたわけじゃない。けど、お前は特別なんだ」

　フェルナンの額が、前髪を除のけられた額にこつんと当たる。

　少し赤くなった顔は熱くて、じわじわと熱が伝わってきた。

「ユリアス……俺は今まで恋なんてしたことなかった。この年になって初めてそれに気づいたんだ。ちょっと好みな相手を見て寝たくなるのと、絶対失いたくない相手ができるのと、全然違うよな」

「──っ」

「なあ、皮肉なもんだと思わないか？　一番好かれたい相手に対して、一番上手くいかない。自分がこんなに臆病な人間だなんて思わなかった。お前に嫌われたくなくて、ほんとは毎日びくついてんだぜ」

　ぎこちなく笑ったフェルナンの背に、ユリアスは恐る恐る手を伸ばす。

　強く抱き寄せる勇気はなかったけれど、シャツだけはぎゅっと握り締めた。

「ごめんなさい……俺、貴方が好き過ぎて……目が合うと胸が苦しくなって、普通にしていられなくなる時が、あって……」

　謝りながら、ユリアスは気づく。

　命の危険がない日々と体の飢えが合わさる中で、贅沢とも言える恋心が胸の底から迫せり上がっていたのだ。扱い慣れない気持ちに翻ほん弄ろうされるうちに、その重みに潰されかけていた。

「相手が自分をどう思ってるか……そういうの気にすると凄く怖いもんだな。何しろ心は見えないから」

「ごめんなさい。おかしな態度を取ったり、嫉しつ妬としたり、悪い方にばかり考えて……」

　ユリアスは木漏れ日で温もる彼の背中に、ようやく力を籠こめることができた。

　相手が自分をどう思っているのか、それを知るだけでこんなに気持ちが軽くなるのかと思うと……自分の気持ちも彼に伝えたくなる。フェルナンの心に憂いがあるなら、それを晴らしたい。彼にはいつも笑っていてほしい──。

「俺は、貴方に恋をしています。初めて弟以外の人を好きになって……貴方を誰にも渡したくなくて……ずっと、傍そばに居たくて」

　心のままに口にすると、すぐに両手で抱き締められた。

　思わず息が詰まるような強さだ。

「ぎこちなさも素っ気なさも、格別な好意からくるものだと信じ切っていられたら、それは全部、愛すべき照れになるよな？　お互いに想い合ってる証拠を形にしたら、少しは変わると思わないか？」

「想い合ってる証拠を、形に？」

「おまじないみたいなもんさ。目に見えると安心するだろ？　まあとにかくさ、俺はお前を縛りたいんだよ、こういうので」

　フェルナンは少しだけ身を引くと、脚衣のポケットを探る。

　そこから革袋を取りだして、ユリアスの手を取った。

　上向きにした掌てのひらの上に、ころんと何かが転がり落ちる。

「──っ」

　陽射しを受けて輝くそれは、銀の指輪だった。

　サイズの違う同じ意匠の指輪が二つ、きらりと光りながら並んでいる。

「お前を愛してる。結婚してくれ」

「フェルナン……ッ」

「お前と本気で夫婦になりたいんだ。俺が他の奴にちょっかい出したら、お前は俺をぶん殴って責め立ててもいい立場だし、お前がテオと二人で勝手に旅に出たら、俺は追いかけて捕まえていいんだ。好き合ってるのは当たり前、束縛すんのも当たり前。そういう関係になりたい」

　左手を握られて、小さい方の指輪を薬指に向けられる。

　指を真まっ直すぐに伸ばしたままでいると、銀の指輪を嵌はめられた。これだけで求婚を受け入れたことにはなるが……ユリアスは改めて、もう一つの指輪を握り締める。

「左手、出してください」

　彼の顔を見上げながらそう言って、出された手に指輪を向けた。

　左手の薬指に嵌めると、ほぼ同時にキスをされる。

「──っ、ん……」

　きらきら輝く指輪を嵌めた手を握り合い、唇を吸っては舌を絡めた。

　恋をすると、人はとても複雑になり、そして単純にもなるようで、今は世界が薔ば薇ら色いろに感じられる。
















　彼が好きだと言ってくれた。未来を誓う指輪をくれた。

　変わらない想いを指輪に籠めて、お互いの未来を繫げ合ったのだ。

「……っ、あ……」

　唇が離れても、いつしか密着した下半身は離れられなかった。両手を組み合わせているため体に触れ合うことはできないが、互いの性器が熱を孕はらみながら欲望を訴えている。

「フェルナン……」

「男娼だった頃……森の中で……とか聞いてたもんだから、お前をこういうとこには誘えなかった」

「そんなこと気にしてたんですか？　俺、どこでもよかったのに。貴方となら……」

　ユリアスはフェルナンの顔を上目遣いに見つめて、くすっと笑う。

　物足りないと感じていたことが申し訳なくなる反面、彼の愛情や気遣いが嬉しくて堪たまらなかった。

「フェルナン……今ここで、俺を男娼みたいに抱いてください」

「男娼みたいに？」

「はい、塗り替えてほしいんです……全部、貴方で塗り潰したい」

　ユリアスはフェルナンの欲望を解き放ち、大木に寄りかかった彼の前に膝をつく。

　娼婦よりも安い男娼だった頃、ベッドの上で抱かれることは滅多になく、昼も夜もこうして、森の中で男の体に触れた。

　手や口で奉仕をしたあと、木に摑まって尻を上げるのだ。それはとても虚むなしく、あの頃は心を空の彼方かなたに預けて、時間が早く過ぎることだけを祈っていた。

「んっ、ぅ……く」

　フェルナンの猛たけりに触れ、先端を口に含むと血が滾たぎる。

　彼に同調し、まだ触れていない自身を愛撫しているかのようだった。

「──ユリアス……ッ」

「ん、ふ……っ、ぅ」

　脈打つ雄を舌や唇で愛しながら、男らしい体を見上げる。

　こんなに明るい所で見るのは初めてで、体毛まで青み掛かった黒だとわかった。

　これまで気づかなかった脇腹のほくろを発見したり、官能の表情がよく見えたり、彼を知れば知るほど悦びを感じる。

「ユリアス……ッ、もう駄目だ……っ」

「あ……っ、う……」

　このまま……できることなら唇がふやけるくらい彼を愛していたかったユリアスの意に反して、フェルナンは強引に腰を引く。

　ちゅぼっと音を立てて抜けたそれを目にすると、ユリアスの体は忽ち解ほどけた。

　口ではなく別の所に欲しくなり、膝が震えそうになる。

「フェルナン……ぁ、は、早く……」

　ユリアスはよろりと立つなり木に縋すがりつき、きつくなっていた脚衣と下着を纏まとめて下ろした。彼からよく、白くて滑らかだと褒められる尻を剝むき、木漏れ日の下で双肉を割ってみせる。

「真っ白だな……お前、ほんとに綺麗だ……」

「──あ、ま……っ、待って……ぁ！」

　そのまま挿入されると思ったユリアスは、突然身を屈めた彼の行動に狼狽うろたえる。

　尻のカーブに唇を寄せられたかと思うと、あわいにまで口づけられた。

　唾液を纏った舌が媚び肉にくを這はい、そこを舐めながら濡ぬらしていく。

「や……っ、あ……あぁ……！」

　ユリアスはフェルナンの舌の温度や厚みを過敏な所で感じ取り、自力で立っていられないほどの震えに襲われた。恥ずかしさと快感のあまり、上げていた腰が下がってしまう。

「ふぁ、あ……フェルナン……ッ」

「──ッ、ン……」

　後ろ手で摑んでいた双丘を離したユリアスは、木に両手を回してしがみつく。

　しかし後こう孔こうが閉じる間はなく、フェルナンの手で肉を鷲わし摑づかみにされた。ぐわりと、これまで以上に大胆に開かれながら、小さな孔あなに親指や舌を突き入れられる。

「やあ、ぁ……も、来て……っ、もう……」

　恥ずかしさと同じくらい、欲しい気持ちが高まっていた。

　体の奥が疼いて堪らなくて、彼に向かって押しつけるように腰を動かしてしまう。

　気持ちの上では恥じらって逃げているのに、行動はまるで逆だった。

「ユリアス……ッ」

「あ、ぁ……っ！」

　双丘の間に屹立を挟むように添えられて、肉をさらに分けられる。

　必然的に拡ひろがる孔は、彼の唾液や先走りでぬめりを帯びていた。

　久しぶりに雄を迎えることを悦ぶようにひくつきながら、収縮する肉洞で彼を包み込む。

「ふ、あ……ぁ……っ！」

「──ッ！」

　太く硬い部分をずぷりと収めたフェルナンは、尻から手を離して腰を摑んできた。

　硬い腰骨ごと両手で押さえつけ、猛った物を根元まで捩ねじ込んでくる。

「あ、あぁ──っ！」

　今日の彼の怒張は後孔が軋みそうなほど大きく、ユリアスは木に縋りながら何度も声を上げた。

　ズチュズチュと奥まで挿入されては引かれ、内壁に亀頭を引っかけられるのが堪らない。自分からも腰を揺らし、行かないでと縋るように締めつけてしまう。

「あ……あっ、ぅ、ぁ……っ！」

「ユリアス……ッ、お前は俺の嫁さんだ……その指輪……絶対、外すなよ……っ」

　激しく動くフェルナンが、背中に寄り添うようにして語りかけてくる。

　熱い吐息を耳に受けながら、ユリアスは何度も何度も頷いた。

　自分の左手の薬指を見ると、涙が込み上げてくる。

　もちろん嬉し涙──彼に出逢って初めて知った種の涙だ。

「あ、ふぁ、あ──っ！」

「──ユリアス……ッ！」

　腰に当たるフェルナンの左手に指輪の存在を感じながら、ユリアスは灼しやく熱ねつの怒ど涛とうを受け入れる。滾る情熱が、自分の体の奥で弾はじける瞬間が大好きだった。

　どんなに彼が欲しかったか、どんなに可愛がってもらっているか……痛感して胸がいっぱいになる。

「ん……っ、う……」

「──ッ、ゥ……ッ」

　ユリアスは自身も精を放ちながら、苦しい体勢で振り返ってキスをする。

　一日分だけ伸びた鬚が、ちくちく当たってこそばゆい。

　これを毎日、これからも当たり前に剃れるのかと思うと、嬉しくて仕方なかった。

　恍こう惚こつと共に脳裏に広がる未来は輝かしく、真っ暗な洞窟とは打って変わって大きく広がっている。

　先々まで光に満ち溢れ、たくさんの色が存在し、とてもいい香りがする世界だ。

　そこには彼が居て、テオが居て、自分が居て……そして皆が笑っている。

　見知らぬ人々も馬鈴薯を手に笑っていて、フェルナンが売り歩く染料で染められた赤い家が、あちこちに建っている。とても可愛い、明るい家だ。

「貴方に出逢えて、よかった……」

「──運命だって、言っただろ？」

「はい……っ」

　ユリアスは彼と見つめ合いながら、二人で腰を落としていく。

　協力し合って体勢を変えると、繫がったまま向かい合わせになることができた。

　芝生の上に仰あお向むけに寝転びながら、眩まぶしい光とフェルナンの微笑みを見つめる。

「お前が好きだ」

　彼の声を耳にすると、痺しびれるような悦びが胸に届いた。

　吸い寄せられ、もう一度唇を重ねる。チュッチュッと甘い音を立てては舌を絡めて、離しては見つめ合ってまたキスをして……まるで際限がない。

「──幸せに、なりましょうね」

　初めて好きになった人と結ばれた悦びに、ユリアスは心から笑う。

　すると突然、体の中にある彼の分身が硬くなった。

　一回り大きくなったような気さえして、ゆっくりと恋の悦びに浸ってもいられなくなる。
















「俺はもう、十分過ぎるくらい幸せだけどな」

「……う、あ……っ、ぁ……」

　艶っぽい声を出すなり動きだす彼に穿うがたれながら、ユリアスは何度も何度も頷いた。

　自分もすでに、十分過ぎるほど幸せだと思う。けれどより多くの幸せを、彼は期待させてくれる。

（──銅のアンクレットを外してくれた。そして俺を、銀の指輪で……）

　フェルナンの髪に埋めた指に、指輪が光る。

　愛で縛られ、愛で縛る。

　それはなんて魅惑的な約束だろう。

　どうかこのまま永遠に、恋の奴隷でいられますように。

　彼と一緒にいつまでも縛られて、繫がっていられますように──。
















　愛する兄と共に、実父と継まま母ははの許もとを離れて六年──テオは兄のユリアスと、その夫フェルナンと共に新しい家に引っ越した。今から十日前のことだ。

　これまでは黒い森の中にある赤い家を拠点に旅していたが、当分はこの地で暮らすことになるだろう。

　兄のユリアスは、ここを安住の地だと思いたいようだった。

　フェルナンが冗談めかして「また旅に出たいな」と言うたびに、「落ち着かないんだから」と呆あきれ顔をしている。その実、研究熱心な彼のことを心から尊敬しているのだ。

「──っ」

　夜も更けた頃、あえて眠らずにいたテオの耳に、上の部屋からギシギシという音が届く。ベッドが軋きしむ音に違いないが、何な故ぜこんなに激しくベッドが軋むのか……その理由がテオにはわからなかった。

（ギシギシ……そんなに鳴らないよね？）

　テオは一階にある自室のベッドの上で、寝返りを打ってみたり伸のびをしてみたり、同じ音が出るかどうか試してみる。

　思い切り体を揺さぶれば多少は鳴るものの、上階から響いてくるような音にはならなかった。

　テオがこの物音に気づいたのは、片づけに夢中でいつになく夜更かしした引っ越し当日のことだ。真上にはフェルナンとユリアスの寝室がある。

　耳を澄まして注意深く聴いてみると、ベッドの軋みはしばらく続き、小さくなったり大きくなったりを繰り返しているのがわかる。

　眠ってしまえば気づかない程度の音だが、起きていると些いささか気になった。

　そして音が聞こえた翌朝はユリアスが起きてくるのが遅く……朝食はフェルナンが作っていた。音が聞こえてこない日は逆で、ユリアスが朝食を作る。

　この十日間、その法則は変わっていない。

（今夜もギシギシギシギシ……ベッド、新しいのに壊れてるのかな？　フェルナンの寝相が悪くて、兄さん眠れてないのかも）

　テオは薄暗い部屋の中で、ベッドに仰あお向むけになりながら天井を見つめた。

　音は緩急をつけて繰り返し響き、急激に激しく鳴ったかと思うとぴたりと止まる。

　これもいつもと変わらない。寝相だと考えるとどうもおかしい。

（──明日……訊きいてみようかな？）

　独りで考えていても仕方がないので、テオは明日こそユリアスに訊くことにする。

　上階に向かって「おやすみなさい」と呟つぶやき、上掛けを引き寄せて眠りについた。







　翌朝、やはり兄のユリアスは起きてくるのが遅く、朝食はフェルナンが作った。

　今朝は馬ば鈴れい薯しよのスープとレーズン入りのパン、スクランブルエッグにミルクもある。

　昨夜の時点ではベッドの軋みのことを兄に問とい質ただそうと思っていたテオだったが、フェルナンと二人で朝食の配膳をしているうちに気が変わった。

　新しく買ったベッドが軋みやすい不良品だとしたら、二人は残念に思っていることだろう。それなら自分がこっそり直してあげよう──そう思い立ったのだ。

　長く居た村で大工の息子と仲よくなったおかげで、テオはちょっとした棚くらいは作れる。知らないうちにベッドが直っていたら、二人とも喜んでくれるかもしれない。

「おはよう……寝坊してごめんなさい」

　朝食の配膳が終わったところでユリアスが起きてきて、一階のダイニングに現れる。

　まずは座っているテオの頰にキスをし、まだ立っているフェルナンの頰にもキスをした。

　亜あ麻ま色いろの髪と瞳、柔らかな乳白色の肌を持つ兄は、テオにとって一番の自慢だ。

　いつ見ても美しいが、寝坊した朝は輪を掛けて艶つやめいて見えるのが不思議だった。
















「ユリアス、今日も綺麗だ」

「──ありがとう」

　フェルナンはユリアスの腰を抱きながら頰にキスを返し、さらに唇も軽く啄ついばむ。

　二人は一緒に居ることで互いを高め合っており、とてもよい関係だとテオは思っていた。

　フェルナンと暮らすようになってから、ユリアスは熱心に勉強して読み書きができるようになり、容姿にも磨きが掛かった。

　一方フェルナンは、染料や薬の製造販売に力を入れて生活を支えている。

　何より、馬鈴薯を広めて国を飢き饉きんから救った功績が認められ、国王から直々に家と研究費を賜たまわるまでになった。

　そういった流れで行き着いたのが、城下町から程近いこの新居だ。

　必要最小限の広さしかない小ぢんまりとした家屋だが、与えられた土地自体は広く、研究用の畑や立派な温室まである。

「テオ、家の片づけもだいたい終わったし、今日は町に遊びに行ったら？　そろそろ新しい友達を作らないとね」

　朝食の最中にユリアスから提案されたテオは、そう言われて初めて町に出ることを具体的に考えた。引っ越してきたのは十日も前のことなのに、まだ一度も出かけていないのだ。

「町まで相乗り馬車に乗ってもいい？　あ、でも歩いて行けるかな？」

「歩ける距離だよ。行きは徒歩で、帰りは馬車にしたら？　俺も出かけたかったんだけど、二人じゃ勿もつ体たいないからおつかい頼める？」

　目の前に座っている兄の言葉に、テオは「うん」とだけ答えた。

　いつもなら新しい友人を作ることを考えて気持ちが弾むところだが、今はそれほど興味が湧かない。二人が使っているベッドを直すことに意識が向いていたからだ。

「おい、どうした？　いつもの元気がないじゃないか。友達いなくて淋さびしいのか？」

　テオとユリアスの間に座っているフェルナンは、まじまじと顔を覗のぞき込んでくる。

　鬚ひげ剃そりがまだなので、普通に笑っていても妙な貫かん禄ろくがあった。

「ううん、淋しくないよ。兄さんやフェルナンがいるし、友達はすぐつくれるもん」

「お前のそういうとこいいよな、俺は他人と交流するのが面倒で……いや、逆に一回だけ会うとかは気楽なんだけどな。凄すごく浅くか、凄く深く。どっちかでいい感じだ」

「そうなんだ？　変なの」

「研究者なんて変人だらけだぜ。お前はそのまま、普通に明るく育ってくれよ」

　フェルナンに頭を撫なでられ、テオは「もうっ、子供扱いしないでよ」と抗議しつつ笑う。

　ユリアスは兄だが、ユリアスの夫であるフェルナンは、テオにとって父親のような存在になっていた。

　それだけに二人が他人から後ろ指をさされるのは嫌で、テオは二人が夫婦だということを隠している。隠さなければいけない理由を聞かされたわけではないが、絶対に隠すようにと言われ、その通りにしていた。

　男同士が夫婦の誓いを交わすことは極めて珍しく、『特別』だということはわかっていた。テオの価値観では、皆と異なるものは面白味のあるもの、或あるいは魅力的なものだったが、世間には『特別』を嫌う人が多いことも知っている。

　六年も旅をしていたので、どうしたら人の輪に溶け込んでいけるか──テオはその方法を自然に身に着けていた。

「兄さん……おつかい今日は無理かも。急ぎなら兄さんが行ってくれる？」

「いいけど、どうして？」

「片づけの途中だし、今はきりが悪いんだ」

「ユリアス、それなら俺と行こう。たまには二人でのんびり町まで歩いて買い物して、馬車で帰るってのもいいだろ？」

　ユリアスはフェルナンの誘いに、「はい」と嬉うれしそうに答える。

　何かと追及されるかと思ったテオは、事がすんなり運んでほっとした。

　これでしばらく独りになれるだろう。

　二人が町から戻るまでにベッドを直せば、喜んでもらえるうえに自分も安眠できて一石二鳥だ。







　朝食が終わると二人は町に出かけ、独り残ったテオは、工具を手にすぐさま二階に上がった。持っているのは古ふる釘くぎと木き槌づちくらいのものだが、少しでも補強するつもりでベッドの問題個所を探ってみる。

　しかし特に目立った瑕か疵しはなく、どこをどう補強すればいいのかわからなかった。

（うーん、中央にもう一本脚をつけるとか？）

　テオは身を屈かがめてベッドの下の荷物を引っ張りだし、その一つを何気なく開けてみる。中には遠い昔に夜市で買った道化の仮面や、不用品がたくさん詰まっていて、どれもこれも見覚えがあった。

「これ……このアンクレット」

　箱の底から銅のアンクレットを見つけたテオは、当初の目的を忘れて顔を輝かせる。

　それはユリアスが以前着けていた物だった。

　今この瞬間まで思いだすことはなかったが、いざ見てみると、表面に刻まれた模様まで懐かしく感じられる。

　美しい兄の足首を飾る銅のアンクレット……父親に「兄さんだけずるい」と言って強ね請だると、「お前にはまだ早いが、いつか買ってやる」と言われ、とても楽しみにしていたのだ。しかし買ってもらう前に家を出てしまった。

（これ、兄さんはもう要いらないんだよね？　僕がもらっちゃ駄目かな？）

　テオは試しにアンクレットを嵌はめてみて、脚衣の裾をくるくると折り上げる。

　真っ白な足首に鈍く光る銅の輪。それは記憶の中にあった光景とまったく同じで、自分が兄に近づいていることを実感できた。

（なんだかこれ、見せたくなってきちゃった。似合ってればまだ早いとか言われないよね。兄さんはもう着けないし、くれるかな？）

　テオは木槌を手にステップを踏み、足首を見ながら満悦する。

　今から町に向かえば、どこかで二人に会えるかもしれない……もしも二人が喋しやべりながらゆっくり歩いていたら、追いつける可能性がある。早く見せてこれを自分の物にして、そして三人で買い物ができたらいい──そう思ったテオは早速自室に向かい、出かける支度を始めた。







　鼻歌を歌いながら田園を抜けたテオは、途中でフェルナンやユリアスに追いつくことはできず、町で二人を見つけることも早々に諦めた。

　さすが城下町だけあって、これまで見たこともないほど栄えていたからだ。

　祭りでもないのに通りには人が溢あふれ、ぶつからずに歩くのが精いっぱいだった。

　いくらフェルナンが長身で目立つといっても、これでは見つけられそうにない。

（──あ、また口笛……）

　中央通りにある噴水広場に出たテオは、誰かが口笛を吹くのを耳にする。

　先程から何度も尻上がりな口笛を吹かれて、振り向くと必ずと言っていいほど若い男と目が合った。彼らはテオが嵌めているアンクレットに視線を向け、近くにやってきては、「いくら？」と訊いてくる。

　テオはアンクレットを売るつもりなどなく、「ごめんなさい、売れません」と言って逃げていた。それにしてもこんなに大勢から注目されたのは初めての経験で、アンクレットに魔法でも掛かっているのではと疑いたくなる。

　実際のところ、兄はこれを嵌めている時にフェルナンと出で逢あい、そして彼に外してもらっていた。もしかするとこれは恋人を引き寄せる魔法のアンクレットで、恋人が見つかったら外してもらう決まりなのかもしれない。

（きっとそうだ。兄さんは僕が大人になって恋人ができてもいい年になったら、このアンクレットをくれるつもりだったのかも……あれ……でも、普通は恋人って女の子だよね？）

　テオは男達の熱い視線を感じながら、小休止のために噴水の端に座る。

　少し疲れた足をぶらぶらと揺らした。

　自分は男なのだから、恋人は女性であるのが普通……そんなことはわかっているが、幸せな兄を見ていると、べつに男の恋人でもいいじゃないかと思えてくる。

「ユリアス、おいっ、ユリアスじゃないか」

　突然肩を摑つかまれ、テオは驚いて目を剝むく。

　横に立っていたのは赤毛の男で、フェルナンと同じくらい背が高く、逞たくましかった。

「お前っ、あの村に居た頃とまったく変わらないな。あれから六、七年か？　むしろ若返ったみたいだぜ。相変わらず商売してんだな」

「ユリアスは兄さんの名前だよ。僕はテオ」

「……は？　あ、ああっ！　そういや弟がいたな。うわ、そっくりだな、瓜うり二ふたつだ」

　赤毛の男の言葉に、テオは堪たまらなく嬉しくなり、彼に促されるまま立ち上がる。

　何故か肩を抱かれ、「懐かしいなぁ、兄貴には世話になったんだぜ」と言われながら人ひと気けの少ない通りへと誘われたが、特に警戒はしなかった。

　知らない大人について行ってはいけないとユリアスから言われていたものの、同じ村の出身者で兄の昔むかし馴な染じみなら話は別だと思ったのだ。何より、美しい兄に瓜二つと言われたことで、テオはすっかり舞い上がっていた。







　城下町は裏通りも混み合っていて、テオが赤毛の男と二人きりになったのは町外れの林に入ってからだった。途中、どこに行く気なのかと訊たずねたが、昔話や愛想のよい笑顔で誤ご魔ま化かされ、気づいた時には寂しい場所に立っていた。

　町に戻りたいな……とは思ったが、怖いとまでは思わない。

　町の方から、陽気な笛の音や歌声が届いていたからだ。

「ここまで来ればいいよな……で、お前はいくらなんだ？　兄貴は安売りしてたが、場所柄お前はもっと高いんだろ？　昔馴染みってことで少しは負けてくれよ」

「兄さんが、安売り？　それはお仕事の話？」

「ああ、お前の兄貴はパン一欠けらしか持ち合わせがなくてもしゃぶってくれたぜ。あの頃は食い物がなかったし、お前んとこの親はろくでなしだったからな。アイツは稼ぐのに必死だったんだろ。村で一番美人で具合もいいのに安くてさ。しゃぶるのも上う手まかったぜ」

「しゃぶるって、何をしゃぶるの？」

　林の中で肩を抱き寄せられたテオは、首を傾かしげて訊いてみた。

　自分でも考えてみたが、まったくわからない。

　思い返せば北の村に居た頃、ユリアスは毎日独りで仕事に出かけていたが、どのような仕事をしているか語ったことはなかった。当時のテオはユリアスが持って帰るパンや肉が楽しみで、そして兄の帰宅自体が嬉しくて、仕事という言葉だけで納得し、それ以上のことは考えもしなかったのだ。

「なんだよ、初う心ぶな振りして……それがお前の手管なのか？　悪いが俺は、ユリアスみたいな色っぽいのが好みだ。下へ手たな演技はやめてとっととやろうぜ」

　赤毛の男は、そう言いながら脚衣の腰こし紐ひもを解く。中に穿はいていた下着ごとずるりと下げると、そこから紫色を帯びた性器を取りだした。

　木漏れ日を受けながらてらてらと光るそれは、ぶら下がらずに天を仰いでいる。

「な、何……何してるの？」

「つまんねぇ演技はやめろって言ってんだろ、萎なえるじゃねぇか。ユリアスはこれを美う味まそうに舐なめて、喉の奥までしっかりくわえ込んでくれたぜ。もちろん尻の具合も抜群だった。お前も兄貴から伝授されてんだろ？　そのアンクレットと一緒にさ」

　男が何を言っているのか、何故性器が上向きになっているのか──最初はまったくわからなかったテオも、次第に理解し始める。

　性器を触ると気持ちがよくなり、少し硬くなることは知っていた。いけないことのようで、あえて弄いじりはしなかったが、そのことを考えれば話が見えてくる。

　おそらく兄は村の男達の性器をしゃぶって、彼らにとって気持ちのいいことをしてあげていたのだろう。そうして食料を得て、家族を支えていたのだ。

「僕の、兄さんは……」

「男だん娼しようだよ、男娼。それも安売りのなぁ」

「や、やめて……！　近づかないでっ！」

　赤毛の男に腕を摑まれたテオは、大木の近くへと追い詰められる。

　暴れたところで体格差が大き過ぎて、抵抗にもならなかった。

「おい、ここまで来て勿体ぶんなよ！　アンクレットは男娼の証あかしだろうがっ！」

　性器を露出した男は、耳元に唇を寄せながら「しゃぶれ」と命じてくる。

　町中に居た時の愛想笑いはなく、わざと目を剝いて威い嚇かくしながら迫ってきた。

　そして生臭い息を吐く。

「やだ、僕は売り物じゃない！　兄さんのアンクレットを勝手に着けただけなんだ！」

「へぇ、それがほんとなら初物ってことか？　なおさらいいじゃねぇか、俺が一から仕込んでやる。ほら、お前についてるもんと同じだ。男のここを、こうするんだよっ」

「やあぁ……っ！」

　テオは男の手で服の上から性器に触れられ、驚きよう愕がくのあまり座り込む。

　大木の根元に膝をついた恰かつ好こうで、柔らかな物を何度も揉もまれた。震えながら必死に抗あらがうものの体が固まったように動かず、脚衣の紐を解かれてしまう。

「ひ……っ、い、や……あ……っ、ぁ」

　男の手が下着の中まで入ってくる。

　性器を摑んだかと思うと、それを執しつ拗ように弄り回した。

「さ、触らないで……っ、やだ……！」

「可愛い顔してちゃんと男じゃねぇか。なぁ……気持ちいいだろ？　普通なら男娼にこんなことしないんだぜ。これは指南で、特別だ」

　テオは木の根を摑んで地面を這はい、どうにか少しでも男から離れようとする。

　しかし四つん這いになった途端に尻を剝かれ、後ろから腰を引っ摑まれた。

　逃げる余裕は微み塵じんもない。むんずと尻の肉を摑んで割られ、秘めた狭はざ間まに唾を垂らされた。

「いや……っ、やだ、やめて！」

「男娼ってのはここが肝心なんだ。いいか、本来は自分でこうして唾液を使って……指で緩めて、男の物をずっぽり迎え入れるんだ」

「ひ……っ、あぁ、あ──っ!!」

　テオは自分に何が起きているのか信じられず、後こう孔こうに指を挿入されたことを認識するなり絶叫した。それも一度ではなく、続けて叫んでいるのに声にならない。

　恐怖のあまり、口の中で悲鳴が潰れてしまった。

「い、や……嫌……っ」

　濡ぬれた指を一本だけ挿入されるのは、それほど痛くはない。

　その反面、心に大きな杭を打たれたような衝撃があった。指を出し入れされて中を搔かき混ぜられると、腰が震える未知の感覚が迫ってくる。性器が勝手に勃たち上がっていくのが自分でもわかり、テオは初めての経験に狼ろう狽ばいした。

「嫌じゃねぇだろ、反応してんじゃねぇか。やっぱ男娼の弟は男娼だな。ユリアスの奴も、冷めた顔して愉たのしんでたんだろうよっ」

「──っ！」

　嘲あざ笑わらう男の言葉に、テオは激しい怒りを覚える。

　こんな行為を兄が愉しんでいたはずがない。

　幼かった弟の腹を満たすためにどれだけ我慢してきたのかと思うと……申し訳ない気持ちと憤りで体が千切れそうだった。

　何がなんでも逃げるか反撃するかして、兄の許に帰らなければ──そう思った次の瞬間、テオは自分の特技を思いだす。誰よりも足が速く、木登りが上手いのだ。

　そんな自分の脚を、今こそ信じようと思った。

　テオは銅のアンクレットを嵌めている足を振り上げ、男の側頭部にアンクレットが当たるよう狙いをつける。覆い被かぶさる男の頭を、力いっぱい蹴り飛ばした。

「ぐああああぁ──っ!!」

　痛みは自分の足にも響いてきたが、テオは隙をついて立ち上がる。ずり下ろされていた下着と脚衣を纏まとめて引っ張り上げ、一目散に逃げだした。

　方向など考えてはいられず、無我夢中で林の中を駆け抜ける。自分の向かっている先が町とは反対側であることに途中で気づいたが、後ろから「待ちやがれ！　殺してやる！」と怒号が聞こえてきて、方向を変える余裕などなかった。

（助けて！　誰か……っ、誰か助けて！）

　脚には自信があるはずなのに、縺もつれて思うように動かせない。転んでは立ち上がり、怯おびえながら走り続けると川に行き着いた。

　深さは膝ほどまでしかなく、テオは迷わず飛び込んで水を搔き分けながら逃げる。

　一方、男は川岸から先には来なかった。その代わり、後ろから石を投げつけてくる。

　ドボンッ！　と真横に沈んだ石を見た瞬間、テオの背筋は凍りついた。

　石は拳の三倍ほどの大きさがあったのだ。

　もしも頭に当たっていたら死んでいたかもしれない。慌てて振り返ると、男が再び石を持ち上げるところだった。悪魔のような形相で「死ね！」と叫ぶ。

「やめろ！　撃ち殺されたいか！」

　思いがけず前方から声がして、テオは川の途中で立ち止まった。

　流されないよう岩に摑まったテオの目に飛び込んできたのは、向こう岸に居るブロンドの青年だった。銃を構えているうえに長剣を下げており、豪ごう奢しやな身み形なりからして明らかに貴族だ。傍そばには白馬も居る。

「──っ、くそ……！」

　赤毛の男は投石をやめ、顔を隠す仕草を見せて踵きびすを返した。平民が貴族に逆らえば、その場で撃たれても文句は言えない。慌ただしく逃げるのも当然だった。

「君、大丈夫かい？　上がってこられる？」

　ブロンドの青年に声を掛けられ、テオは向こう岸に視線を戻す。

　距離があってもわかるくらい鮮やかな翡ひ翠すい色いろの瞳をした青年は、心配そうな表情でこちらの様子を窺うかがっていた。

「──っ、う……」

　川は深い所でも腿ももまでしかなく、流れは比較的緩やかだ。

　動けないことはないはずだったが、テオの手足はまともに機能しなかった。

　赤毛の男が去ったことによる安あん堵ど感かんで気が抜けて、腰まで抜けてしまったらしい。

「その岩に摑まって待っていなさい」

　ブロンドの青年はそう言いながらブーツを脱ぎ、白馬に「よろしく」と声を掛けて預けると、裸足はだしで川に入ってきた。

　思い切りよくザブザブと迫ってきて、遂ついに手の届く所まで来る。

　遠目にも見目麗しく見えたが、近くで見るとより一層美しい。

　絵本に出てくる高貴な騎士のようだった。

「大丈夫？　さあ、私に摑まって……」

　瞳と同じ色のリボンで纏めた長いブロンドが、水面から反射する光を受けて艶めいている。整った目鼻立ちや眉の形は、凛り々りしくも優美だ。微笑ほほえむ唇は優しげで、警戒心など持とうにも持てない品性がある。そういったものに触れてこなかったテオでも、彼が特別だということはすぐにわかった。

「あ……ありがとう……僕、テオ……」

「私はジークフリート。ジークと呼んでくれ」

　テオは彼の名前を耳にした途端、立派な名前がよく似合う人だと思った。けれどもいつものように、「いい名前だね」と褒めることも、早速彼の名を口にしてみることもできなかった。まだ心臓がバクバクと音を立てていて、助けられても静まらない。

「服が濡れてしまったね。風邪を引くといけないな……大きめのブランケットがあるから、乾くまでこれを巻いていなさい」

　テオの肩を抱くようにして川から上がったジークは、愛馬の背中に括くくりつけていた緑色のブランケットを手に取る。

　小さく纏まっていたそれは広げると本当に大きく、テオの体をすっぽりと包んだ。

　体がまったく見えなくなった状態で、彼から「乾かすから下を脱いで」と言われたテオは、些か躊躇ためらいつつも脚衣と下着を脱ぐ。

　肉親以外の前でこんなことをするのは初めてで、酷ひどく緊張した。

　差しだされた手に服を渡すことはできず、ブランケットに包まれたまま自分で服を絞り、パンッパンッと音を立てて皺しわを伸ばす。それから河原の岩の上に広げた。

　岩は焼けたように熱くなっているので、しばらくすれば乾くだろう。

「ジークさんは、いいの？　風邪引かない？」

「ああ、こう見えて丈夫なんだ」

　色白のテオよりもさらに白い肌を持つ彼は、笑いながら自分の胸を叩いた。

　確かに、淡い色のイメージとは裏腹に丈夫そうに見える。

　貴族の子弟らしく、剣や銃の鍛練に励んできたのだろう。

　肩は広く胸は厚く、とても男らしい体つきをしていた。

「あの……助けてくれてありがとう。僕……」

　ブランケットの上から背中を摩さすられたテオは、ジークに導かれるまま芝の上に座る。

　しかしすぐに落ち着くことはできなかった。

　目の前の川と向こう岸を見ているうちに、赤毛の男にされたことを思いだす。

　性器を見せられたことや触られたこと、大好きな兄を侮辱されたこと、そして男の頭を蹴ったこと、石を投げつけられたこと。それらを反はん芻すうするなり、体がぶるぶると震えだした。

「──っ」

「怖かっただろう。君のような子が体を売らなければならないなんて、少しは豊かになってきたと思っていただけに、大変遺い憾かんに思うよ。酷い目に遭ったんだね」

「ち、違う。僕、体を売ったりしてないよ。これは兄さんが、ずっと前に着けてて」

　テオは隣に座るジークの視線が足首に留まっていることに気づき、アンクレットを両手で隠す。いっそのこと外して川に投げ捨ててしまいたかったが、指が震えてできなかった。

「兄さんがそういうことしてたなんて、全然知らなかった。今は恋人がいるしっ」

「──お兄さんが過去にしていたことを、さっきの男のせいで知ってしまったということかい？　君はそれが嫌だったの？」

　テオはジークに問われてすぐに、自分の胸に問い質す。

　そして考えるまでもなく答えを出した。彼の顔を見上げ、首を横に振る。

「そうじゃなくて……あんなに嫌なことをさせられてたのに、ずっと知らなくて」

　自分が今よりもっと幼かった頃、兄は「仕事に行ってくるね」と切なげに笑って、家を出ていった。そして夜になると疲れた顔をして帰ってきたのだ。

　仕事というのはとても大変なものなんだなと、子供心に思ったことは憶おぼえているが、テオはいつも空腹で──兄に勧められるまま、兄以上に多くのパンを食べ……いつの間にか、それが当たり前のようになっていた。

「兄さんに、ごめんねって……言いたいけど、でも言っちゃ駄目なんだ。兄さんは、僕に謝られるより、僕が何も知らないで楽しそうにしてる方が、嬉しい人だからっ」

　涙がぽろぽろと零こぼれ落ち、抱えた膝の辺りが濡れていく。ジークの大きな手で肩や背中を摩られながら、テオは過去の兄と今の兄の表情を無意識に比べていた。

　フェルナンと出逢ってユリアスが男娼をやめ、アンクレットを外してしまい込んだこと、そして今とても幸せであること……それは疑いようのない事実だ。自己満足な謝罪で、兄の笑顔を曇らせたくなかった。

「テオ……君はとてもいい弟さんだね」

「よくないよ……っ、兄さんがどうやって稼いでたのか知らないで、僕……兄さんに向かってよく、お腹なか空すいたお腹空いたって。勝手なことばっかり言ってた」

「泣かないで……それは君が悪いのではなく、国が悪かったんだよ。君も、もちろん君のお兄さんも悪くない。反省すべきは、大きな力を持ちながらも何もしない人間だ」

「……あ……っ」

　ジークの胸に抱き寄せられたテオは、背中に食い込む彼の指に力が籠こもっているのを感じる。そうかと思うと、彼は子供をあやすような手つきで頭をそっと撫でてきた。

「私もテオのように、素直で可愛い弟でありたかった……そうすれば、何かが大きく変わっていたかもしれない」

「ジークさんにも……兄弟がいるの？」

「ああ、兄が二人いる。だが私の家では兄弟は争いのもとになるばかりで、三番目の私などいてもいなくてもいいような存在でね……いや、むしろいない方がよかったのだろう」

「そんなことないよ！　いない方がいいわけない。ジークさんが今日ここに居てくれなかったら、僕は今頃きっと、大変な目に遭ってたよっ」

「テオ……」

　ジークがあまりにも淋しそうな顔をするので、テオは彼の手を握り締めた。

　先程までの恐怖や震えはどこかに飛んでいき、彼を励ましたい気持ちが心の底から湧いてくる。

「もしかしたらもう死んでいて……川のずっと向こうまで流されてたかもしれない。だからね、ここでジークさんと出逢えてよかったって思ってる。本当にありがとう」

　テオは感謝と信頼の気持ちを籠こめて、ジークの頰にキスをする。

　チュッ、チュッと両頰に唇を当ててから、彼がしてくれたように髪を撫でた。

　そっと、できるだけ優しく触れる。

　すると彼は、切れ長の目を大きく見開いた。

　磨き上げた翡翠玉の瞳の中に、金粉を鏤ちりばめた虹こう彩さいが輝いて見える。

（──ジークさんの瞳の色、凄く綺麗だ……）

　見み惚とれているうちにブランケットが肩から落ちて、はだけたシャツが露あらわになった。

　さらに続いて、アンクレットしか身に着けていない下半身まで見えてしまう。

「あ……っ、何……？」

　隠そうと思った次の瞬間、テオはジークに押し倒された。

　瞬く間の出来事で、晴れ渡る空と揺れるブロンドが目に飛び込んでくる。

　芝に頭が落ち着くと、真上に彼の顔があった。

「ジークさん？」

「アンクレットをしていてもしていなくても、君を欲しがる男は大勢いる……だから、迂う闊かつにキスなんてしてはいけないよ」

「……でも、唇にはしてないよ。ほっぺなら、友達にもするでしょう？」

「他の人がやっているからといって、君まで同じことをしては駄目だよ」

「どうして？　どうして僕は駄目なの？」

「君は特別可愛いからね……頰にされたら、唇にもされたくなってしまうだろう？」

　ジークは苦々しい笑みを浮かべて、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　十分逃げられるだけの間があったが、テオは逃げなかった。

　唇にキスをされても、べつにいいと思えたのだ。

　彼は優しくて力強くて、そしてとてもいい匂いがして……むしろその唇に触れて、どんな感触なのか知りたかった。

「──っ、ん……」

　チュッと、彼は小さな甘い音を立てる。

　せっかく触れ合った唇はすぐに離れて、そうかと思うと戻ってきた。

　チュ、チュッ……と、確かめるように繰り返されたあとで、最後は唇の形が崩れるくらいのキスになる。

「う……ん、ぅ……」

　見た目は柔らかそうな唇は、触れると弾力があって気持ちがよかった。

　陽ひ射ざしが眩まぶしくて目を細めると、亜麻色の睫まつ毛げの間からブロンドの輝きが見える。

　彼の舌で唇を割られても、舌と舌が触れ合っても、少しも嫌悪感がなかった。

　そんなテオの脳裏に、ユリアスとフェルナンがキスをする姿が浮かび上がる。

（僕の前では唇を軽く合わせるだけだったけど、そっか、二人の時はこうしてたんだ。もっといっぱい……くっつきたくて……）

　ジークが顔を斜めにして、より深く舌を忍ばせてくる。

　テオは息の仕方がわからず戸惑いながらも、彼の真ま似ねをして舌を動かした。

　そうしていると徐々に、頭の中を搔き混ぜられている気分になる。どこもかしこも熱っぽくなった。脚の間がじんと火ほ照てって、心ここ地ち好よさが全身に伝わる。

　自分で見なくてもわかるくらい、性器が硬くなっていた。

「あ……っ、ん……ぁ、ジーク……さ、ん」

「ジークでいいよ……ああ、私は酷いな。こんなことをするつもりじゃなかったのに、いけない子だね……これからが心配だ」

「──っ、僕……心配かける悪い子なの？」

「いや、君はとてもいい子だよ。でも気をつけて。こんなこと……他の誰にもさせてほしくないんだ」

「あ……っ、ん……！」

　テオはブランケットの上で体を丸め、下腹に伸びてくる手に怯える。

　怖いとも嫌だとも思っていないのに、体は勝手に震えていた。

「う、ん……っ、あぁ……！」

　ジークの指先が性器に当たり、同時にテオは自分の体の変化を確信する。

　やはりそこは硬くなっていて、腹に向かって勃ち上がっていた。

　ジークの手で包まれながら擦こすられると、体中の全神経がそこに集中するかのように敏感になる。ほんの少し触れられただけで嬌きよう声せいが漏れ、腰や背中がびくんびくんと、陸に上げられた魚のように跳ねてしまった。

「ジーク……あぁ、っ、や……そこ、変……さ、触られると、変になっちゃう」

「大丈夫だよ、大人になれば皆こうなるんだ。少しも変じゃないよ……ベッドの中でここに触れたっていいんだ。誰にも内緒でね」

「──内緒？」

「そう……皆やっていることだよ。口にしないだけで、こっそりね。恋人ができたら一緒にするんだ。お互いの体に触れ合ったり、体を繫つなげたり。好きな人には限界まで近づきたくなるものだからね」

「あ……っ、は……ぁ！」

　ジークの柔らかな髪が首筋に触れたかと思うと、胸の突起を舐められる。

　どうしてそんなことをされるのか、テオにはよくわからなかった。ただ、限界まで近づきたいという気持ちは理解できる。

　ジークは自分に好意を寄せてくれているのだろうか。そしてもっとされてもいいと思っている自分も、彼が好きなのだろうか──。

（僕は、好きだ……だってジークは僕を助けてくれたし、とても綺麗な目をしていて、声が優しくて、いい匂いがして……）

　芝生の上に広げられたブランケットの上で、テオは丸めていた体を解かれる。

　胸にキスをされ、乳首を吸われたり舌で転がされたりすると、緊張が緩んでいった。

「テオ、さっきの男に何をされたんだい？」

「ん……っ、あ……そこ、触られたの。あと、お尻に指を……っ、入れられて……」

「──っ、逃がしたのは失敗だったな」

「あ……っ、あ、もっと、ジーク……」

　テオの求めに従って、ジークはさらに強く乳首を吸う。

　テオの性器をクチュクチュと扱しごきながら、そこから滴したたる透明な蜜を指に絡めた。

　零さないよう器用に手を引き、あわいを弄りだす。

「ひゃ……っ、あ……ん……っ！」

　赤毛の男に触られた所に、ジークの綺麗な指が入ってきた。

　テオは再び体を丸めて逃げる。けれど押さえ込まれて逃げ切れず、後孔に指を二本挿入された。それを中で動かされ、ぐにぐにと性器の裏側辺りを刺激される。

「ふあっ、やぁ……そこ、気持ちぃ、よ……」

「気持ちいい？　それはよかった。大人になったらもっと気持ちよくしてあげるよ」

　テオはジークから与えられる快楽に夢中になり、丸めかけていた体を伏せる。

　完全に腹這いになると、ヌチュヌチュと出し入れされる指に向かって、自ら腰を寄せてしまった。抑えようにも抑え切れず、腰を持ち上げて「もっと、もっと……」と、強ね請だってしまう。

「──ここがいいの？　もっと激しく？」

「そ、こ……もっと、いっぱいして……っ」

　小さな窄すぼまりを、彼の長い指で拡ひろげられた。

　奥まで激しく突つつかれると、そのたびに性器から滴しずくがピュッピュッと飛びだす。

　頭の中が真っ白になる瞬間が何度もやって来た。

　テオは不意に、新しい家の二階から響いてくるベッドの軋み音を思いだす。

　どうして夜中に時々ベッドが軋むのか。そして軋んだ翌朝ユリアスがとても綺麗に見えるのは何故なのか、すべてわかった気がした。

「ふあぁ……っ、ん、あ──っ!!」

　テオは初めての射精を小刻みに繰り返し、ぬめるブランケットの上に突っ伏す。

　上等なブランケットを汚してしまったことに気づき、冷や汗が出そうなほど焦ったけれど、覆い被さるジークの微笑みはおおらかで優しかった。
















　しっとりと艶めく瞳に、自分が映っているのがわかる。

「テオ、君は可愛くて、とても素敵だ」

　ジークの胸に抱き留められ、テオは高まる彼の心音を感じ取る。

　ドクドクと弾む音が胸に届いて、自分の心音と重なり合っていた。

「ジーク……どうしよう、胸が……凄くドキドキしてるみたい。僕もジークも……」

「テオ、君がもう少し大人になって……私のことを忘れずにまた会いたいと思ったら、その時はこれを持って城に来てくれ」

　ジークは脱力するテオの体を抱き起こしながら、シャツの袖を捲まくって腕輪を外す。

　太陽の光を受けて蕩とろけるように光る腕輪は、黄金でできていた。彼の瞳と同じ色の翡翠玉が埋め込まれており、目に痛いほど輝いている。

「わぁ、綺麗っ」

「これは君を守る御守りだ。その代わりアンクレットは外して、もう二度と着けてはいけない──いいね？」

　テオはずっしりと重い腕輪を受け取り、足首に嵌めていたアンクレットを外される。

　二つの輪を重ねて掌てのひらに載せられてから、改めてキスをされた。

　優しくて、これまでで一番長いキスになった。

「ジーク……」

「君が大人になる頃には、私も兄を支えられるいい弟になっているから……だから、忘れずに会いにきてくれ」

　明日にでも会いに行きたい──テオはそう思い、言葉にしようとした。

　しかし彼の瞳は、しばらく別れる時の憂いを孕はらんでいる。

　旅の間に多くの友人と別れてきたテオには、ジークの覚悟が感じられた。

　淋しいけれど、この別れは彼にとって必要なものなのだ。

　次に会った時、彼は今よりも輝いている予感がした。

　だからきっと、淋しくても我慢できる。

「僕がちゃんと大人になって、ジークはいい弟になって……そしたらまた会える？」

「会えるよ、必ず会える。その時は君のすべてを私のものにするから……心して会いにきてくれ。もちろん、私は君のものだ」

「恋人になるの？」

「それ以上だよ」

　金の腕輪よりも眩しい笑顔を前に、テオの心臓はドクンッと膨らむ。

　胸いっぱいに膨らみ切って、最後は破裂して壊れてしまうのではないかと、本気で心配になった。

「私の馬で君の家まで送ろう」

　彼はそう言いながらも立ち上がらず、芝の上に座り続けていた。

　テオが不思議に思って首を傾げると、頰を染めて明後日あさつての方を向く。

「大人の男には……すぐに動きだせない時があるんだよ。恋に落ちて……好きな人と一緒に居る時には特にそうなりやすい。服もまだ乾いていないしね、もう少しここに居よう」

　テオは彼の横に座ったまま、手にした二つの輪を握り、「うん」と答える。

　事情はよくわからなかったが、彼が「好きな人」と言ってくれたのが嬉しかった。

　何よりもっとこうしていたくて、彼の肩に頭を寄せて凭もたれかかる。

　ジークの美しい白馬で家まで送ってもらったら、ユリアスもフェルナンも驚くかもしれない。アンクレットはこっそり元の箱に戻し、過去のことには触れずに、けれど今までよりもずっと、兄を大切にしようと思った。

　ジークも城に帰り、あまり仲がよくないらしい兄達との関係を修復するよう励むのだろう。お互い一生懸命生きていれば、きっとまた会える日がやって来る。

　テオには、その日が今から待ち遠しくてならなかった。

「──ん？　あれ……どうしてお城なの？　ジークはお城でお仕事してるの？」

　ふと疑問に思ったテオは、ジークに腕輪を嵌めてもらいながら顔を上げる。

　彼は少し困ったような顔をして、それから独り、くすっと笑った。
















　僕には六人の姉がいた。六番目の姉は恋に破れて海の泡になり、年の離れた僕に、大理石の白い像を残してくれた。薔ば薇ら色いろの海藻で囲って、とても大切にしていた物だ。

　この像は姉が恋い焦がれた王子様に似ているらしい。

　僕にとっては、姉を傷つけて海の泡に変えてしまった憎い人……ずっとそう思っていた。自分が恋に落ちるまでは、姉の気持ちがわからなかったから──。







　人魚王の城がある海底は、陽ひが落ちる瞬間の空の色に似ている。

　夕陽の赤みが消え去って、それでいてまだ明るさは残る夕方と夜の中間の色。

　底を覆う砂はサファイアを砕いたようにキラキラと輝き、王城の壁は珊さん瑚ごで出来ていた。窓は琥こ珀はく、屋根は巨大な真珠貝だ。

　青い砂が光を蓄えるので、夜でも暗闇とは縁がない。

　それでも遠い空から光が届くと、屋根が七色に煌きらめいて美しかった。

　夜明けを喜ぶように貝が口を開き、その中にある真珠を見せてくれる。

　地上の人々の目に触れたら、王族や貴族に献上するために……と、ごっそり持っていかれてしまうのだろうが、人魚王の城を訪れる人間は、一人残らず死し人びとだ。

「リト、また地上に行くつもりなの？」

　満月の夜、リトは一番上の姉に問われた。

　正直に「はい」と答えると、二番目の姉がずいっと前に進みでてくる。

「毎日よく飽きないわね。普通は何度か行ったら飽きてしまって、海底が一番美しいことに気づくものよ」

「リト、貴方あなたまさか人間の娘に恋をしているんじゃないでしょうね？　嫌よ……もうあんな悲劇は絶対に御免だわ。皆の自慢の貴方にもしものことがあったら、お母様やおばあ様に続いて、お父様までどうにかなってしまうわ」

　すでに結婚して子供もいる姉達の言葉に、リトは「ご心配ありがとうございます。人間の娘さんには会ったことがありませんから、大丈夫ですよ」と答える。

　噓うそではなかった。毎夜会っているのも恋しいのも、人間の娘ではなく人間の王子だ。

　王子と出で逢あう前、リトが知る人間とは常に死人であったので、いくら大理石の像を見ても、沈没船から運んできた絵画や書物を見ても、それほど人間に惹ひかれることはなかった。むしろ大地や大空への憧れが強かったのだ。

　その考えが覆されたのは、リトが十五歳になった時だ。

　人魚は十五歳の誕生日になると、憧れの地上を見にいくことができる。

　リトも例外なく海の上の世界に憧れていた。幸いなことに、リトはイルカ族の血を引く後妻の子であったため、姉達とは違ってイルカに変容することができる。

　人魚の姿では陸から遠い場所で見物することしかできないが、イルカの姿なら人と触れ合うこともできるのだ。

（早く海上に行かなくちゃ！　今日はグレン様の誕生日！）

　王城をあとにしたリトは、人魚の尾をぐんぐんと動かしながら地上に向かう。

　南の王国フューンの第一王子グレン・クリスチャン・アンデルに会う時は、いつも途中でイルカに変容していた。しかし今日は人魚のままだ。

　グレンから今夜の船上パーティーのことを聞いていたので、あまり近づけないのはわかっていた。地下水路で毎夜のように密会し、王子の秘密の友達のイルカとして、彼の話を聞くのはとても素晴らしい時間だけれど、今夜は別の楽しみがある。

（真紅の薔薇のような色の衣装を作ってもらったって……ああ、今から胸がはち切れそう。グレン様のブロンズ色の肌には、鮮やかな色が本当によく似合う。青も黄色も、もちろん白や黒もお似合いだけれど、やっぱり赤が一番だと思う。赤と金で飾られたグレン様を間近で見たら、僕の目はどうにかなってしまうかもしれない！）

　リトは夜空に向けて、より力強く尾を振った。

　恋しい王子の国には、ブロンズ色の肌をした人間ばかりが住んでいる。

　六番目の姉が恋した白い王子像も美しかったけれど、それは女性と見み紛まがう美しさであったので、雄のリトの心を惹きつけるものではなかった。

　リトが憧れるのは、強くて雄々しい王子だ。グレンは国一番の美男と謳うたわれ、目が覚めるような素晴らしい美び貌ぼうの持ち主だけれど、彼を女性と見間違える人はこの世に一人もいないだろう。

　グレンは背が高く、剣術や馬術に励んでいるのが一目でわかる肉体の持ち主だ。

　多趣味だが一番の趣味は読書で、面白い物語をイルカのリトに語り聞かせてくれた。

　痺しびれる低音の美声で語られる物語は、簡潔に纏まとめられ、それでいて正確だった。

　リトも沈没船から運ばれた書物を読むのが大好きだったので、同じ本を読んでいることや、同じ感想を抱いていることに何度も感激した。

　あまり面白く感じられなかった物語も、地上の世界で生きるグレンの感性を通じて語られると、たちまち魅力的に思えてくる。

（夜なのに海の上が明るい。今夜は満月だけど、それだけじゃない。ああ……祝砲の音がする。あとは花火の音だ！　国中がグレン様の誕生日を祝ってる！）

　水面の先の光が明めい瞭りように見えてきて、ようやく浮上の時が来る。

　王室の船を見つけたリトは、十分に距離を取ってから水面に顔を出した。

　水を通して聞いていた祝砲や花火の音が、はっきりと聞こえてくる。

　空には炎の花が咲いていた。グレンによく似合う金色の花が、月と競うように輝く。

（船の上でダンスを踊ってる！　ああ……赤い礼服を着た一際背の高い人……あれがグレン様に間違いない。もっと、もっと近くで見なきゃ！）

　華やかに着飾った王族や貴族が、オーケストラの調べに合わせてダンスを踊り、グレンの相手は次々と代わっているようだった。

　フューンは暑い国だが、今は真冬なので誰もが暖かそうな服を着ている。

　グレンも長袖詰襟の礼服を着ていた。主役の王子は人の輪の中心に居るため海から姿を見るのは難しいが、ダンスの流れで時折ちらりと姿が見える。

　女性達はスカートの広がったドレスを着ているようで、グレンと踊る順番を待っていた。スカートの中には二本の綺麗な足と、踵かかとの高い靴が隠れているのだろう。

（姉上は足を欲しがって、誰よりも綺麗だった声を失った。その気持ちが今の僕にはわかるけれど、でも僕は……そんなことはしない。イルカの姿で地下水路に忍んで、彼の話を聞くだけでいいんだ。踊れなくてもいい、喋しやべれなくてもいい。毎晩会えて、撫なでてもらうことができるし、イルカの姿ならキスだってできる……）
















　自分にそう言い聞かせてみても、心はキリキリと痛んだ。

　盛大なパーティーの様子を眺めながら、リトは王子の唇の感触を思いだす。

　グレンに年の離れた弟が出来た夜、彼は上機嫌でキスをしてくれた。キスはたった一夜、その夜だけだったけれど、彼は連続して何度も唇を押し当てて、「私にはお前という友がいるのに、このうえさらに弟が出来るなんて」と、歓喜の声を上げた。

（僕は貴方の友達……その事実は言葉にできないくらい嬉うれしいこと。グレン様と同じ雄だから、それ以上なんて望めないのはわかってるし、本当に、凄すごく幸せ……）

　姉は白い肌の王子と結婚できなかったために、海の泡になってしまった。

　自分は雄で、グレンは男で──姉が目指した結末を夢に見ることさえ許されない。

　リトは自分が如い何かに幸せであるかを嚙かみ締めては言い聞かせ、遠い船上の宴うたげに目を潤ませた。いつもは乗馬服や剣術の練習着のまま地下水路に来る王子が、きらびやかに着飾っている姿が見られて、遠目ではあったけれど嬉しかった。そういう、いいことばかりを記憶に留とどめ、いつも感謝していたい。喜んでいたい。

（そう思うのに、望みは増えていって……もっと傍そばに居たいと思ってしまう）

　足があったらいいのに。人間の娘だったらいいのに。

　腰から上は人間と変わらず、リトの姿は北の国の人々に似ている。

　透すき通るような白い肌、薔薇色の頰と唇、深海色の瞳、黄金色の髪──父王にも、亡き母や姉にも美しいと言われたこの姿は、彼の好みに合うだろうか。もしも人間の娘だったら、彼の恋人になれたのだろうか──。







　船上パーティーが終わり、先程までの賑にぎわいが噓のように静かになる。

　リトの視線の先で、船の上の人々は灯あかりを消して寝静まった。

　グレンも今頃はベッドに居るだろう。立派で重そうな礼服を脱ぎ、ルビーやダイヤモンドの装飾品を外して、身一つで眠るのだろうか。

　その傍かたわらに裸の娘が居ないことを、リトは心から願ってしまう。

　彼の花嫁にも恋人にもなれないけれど、もう少しだけ甘い日々を過ごしたかった。

（……っ、遠くの空から雷の音が……っ、黒い雲が迫ってくる！）

　風が強くなり、リトは海のうねりを体で感じる。間もなく波が高くなるだろう。

　しかし誰も気づいていないようで、水夫達が甲板に出てくる様子はなかった。

　ここは岸から近いため、甘く見ているのかもしれない。もしも嵐が来て沖の方へと流されたら大変なことになるのに、船は静まり返ったままだ。

「あ……っ」

　急いで帆を張って岸へ戻って──そう伝えたいリトの目に、人影が映る。

　まだ暗雲に隠されていない月の光が、すらりと背の高いシルエットを描きだした。

　グレン王子だ。重そうな装飾品で飾られた礼服姿で、酒瓶を手にしている。

　いつもは真まっ直すぐ綺麗に歩く彼は、遠目に見てもわかるほど酔っていた。

　足元がふらふらと覚おぼ束つかないらしく、よろめきながら船縁に立つ。火ほ照てった顔を手で扇あおいでから、酒瓶に直接口をつけた。詰襟の礼服は釦ボタンがすべて外されていて、喉元が見えている。ごくごくと勢いよく酒を飲んでいるのがわかった。

（グレン様、どうしたんですか？　今夜のパーティーで何かありましたか？　お酒はあまり得意じゃないって仰おつしやっていたのに……）

　リトは今すぐにでもイルカの姿になるべきかと思い、迷いながら尾を震わせる。

　イルカになってキューキューと鳴いたら、グレンは必ず気づくだろう。

　彼が酒を飲んだ理由の一つは、地下水路で自分に会えないからかもしれない──と、自意識過剰なことを考えてしまった。

　グレンはよく、「お前に愚痴や悩みを聞いてもらえるから、私は王子らしい顔をしていられるんだよ」と言ってくれた。そして「ありがとう」と、礼まで口にして背中を撫でてくれたのだ。ここが海の上でなかったら、彼はいつも通り地下水路に来て、酒など飲まずに悩みを打ち明けてくれたかもしれない。

（早く結婚するように言われていて、宮殿の中に何人ものお妃きさき候補が集められていること。でもまだ結婚したくないし、どの女性にも心惹かれないこと。そういう、他の人には言えない本音を話してくれた。僕が普通のイルカだと思って……）

　一度は酒瓶を下ろしたグレンは、船の縁に手を掛けながら再び酒を呷あおった。

　その途端、上空の暗雲が強い風で運ばれる。月がいきなり姿を消した。

　天候の変化にようやく気づいたグレンは、風上を向くなり驚いた様子を見せる。

　微かすかだが、「これは大変だ」と聞こえた。徐々に波が高くなり、潮の流れが不安定になっている。そしてグレンが踵きびすを返そうとした瞬間、船が大きく揺れた。

　突然の揺れと慣れない酒のせいか、グレンの長ちよ軀うくは海に投げだされる。

　一瞬の出来事だった。「ああっ！」と悲鳴を上げたグレンの体は、うねった波に呑のみ込まれる。水音すらも立てずに、その体はたちまち水の中に消えた。

　空からはポツポツと雨が降りだし、甲板に出てきた水夫達が急いで帆を張る。

　船の上が俄にわかに慌ただしくなった。

（どうしよう……っ、グレン様が落ちたことに誰も気づいてない！）

　リトは波に抗あらがって泳ぐ彼に向かって、考えるまでもなく近づいていった。

　空は甲板以上に騒がしくなり、遠くで稲いな妻ずまが光る。

　三本のマストに張られた白い帆が発光して見えた。

　泳ぎが得意なはずのグレンは、装飾品と礼服のせいで上う手まく泳げず難儀している。

　どこからどのタイミングで来るのか読めない波に顔を打たれて、そのたびに海水を飲んでしまっているようだった。ましてや慣れない飲酒の直後だ。船の上ですらふらついていた状態で、泳いでいられるわけがない。しかも今は冬で、水温が低いのだ。

（誰も気づかない……っ、駄目だ！　このままじゃ死んでしまう！）

　イルカになるべきか人魚のままか、迷ったリトは、人間を救出するには二本の腕があった方がよいと考え、人魚のまま深く潜る。荒れ始めた海中から彼の姿を捜した。

　そしてリトは、グレンを苦しませているのが重たいブーツであることに気づく。どんなに泳ぎが上手くても、これでは溺れて当然だ。

（グレン様……ッ！）

　船が岸に戻っていく中で、取り残されたグレンは独り静かに水底に沈む。

　グレンの意識が消える寸前、リトはようやく彼の許もとに辿たどり着き、人魚の身でも油断ならない荒波を乗り越えた。人と同じ両手で初めて触れたグレンの体はとても大きく、浮力を利用しなければ支えられないほどの重さだった。

「グレン様、グレン様っ！　しっかりしてください！」

　海面に上昇したリトは、意識のない彼を速やかに背負う。

　まだ息はあるが、早く介抱しなければ死んでしまうかもしれない。

　最早一刻の猶ゆう予よもなく、リトは顔を水上に出したまま思い切り尾を振った。

　船は無事に岸に到着し、貴族達は雨に打たれながら宮殿へ続く階段を駆け上がる。

　誰もが寝間着にガウンを羽織った姿でずぶ濡ぬれだったので、男女の見分けすらつかない有り様だった。王子が船に乗っていないなんて、誰も思っていないだろう。

（体が冷え切ってるから、すぐに見つけてもらえる所……っ、あの砂浜に……！）

　泳ぎ続けたリトは、港から近い真っ白な砂浜を目指す。

　両肩にグレンの手を回させて摑つかんでいると、彼の反応を感じられた。

　ゴホゴホと咳せき込んで海水を吐いたようで、背中に伝わる心音が強くなる。

　彼を背負って砂浜まで連れていったリトは、朦もう朧ろうとしているグレンの体を摩さすった。

　まずは仰あお向むけにして肩を揺さぶり、呼吸があることを確かめる。

「う……ぅ、う……」

（グレン様……そうです、頑張って！　息をして……っ）

　彼は苦しそうに呻うめいていたが、幸い命に別状はなさそうだった。ほうっと胸を撫で下ろしたリトは、彼の顔に雨が当たらないよう覆い被かぶさり、紫色の唇を見つめる。

　グレンは自力で呼吸をしているので、唇を重ねて息を吹き込む必要はなかった。

　人魚の体は冷たく、肌を重ねることにも意味がない。あとは人間に任せて去るべきだとわかっているのに、リトはグレンから離れられなかった。

（この肌に触れられる日が来るなんて……ああ、本当に綺麗……）

　人魚の姿では死人ばかり見てきたリトは、若さと生命力の塊のようなグレンを前に感激する。顔色や唇の色こそ悪いけれど、彼の体には血が巡っていた。

　間違いなく生きていて、その証拠に掌てのひらから心音が伝わってくる。

　グレンの命の炎が海によって消されなかったことに、リトは心から安あん堵どした。

　もしも最悪の結果になっていたら、海の住人でありながらも水の一滴まで恨んで、干からびて死ぬしかなくなっていただろう。

「──僕の王子様」

　今のうちにグレンに触れていたかったリトは、全指を広げて彼の頰を摩った。

　冷え切っていた肌が、摩擦によって少しずつ温ぬくもりを取り戻していく。しかし長くそうしてはいられず、グレンの瞼まぶたが動き、震える唇から「うっ」と声が漏れた。

　彼が完全に目覚める前にキスをしたかったリトは、無理だと気づいて引き下がる。

　人魚の姿を見られるわけにはいかなかった。それに、死の縁から生還したばかりの彼の呼吸を、身勝手な理由で邪魔することはできない。

　リトは白い砂浜から海に戻り、岩陰に隠れた。暴風雨を連れてきた雲は逸それたが、それでもまだ雨は降っている。グレンは仰向けに寝ているものの、両腕を持ち上げて顔に当て、雨を避ける仕草を見せた。そして時々むせ返る。

　早く誰か、誰か気づいて来てあげて──その一心でイルカの姿に変容したリトは、鳴くことで人を呼ぼうとする。

　ところが鳴こうとした直前、高台の方から大勢の人々の声が聞こえてきた。

　宮殿に引き返したあとになって、グレンが居ないことに気づいたのだろう。

　年配の男が、「王子様を船に置いてけぼりにするなんて！」と悲痛な声を上げ、そのすぐ前方を、若い男達が転がるように走っていた。彼らが目指しているのは船だが、船内を捜したところでグレンが見つかるわけがない。

「大変だわ！　あそこに……っ、砂浜にグレン殿下が！」

　注目を集めるべく声を上げようとしたリトは、若い女性の声に耳を打たれる。

　これで大丈夫だ──と思うと、ほっとして「キュー」と小さく鳴いてしまった。

　しかしリトの声も女性の声も誰にも気づかれず、彼女は独りで砂浜を駆けてくる。

　ずぶ濡れのガウン姿ではあったが、それでもわかるくらいの美人だった。この国の人間らしく、とても健康的なブロンズ色の肌と長い黒髪の持ち主だ。

「殿下！　大丈夫ですか!?　何な故ぜこんな所に!?」

　女性は酷ひどく狼狽うろたえながらもグレンの体を支え、起き上がろうとする彼を助ける。

　グレンはすでに意識を取り戻していたが、唇は紫色のままで、濡れて重たくなった上着を緩慢な動作で脱ぐ。女性には、「ありがとう、大丈夫だ」と答えていた。

　これでもう何も心配は要いらない──改めて安心したリトは、岩陰から雨に打たれる二人の姿を見つめる。よかったと思う反面、歩き始めるグレンを支える彼女が羨うらやましかった。二本の足でしっかり立てれば、細い女性の体でさえ彼の役に立つのだ。







　元気になったグレンに会いたくて仕方なかったリトは、それから何日も地下水路でグレンを待っていた。特別な用事がある時を除いて、彼は毎晩ここに来てくれる。

　しかし誕生日から五日経たっても姿を現さず、リトは人魚の王城に帰るたびに書物を開いて、人間の病気について調べていた。風邪を引いたのではないか、いつの間にか小さな傷を負って、そこから感染症を患ったのではないか……そんなことを考えては、心配で胸が張り裂けそうだった。

　今夜こそ来てくれるだろうか──リトは祈りながら、物資の運搬に使われる水路の鉄柵を潜くぐり抜ける。柵は水底まで届いてはいないので、入り込むのは簡単だった。

「イルカ！　ああ、よかった。会えたな！　何日も来られなかったから、愛想を尽かされたんじゃないかと不安だったよ。元気にしていたかい？」

　水から顔を出すなり声を掛けられ、リトは歓喜のあまりキュキューッ！　と鳴いて飛び上がる。胸びれを激しく動かしながら、会えて嬉しい気持ちを表現した。

「相変わらず元気そうだな。私は先日とんでもない失態を犯してしまって、半ば無理やりベッドに縛りつけられていたんだよ。ほんの少し熱を出しただけなのに」

　グレンは剣術の練習着姿で、船着き場の階段に座る。

　水に濡れないぎりぎりの段にブーツの底を当てながら、頭や背中を撫でてくれた。

　少し瘦やせたように見えるが、手の温度は普段通りだ。顔色もよくなっている。

「イルカ……私の話を聞いてくれるかい？　今夜も愚痴になってしまいそうだ」

　はい、もちろんです。なんでも僕に聞かせてください──そう言いたくても言えないリトは、イルカの姿で胸びれを階段に当て、水上に出していた頭で頷うなずいてみせた。

「ありがとう」と、彼は笑みを浮かべ、再び頭を撫でてくれる。

「また結婚の件なんだ。誕生日パーティーのあとに、船の上で両親に厳しく言われて。一日も早く花嫁を決めて、子を作れと言うんだよ。弟が生まれてまだそんなに経っていないのに、私が急いで跡取りを作る必要なんてないじゃないか……なんて反論したところで聞いてもらえないし、せっかくの誕生日なのに、結婚しろだの跡取りを作れだのと言われて嫌になってね。それでつい、船の中にあった一番強い酒を飲んだんだ。そしたら体が熱くなってきて……」

　グレンは時折溜ため息いきをつきながら、あの夜の出来事と、その後の話を詳しく語る。

　酔い醒ざましに甲板に出たら天候が悪化し、船が揺れて海に放りだされたこと。

　気づいた時には砂浜に居て、花嫁候補の一人であるエルザに助けられたこと。

（あの綺麗な人……エルザさんていうんだ……）

　リトの複雑な想おもいを知らないグレンは、エルザについてさらに語る。

　彼女は田舎貴族の出身ではあるが、国一番の美女と名高く、若かりし日のグレンの母親に似ているらしい。つまり、王や王妃に可愛がられる存在なのだ。

　そのため大貴族の令嬢を差し置いて有力視されていた花嫁候補だったが、グレンを救出したことで、王と王妃がますます積極的に彼女を推しているという話だった。

「エルザには感謝している。とても美しい人だと思う。でも、それだけなんだ。私は彼女と一緒に居ると、恋をしていないことを自覚させられる」

（──恋を、していない？）

「もしも恋をしていたら、その人と一緒に居たいと思うものだろう？　ところが逆で、私は何か話さなきゃとか、頭で考えてばかりいて、果ては疲れて……早く、どこかに行ってもらえないかなと、そんなことまで思ってしまう」

　本当に疲れた様子で溜め息をついたグレンは、「何故かと言うとね」と切りだす。

「お前にこうして愚痴を聞いてもらっている通り、私には人並の欠点がある。独りで内に秘めていると苛いら立だちが表に出てしまいそうになるし、かといって家臣や友人には打ち明けられない。恐ろしく残念なことに、誰も私を人間扱いしていないんだ。私は王子という名の偶像で、完璧でなければいけないらしい」

　ああ、かわいそうなグレン様……どうか元気を出して──リトは胸びれでグレンのブーツの先をトントンと叩き、円つぶらな瞳で彼を見つめた。

　すると彼は、「ありがとう。お前と居ると元気が出るよ」と言って笑う。

　いつもこんなふうに、吹聴されては困る王子の悩みを聞いてきた。

　もちろん、嬉しいことも楽しいことも話してくれた。

　ここ数年で一番の喜びは弟が生まれたこと。一番の悲しみは祖母を亡くしたこと。

　一番悩んでいるのは結婚の問題で、恋も知らないうちから結婚なんて、早過ぎると思っているのだ。

「そもそもおかしな話だとは思わないか？　私は確かにエルザに助けてもらったが、それと結婚の話は別物だろう？　それに、私はエルザに助けられるより前に、人魚に助けてもらった気がするんだ」

（──っ、え？）

　グレンのまさかの発言に驚いたリトは、キュッ！　と甲高い声を出し、焦りながらパタパタと全身のひれを動かした。その反応が意外だったのか、グレンはまじまじと探るような視線を送ってくる。

「もしかして人魚のことを知ってるのか？　溺れて意識が朦朧としていたから夢かもしれないが……フューンの人間とは違って真っ白な肌をしていて、黄金に透明な蜜を塗ったような綺麗な髪の持ち主だった。あれはおそらく、伝説の人魚だと思う。私はその人魚に背負われながら砂浜に向かったんだ。本当に、夢でも見ているような時間だった。苦しかったけれど安心感があって……」

　まさか気づかれていたとは思わず、リトは焦って鳴き声一つ出せなくなった。

　人魚の心臓は人間にとって万能薬になるため、長い歴史の中で人魚は何度も狩られそうになり、そのたびに逃げていた。報復として人間を海に沈めて殺してしまう者も存在したので、人魚と人間は互いに恐れ合ってきたのだ。

「もしも友達なら、今度是非連れてきておくれ。きちんと御礼がしたいんだ」

　グレンの目に恐れは微み塵じんもなく、そこにはただ純粋に、感謝の心が宿っていた。

　彼の記憶や意識の中に、人魚の自分が居る──確かに存在を認識されている。

　それだけで涙が出そうなくらい嬉しくて、リトは一旦深く水に潜った。

　地下水路に繫つながれた小舟を避けて、一気に水面まで浮上する。

　高い天井に向かって飛び上がり、弧を描き、再び潜って同じことを繰り返した。

　音が反響しやすい空間に、拍手が轟とどろく。グレンは階段から立ち上がって手を叩き、真っ白な歯を輝かせながら笑った。品位があって聡そう明めいな王子として名高い彼が、実はこんなふうに屈託なく笑う人だということを、誰も知らないだろう。宮殿に滞在している花嫁候補の娘達だって、きっと知らないはずだ。

（グレン様を笑わせられない人が、花嫁に……？　本当の気持ちを知らず……疲れている時に癒いやしてあげられない人が、彼の妻に？）

　リトは水中に潜りながら涙を流し、階段目掛けて泳いでいく。

　浮上するとそこにはグレンが居て、改めて拍手をしながら「素晴らしい」と言ってくれた。彼と二人きりで過ごす時間、彼の視線、彼の言葉──独占している自分は、なんて幸せなのだろう。

「イルカ……励ましてくれてありがとう。お前にこうして色々話しながらも、本当はわかっているんだ。一国の王子として生まれた以上、自分の心よりも優先しなければならないものがある。エルザに助けられたのも運命だと思って……結婚するよ」

　グレンは悲しげな微笑を浮かべ、「いい夫になれるよう、頑張らないと」と言った。

　こういう日が来ることはわかっていたのに、リトは胸を剣で突かれたような痛みに苦しむ。人間になりたいと、これほど強く願ったことはなかった。

　しかし海の泡になった姉に倣ならって人間になったところで、自分はグレンと同じ雄であり、彼の花嫁になることはできない。フューンでは同性愛が禁じられているため、秘密の恋人にすらなれないのだ。







　地下水路でグレンと別れたリトは、海底の王城に戻りながら泣き続ける。

　イルカから人魚の姿に戻ると、ますます涙が溢あふれてきた。

　人魚の涙は真珠になる──人間の世界に伝わる伝説通り、海水に触れた涙が真珠になって散っていく。けれどここなら誰も見ていない。誰にも気づかれない。どんなに泣いても声を上げても、家族に心配をかけたりすることはないのだ。

『可愛い可愛いリト王子……泣きながら泳ぐくらいなら、グレン王子の許に行ったらどうだい？　私はなんでもお見通し。お前さん、王子に恋をしているんだろう？』

　王城まであと少しというところで、リトは懐かしい声を聞く。

　年寄りめいた話し方には合わない、澄み切った少女の声──これは姉のものだ。

　六番目の姉は姉妹の中でも一番美しい声を持っていて……人間になるために魔女に声を売り渡した。そのため魔女は、姉が消えた今でもこの声を使い続けている。

　リトは泳ぐのをやめ、声に引き寄せられて暗い海の底に目を向けた。

『姉には厳しくしたが、お前さんは雄だからね。グレン王子の花嫁になれなかったら泡になって消える……なんて、無理難題を言う気はないよ』

（海底の魔女が僕に声を掛けてくるなんて……何を言われても、絶対に耳を傾けちゃいけないって言われてるのに）

『私はただ……宝物が一つ欲しいだけ。それさえもらえるなら、それから先のことは干渉しない。どうだい？　好条件だろ？』

　リトは魔法の力で遠くまで飛ばされていた声を辿り、牡か蠣きの殻と骸骨と得体の知れない触手で出来た魔女の屋敷に近づく。

『さあ……屋敷の奥までおいで、リト王子。私も女だ、可愛い坊やにはどうしたって甘くなるんだよ。お前さんのために特別いい条件で薬を作っておいたよ』

「僕が人間になれるんですか？　姉上みたいに、声を失う代わりに？」

『いいや、声を失うことはない。足が痛むことすらないよ。いいかいリト王子、よくお聞き。何事もそういうものだが、一度目より二度目の方が上手くいくものさ。六番目の姫に渡した薬よりも、お前さんのために作った薬の方が上質なんだよ。この私の血を、姉の時よりも多く混ぜてやったからね』

「貴女あなたの血を……？」

『そうだよ。人魚の体には本来、毒も薬も効かないからね。より強力な魔法と血で、お前さんを人間にしてあげよう』

　魔女の言葉に耳を傾けてはいけない──父からも姉からも厳しく言われているのに、リトの頭の中では人間になった自分の生活が繰り広げられていた。二本の足を持ち、服を着て靴を履き、グレン王子の傍に居る自分……これまでとは違って話もできて、彼の悩みを聞きながら相あい槌づちを打ったり、本の感想を語り合ったりできるのだ。

　近くに居られるだけでいい。イルカのままでも幸せだったけれど、できることならもっと傍に居たい。眠る前の短い一ひと時ときではなく、日中もずっと彼の傍に居たい。

「どうしたらいいんですか？　僕は貴女が好むような宝物なんて持っていません」

　粘ついた触手を避けて洞ほらを進んだリトは、骸骨の山から目を逸らしつつ屋敷の奥に向かった。

　洞の所々に網があり、その中には発光するクラゲが捕らえられている。

『私が欲しいのは、お前の目だよ。世界中どこを探したって、その目ほど美しい青は見つからないだろうね。その綺麗な目を、私の魔力でサファイアに変えるんだ。どこに飾るか、考えるだけでも楽しくなってくるよ』

　屋敷の奥まで行くと、ようやく魔女に会うことができた。

　以前は醜い老人魚だったと聞いているが、今の姿は腰から上だけ人間の女だ。

　リトの姉から声を奪い、姿形は人間の美女から奪ったらしい。

　大きく肥大した腰から下は老いたままなので、上半身とのバランスが悪く、化石のように硬くなった鱗うろこや腐りかけの尾びれ、剝はがれた鱗の痕あとがみすぼらしく見えた。

「それは……困ります。目を失ったらグレン様の顔を見ることができません」

「片方で構わないよ。私は優しい魔女だろう？　ほら、これさえ飲めば今すぐにでも人間になれる。それともう一つ……王子の傍に居たいというお前の望みが叶かなうよう、偽の紹介状も用意したよ。北の国に嫁いだフューン王の姉の筆跡を真ま似ねたのさ。これさえあれば、明日からでも小姓になれる」

　魔法を使わずに直接耳で捉える魔女の声は、優しかった姉の声そのもので……つい信じたくなってしまう。片目を失うことを怖いとは思わず、リトの心は完全に夢想の世界に飛んでいた。花嫁にも恋人にもなれないけれど、小姓として彼の傍に居られるなら、もう二度と海に帰れなくても構わない。

「僕は恋に破れても、海の泡にはならないのでしょうか？」

　差しだされる薬の瓶に手を伸のばしながら、リトは恐る恐る魔女の顔を見上げた。

　美女の肉体を手に入れても長くは使えないらしく、皮膚が所々腐りかけている。

　とても恐ろしかったが、しかし人間になってグレンの傍に居られる薬に心惹かれて、一歩もあとには引けなかった。

「泡にはならないが……気をつけないともっと恐ろしいことになるよ。今は冬だが、春になったら北の国を覆う氷が融けて、船が行き交い、北の国の王族がやって来る。フューン王の姉も来るだろう。そうなれば……お前は偽造した紹介状を使って王子に近づいたスパイと見み做なされる。拷問にかけられ、殺してくださいと願うほどの苦痛を味わうだろうよ」

「拷問……っ!?　そんな……グレン様にスパイだと疑われるのは嫌です！」

「よくお聞き。お前は海の掟おきてに従って、自分が人魚だということも、イルカだということも告白してはならない。もしも掟を破ったら、すぐに心臓が止まってしまうよ」

「告白したら死んで……告白しなければ、春頃には拷問されるということですか？」

「下へ手たすればそうなるね。つまり、お前は春までにグレン王子の絶対的な信頼を受け、紹介状が偽物だと発覚しても王子に庇かばってもらえるくらいの立場にならなければいけない。そうしなければ、死か拷問が待ってるってわけさ。ただし上手く立ち回れば、お前は一生、人間としてグレン王子の傍に居られる」

　魔女の言葉に、リトは黙って息を詰める。

　本来ならば二百年も三百年も生きられたはずの姉は、十五歳で海の泡になった。

　憐あわれな姉が遺した美しい声を、この魔女は自分のもののように使っている。

　それを恐ろしいと感じ、許せない気持ちにもなるのに……それでもリトは、魔法の薬から目を逸らせなかった。







　北の国の同盟国、オーデンから来た少年リトは、北の国の大公夫人であるグレンの伯母の紹介状を使って、フューン宮殿に潜り込んだ。偽の紹介状には、『グレン王子の小姓として使ってください』と明記されており、難なくその通りになった。

　少しも怪しまれなかったのは、リトが北の国の人間らしい白い肌と青い瞳、そして黄金の髪を持つ美しい少年だったからだ。

　北の国の貴族の間では、リトのような少年を小姓にするのが流行している。

　毎年里帰りするほどフューンを愛しているグレンの伯母が、甥おいのために気に入りの小姓を差しだすことは、至極自然に受け入れられる話だったのだ。

「グレン様、初めまして……リトと申します」

　魔女に左目を奪われたリトは、黒い眼帯を着けた姿で一礼する。

　自室で本を読んでいたグレンは顔を上げ、リトを見るなり目を剝むいた。

「これは驚いたな。とても美しい金髪の少年だと聞いてはいたが、予想以上だ。私はフューン王国第一王子グレン・クリスチャン・アンデル。グレンと呼んでくれ。君は伯母上の友人の甥っ子だそうだな」

「お褒めに与あずかり光栄です。はい、大公夫人と直接の面識はないのですが、僕が左目を失ったことを不ふ憫びんに思ってくださって。大公夫人はとても優しい御方ですから、行儀見習いをしながら小姓として働くようにと、元気づけてくださいました」

　グレンから陽気で優しい伯母の話を聞いていたリトは、紹介者ということになっている大公夫人をイメージしながら語る。噓をつくのは心苦しいが、自分はスパイではなく彼の役に立ちたくてここに居るという自負が、噓をつき通す覚悟を支えていた。

「訊きいてよいものかどうか迷うところだが、左目を失ったのは何故だ？」

「不注意で転んで、鉄柵に刺してしまったのです。血ちな腥まぐさい話で申し訳ありません」

　リトは何を問われても答えられるよう、予あらかじめ細かいところまで考えてあった。

　事故の話を聞いたグレンは自らの左瞼を押さえる仕草を見せ、痛そうに眉を寄せる。

　まるで自分のことのように深刻な顔をすると、膝に置いていた本をサイドテーブルに移した。そして王子らしい優雅な動作で立ち上がる。

「これほど美しい瞳が失われるとは、実に惜しい話だな。何より……耐え難がたいほどの苦痛を味わったことだろう。瞳が一つ欠けたところで君の魅力は少しも目減りしてはいないと私は確信しているが、君の心の傷は如何ほどかと思う。私のことは気にせず、この宮殿でゆっくり養生するといい」

「グレン様っ、いえ、そんなわけにはいきません。貴方のお役に立ちたいのです」

「そうか……では時々、気が向いた時にでも紅茶を淹いれてくれ。私は独り静かに本を読みながら過ごすのが好きだ。お茶を出してもらっても気づかないことがあるが……悪く思わないでほしい」

「は、はい……もちろんです」

　暗に距離を置こうとしているグレンの意図を感じたリトは、イルカの時との大きな差を感じる。グレンが地下水路に来るのはイルカと話したい時だが、これからは違うのだ。いつも近くに居られる分、彼の気分を読み取る必要がある。

「グレン様は本がお好きなんですね。本棚の中に面白い本がたくさん」

　どうにか彼の気持ちを摑みたくて言うと、「面白そう……ではなく、面白い本と断定するのか？」と問われた。

「はい。今この位置から見える限りでは、ほとんど読んだ本ばかりです」

「それはいい。君とは話が合いそうだな。この中で特に好きな本は？」

　リトはグレンに促されて本棚の前に立ち、「この本です」と、一冊の本を指差す。

「これか？　偶然だな。私が一番気に入っている本だ。どんなところがよかった？」

「自分のことばかり考えて遊び暮らしていた兄が、幼い弟が誕生したと同時に最愛の息子という立場を失って……万人に愛される弟に嫉しつ妬としながらも自立し、両親の死後、弟のために献身的に生きる姿が感動的でした」

　リトは沈没船から拾って読んだ古い本の内容を語り、指先で背表紙に触れる。

　驚いた顔をしたグレンは、「君とは気が合いそうだ」と声を弾ませた。

　イルカの時に見せてくれる表情にとても近くて、リトの心も大きく弾む。

「以前読んだ時はなんとも思わなかった。ところが弟が生まれてから読んだらとても感動して……ああ、でも、私は遊び暮らしてはいないぞ。弟に嫉妬してもいない」

「はい、存じております。グレン様が聡明でお優しい方だという噂うわさは、どこの国にも届いていますから。願わくは、何かしら欠けたところがあってくださったら……私のような未熟者でも心安くお傍に居られるのですが」

「欠けたところ？　もちろんあるに決まっている。私は王子として生まれただけの、普通の人間だ。欠点が多くてがっかりされないとよいが」

「がっかりなんて絶対にしません。完璧であることに価値があるのは、彫刻だけではないかと思っています」

「本当に意見が合うな。人は欠けているからこそ味が出るものだ」

　グレンはリトに満面の笑みを向け、そんな自分の表情に気づいた途端、すうっと澄ました表情に切り替えた。そこにはどことなく、照れが見え隠れする。

「ところで、以前どこかで会わなかったか？　いや、そんなはずはないか……金髪で白い肌の者などこの国にはあまりいないし、会っていれば忘れるはずがない。あ……もしや、以前北の国を訪問した時に会ったのだろうか？」

　グレンは自問自答の末に、改めて質問してきた。目の前に居るのが毎夜会っていたイルカとは思わず、誕生日の夜に見た人魚だとも思っていないようだ。

「私は北の国ではなく、同盟国のオーデンで暮らしておりましたから」

　はっきりとは否定せずに言い逃れたリトは、胸の内で別の言葉を叫ぶ。

　許されるものなら何もかも言ってしまいたかった。「地下水路でいつも会っていたイルカです！　嵐の夜に貴方を助けた人魚も、僕なんです！」と、堂々と語り、噓をついたことについて謝れたらどんなに気持ちがいいだろう。

　けれどもすべてを語って気持ちが軽くなった途端に、今ドキドキと鳴っている胸の高鳴りは静まる。鼓動を失い、血流が止まり、永遠の眠りに就くのだ。
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　南のフューン王国第一王子グレン・クリスチャン・アンデルは、今夜も地下水路に下りてイルカの姿を求める。友である彼に、どうしても報告したいことがあったのだ。

　北の国に近いオーデンからやって来た黄金の髪の少年のこと、彼がとても賢く気が利くこと。紅茶の淹れ方すら知らない世間知らずでありながらも、その少年リトは、然しかるべき相手に素直に質問して、なんでも積極的に取り組んでいた。

　朝から晩まで、時間を見つけては学んでいるリトを見て、最初は微笑ほほえましく思っていたはずの自分が、彼にあまり構ってもらえないことに淋さびしさを感じたり、彼とよく話している女官達に嫉妬心すら覚えたり。これは自身の心に起こった驚くべき変化であり、嬉々としてイルカに報告したい近況だった。

　誰と一緒に居ても何をしていても、独りで過ごす時間ほど楽しく思えないことや、他人にあまり興味を持てないことは、グレンにとって自分ではどうにもならない欠点、そして深刻な悩みの一つでもあったのだ。

（今夜も居ないか……まるでリトと引き換えにしたかのようだな。あの子が来てから一度もイルカに会っていない。無事だといいが……）

　地下水路の階段に座り込んでいたグレンは、イルカの身が心配なあまり悪い想像を繰り返してしまう。イルカを捕るような人間はこの国には居ないし、襲う大魚もこの辺りには居ないだろう。しかしどちらも絶対ではなく、毎晩来ていたイルカが何日も姿を見せないことに不安を禁じ得なかった。

（お前が再び姿を現すようになったら、すぐにでもリトを紹介しようと思っている。なんとなくだが、よい友になれる気がするんだ。お前の素晴らしいジャンプを見たら、リトはどんなに喜ぶだろう）

　グレンは地下水路の階段で独り溜め息をつき、天井を見上げる。小舟が並ぶ水路はさほど広くはなかったが、天井は十分な高さがあった。イルカが思い切りジャンプをしたり、宙に水みず飛沫しぶきを上げたりする様を想像すると、現実の静けさが身に沁しみる。

　いつしか当たり前になっていた光景を、かれこれ十日も見ていない。

　リトが来たこともあって最初のうちは淋しさを感じなかったが、安否がわからない今の状態が続くことを考えると、胸に穴が開いたかのようだった。

「グレン様、こちらでしたか。今夜は少し冷えますので、上着を持って参りました」

　カツカツと足音が聞こえてきて、地下水路にリトが現れる。

　ただそれだけで空気が暖かくなったが、それでもグレンは鉄柵の向こうに友の姿を求めた。今にもキューキューと鳴き声が聞こえてきて、柵のこちら側に顔を出しそうな気がするのだ。姿は見えないのに、イルカの気配を感じた。

「リト、私は毎晩ここで、大切な友と会っていた。とても聞き上手で可愛い子でね」

「──そう……ですか」

「君のように優しい眼まな差ざしのイルカなんだ。そういえば目の色も同じだな。夕暮れの空のような色だ。少し紫が混じったような、高貴で美しい青だ」

「高貴だなんて」

「これは世辞ではないぞ。君はとても品がいい。箱入りだが何をやっても呑み込みがいいし、とても礼儀正しく育ちのよい少年だと、女官達も褒めていた。もちろん私も常々そう感じている」

　グレンは微笑みながら階段を叩き、リトに隣に座るよう促す。

　持ってきてもらった上着を広げ、自分よりも薄着のリトの背にかけた。

「グレン様……勿もつ体たいないです」

「君が風邪を引いたら大変だ」

「僕は寒い地方から来ましたから、フューンの冬は過ごしやすいんですよ」

「そうか、それもそうだな。しかしこのままにさせてくれ」

　上着を背中にかけた状態で肩を抱くと、リトは頰を赤らめながら俯うつむいた。

　地下水路は無数の灯りで照らされているが、それほど明るいわけではない。

　揺れる蜜色の光がリトの頰を照らし、明暗を描きながら唇を艶つやめかせていた。

　とても可愛らしく見えて、肩だけではなく頰や唇にも触れたくなる。

（こんな気持ちになったのは初めてだ）

　白人の美しい少年少女も美男美女も見てきたが、フューンの人間を見慣れていると、彼らはどこか儚はかなく幻想的に見えてしまう。どんなに美しくても飾り物のようで、これまでは触れたいとまでは思わなかった。

「ここに毎晩来ていたイルカが、君と引き換えのように来なくなってしまった」

「……申し訳ございません」

「謝る必要はない。残念な偶然だ。本当は君を紹介したかったのだが、どこか遠くで幸せに暮らしていると思いたい。まるで人間のように私の言葉を理解して……相槌を打ったり喜んだりしてくれる、とても賢いイルカだったのだよ」

「グレン様……大丈夫です。間違いなく幸せに暮らしています。僕は、その……海に囲まれた小さな島国で育ちましたから、イルカとは波長が合うんです」

「そうか、だから君を見ているとイルカと一緒に居るような気分になれるんだな」

　グレンが笑うとリトは少し戸惑う表情を浮かべ、そのあとで唇を開く。

「あの、こんなことを言うのは烏お滸こがましいのですが……僕は、イルカの代わりにはなれませんか？　僕はグレン様のお世話をする小姓で、教養も足りませんし、身分が違うことはよくわかっています。でも、少しでもグレン様の力になりたくて……」

　たった一つしかないリトの瞳を見つめていると、グレンの胸を領していた淋しさは遠とお退のいていった。同じようなことを言って近づいてくる者はこれまでにも大勢いたが、リトの瞳には他の誰も持ち得なかった透明感がある。澄み切った心を表すかのように美しく、邪よこしまな計算など微塵もないことを信じていられた。

「友人になるのに、身分など関係ない。私の友は勲章も何も持たないイルカだった」

「グレン様……」

「私はイルカに悩みを打ち明けていたが、イルカは私に何も言えないだろう？　友と呼びながらもそれでよいものかと……少し申し訳なく思ったこともあった。その点、君は言葉で私になんでも言える。悩み事でも愚痴でもなんでもいい。イルカの分も、君が私に甘えてくれたらとても嬉しい」

　愛らしく美しい友人を前に、グレンは寒さも吹き飛ぶほどの温もりを感じていた。

　ただ隣に座っているだけで楽しくて、もうしばらくここに居たいと思う。イルカと一緒の時と変わらないが、しかしそれ以上に胸躍るものがあった。

「グレン様の友人にしていただけて、僕はもう幸せで……悩みも不満もまったく思いつきません。グレン様こそ、イルカに何か話したくてこちらに来られたのでは？」

「ああ、そうだった。君のことを話して、それから君を呼びにいくつもりだったんだ。どうしても紹介したかった。君とイルカは、仲よくなれる気がして」

　グレンがそう言うと、リトはまたしても戸惑った顔で俯く。

　何が問題なのかわからなかったグレンは、自分から質問してみることにした。

「時々難しい顔をするんだな。私は君を困らせているか？」

「いいえ、そんなことはありません。僕はただ……グレン様がイルカのことをとても大切に想っていらっしゃることに、感動しているだけです」

「イルカが友達なんて、おかしな王子だと思うかい？」

「いいえ……イルカは誰とでも友達になったりはしませんから。グレン様は海の生き物まで惹きつけるほど素敵な王子様です。おかしいなんてとんでもない」

「リト、君は優しいな。イルカが友達だなんて、女性に話したらどうなることか」

「……どうなりますか？」

「あまりよい想像はできないな。顔を引ひき攣つらせて、おかしな男だと思いながらも、私が王子だから我慢して……無理に笑顔を向けてくるだろう。そして私は、理解してもらえないことに落胆するんだ」

「──グレン様のことを本当に理解してくれる女性だって、きっと居ると思います」

「そうだな、もしかしたらどこかに居て……いつか身分を超えて心から尊敬し合える女性に出会えるのかもしれない。しかし私はそれほど夢見がちではなくて、すぐ目の前に理想的な人が居ると、その人にばかり意識が向いてしまう。これ以上なんてあり得ないと思ってしまうんだ」

「……すぐ、目の前に？」

　君だよ、君の他にはあり得ない──そう言っているのも同然なのに、リトは右目をぱちくりとさせるばかりで、自分のことだと気づいていない様子だった。

　それでも、しばらく見つめ続けると可能性に行き当たったらしい。

　急に恥ずかしそうな顔をして俯き、声もなく唇を開く。

「──もう行こう」

　グレンはリトに何も言わせないまま、彼の背中に手を伸ばした。

　華きや奢しやな体を支えて立ち上がらせると、グレンの上着を羽織っていたリトが再び唇を開く。「お部屋に戻るのですか？」と、イルカと同じ円らな瞳で訊いてきた。

「ああ、付き合わせてすまなかった。部屋に戻って温まろう」

　まだ一緒に居たい──そんな意思を示すと、リトは花が綻ぶような笑顔を見せる。

　なんて可愛いのだろう。こんなに素直で、感情が剝きだしで、心の美しさが透けて見える人はどこにいない。一生探したって出逢えないだろう。

　グレンは誰と一緒に居る時でも、笑顔の裏側では時が速く進むのを願っていて……この時間が終わったら本を読もう、剣の鍛錬をしよう、遠乗りに行こう、地下水路に下りてイルカに会いにいこう……と、次の行動にこそ喜びを見いだしてきたが、リトと居る時は違った。会話が止まっていても気詰まりではなく、焦りもしない。この時間が長く続けばいいと思えた。

「リト、実は訊きたいことがある」

「はい、なんでしょう、グレン様」

　薄暗い階段を上がる途中、グレンは小柄なリトの顔を見下ろす。

　あまりにも真剣に見つめ返されると、何を言うつもりだったのか忘れてしまった。

「──っ、なんだったかな……ああ、そうだ、入浴のことについてだ。一日に三度も温ぬるい湯か水に浸つかっているようだと聞いたのだが、風呂が好きなのか？」

　グレンの問いに、リトの表情はたちまち曇る。焦った様子で視線を左右に向けると、その場に立ち止まった。地上に続く階段の途中で、ぴたりと止まって狼狽えている。

「すまない、訊かれたくないことだったか？」

「あ、いえ……すみません。もしや、おかしなことだったのかと慌ててしまって……お湯や水に浸かっていると落ち着くんです。そういう時間が、好きなんです」

「そうか、妙な質問をしてすまなかった。風呂に入りたいなら、遠慮せずに熱い湯を用意させて浸かってほしいと思っただけだ。聞いただけで寒くなる」

「ごめんなさい。あ、これ着てください」

　リトは羽織っていた上着を脱ぎ、差しだしてくる。

　それをあえて受け取ったグレンは、階段を上がりながら袖を通した。

　リトの背中や肩をすっぽりと包んでいた物に触れたくなったのだ。間接的でもいいから、体温を感じてみたかった。同性愛は禁忌であるにもかかわらず、リトに触れてみたい気持ちが止まらない。

「温かいな。君の体温が少し残っている」

「──ご不快ではありませんか？」

「まさか。とても気持ちがいいよ」

　不快どころか触りたい。ほんのり感じる体温では物足りなくて、先程までのように掌で触れるだけでも足りない。胸に抱いたら、どんな心地だろうかと考えてしまう。

「水に浸かるのが好きなら、今度一緒に泳ごう。春になったら好きなだけ泳げる」

「……春に、なったら？」

「ああ、君が育った国の真夏くらいの気温になる。日中は海で泳ぎ放題だ」

　グレンの誘いに、リトはしばらく何も言わなかった。

　やがて「はい」と答えたが、何故か泣きそうな顔をしている。

　一つしかない目が濡れ輝き、今にも涙が零こぼれそうだった。自分が向けた言葉の何が問題だったのか、グレンはわからないまま手を伸ばす。どうしても放っておけなくて、震えるリトの体を友人として抱き締めた。
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　リトが宮殿に来て半月が経ち、南のフューン王国は次第に春めいていった。

　大陸全体が暖かくなって北の国の氷が融ければ、リトの紹介者ということになっているグレンの伯母が来るだろう。噓が発覚してスパイだと見做されたら、拷問の末に殺されるか幽閉されるのは間違いなかった。

　グレンの友人として、小姓という立場を遥かに超えて可愛がってもらっていたが、その信頼の原点は身内からの紹介にある。そこが崩壊したら一巻の終わりだろう。

　彼は優しいので事情を聞いてくれるかもしれないが、事はそんなに簡単ではない。

　実のところ、リトは王や王妃によく思われていなかった。

　リトが現れたことで、決まる寸前だったグレンの婚約話がまったく進まなくなり、彼が女性達を避けてリトとばかり一緒に居るからだ。

（北の国を覆う氷が融けるまで、たぶんあと一ひと月つきくらい）

　リトは与えられた部屋のバスタブに頭まで浸かりながら、水の中で両足を摩る。

　隙を見て一日に三回から五回ほど湯や水に浸かるのは、足を維持するために必要な行為だった。どこからどう見ても人間になったリトだったが、それは外見上の話で、中身まで人間になったわけではない。こうして顔を水に浸していても息が苦しくなることはなく、時間の許す限り潜っていられた。逆に一日に何度も水に浸からないと、足が干からびて歩けなくなってしまう。その際は激痛を伴い、一歩歩くごとに鋭利な刃物を突き立てられているようだった。

（──常に痛む足しかもらえなかった姉上に比べれば……僕は凄く恵まれてる。声を奪われることもなかったから、たくさんお話できるし）

　今日も朝から晩までグレンと一緒に居て、彼の求めに従って詩を朗読した。とても心ここ地ち好よい声だと褒められ、自分で読むよりも楽しかったと言ってもらえたのだ。

　バスタブに浸かる暇がなく、座っているのもつらいほど腰から下が痛かったが──そんなものを吹き飛ばすくらい幸せだった。最後は海の泡となって消えた姉も、今の自分と同じように、痛みに負けない幸せを嚙み締めていた時もあったのかと思うと、嬉しいような悲しいような、なんとも言えない気持ちになる。

（スパイだと思われて拷問されて、それで死んだとしても……僕は自分の人生を幸せだったと言えるだろうか。これまでは確かに、夢のように幸せだったけれど……）

　バスタブに張った水の中で、リトは首を左右に振った。

　贅ぜい沢たくはいけないとわかっているのに、このままでは足りないと思ってしまう。

　いつの間にか、グレンが口にする「友」という言葉に喜べなくなっていた。

　彼がそう言って自分との関係を明言するたびに、念を押されて、突き放されている気がするのだ。同性愛は禁忌だということも、世間話として何度か聞かされた。

　グレンは向けられる禁断の恋心を察していて、「君は友達だ」「私をそういう意味で好きになるな」と牽けん制せいしたいのかもしれない。

　水から顔を出したリトは、閉じたまま開けなくなった左の瞼に触れた。

　さらにもっと何かを失うことで恋が叶うなら、自分は何を犠牲にできるだろうか。

　グレンから褒めてもらったものは何も失いたくない。少しでも好きでいてもらえる要素は残して、そのうえで彼の恋人になれるなら何を失っても……と考えたリトは、自分の甘さに気づく。姉は声を失い、激痛に苦しみながらも恋に破れた。

　王子の胸をナイフで刺し、その血を足にかければ救われたのに……王子を傷つけることも恋敵を傷つけることもなく、海の泡になったのだ。

（──どんな気持ちだったんだろう。好きな人と結ばれない悲しみも……好きな人が他の人を愛してしまう苦しさも、姉上は嫌というほど味わったはずだ）

　どれほどの痛みだったか、今は到底わからないけれど……しかしいつか、自分にもわかる日が来る気がしていた。どんなに頑張ったところで、恋の結末は見えている。

（……僕の性別は、グレン様と同じ……）

　髪の滴しずくをタオルで拭いながら、リトは姿見の前に立つ。

　体の中心にある性器を見て、魔女に切り落としてもらえばよかったと思った。

　グレンは白い肌も金の髪も青い瞳も美しいと褒めてくれるから、つい考えてしまう。

　もしも性別を変えることができて、人間の若い娘の姿で出逢えていたら……今頃、グレンの恋人として過ごしていたのだろうか。







　着替えを終えてからしばらくすると、扉を遠慮がちにノックされる。

　蠟ろう燭そくを六つ灯ともしただけの薄暗い部屋の中で、リトは慌ててガウンを手にした。

　夜更けに誰だろう、何かあったのかな──そう思いながらも心の中には期待があり、扉の向こうに立っているグレンの姿を思い描く。

　そして彼は困り顔で言うのだ。「何故だか眠れなくて」「イルカのことが気になる。地下水路に行ってみないか？」「体が冷えた。紅茶を淹れてほしい」──これまで彼に言われた言葉を蘇よみがえらせたリトは、「はい、今開けます」と答えた。

　訪問者がグレンであることを祈りながら扉を開けると、期待した通りの顔がある。

　しかしこれまでのような、苦笑を含んだ困惑顔ではなかった。

　グレンは眉間に皺しわを寄せ、酷く険しい顔をしている。

「リト、遅くにすまない。今夜はここに避難させてくれ」

「──え、あ……っ、グレン様!?」

　部屋に滑り込むように入ってきたグレンは、後ろ手に扉を閉めて施錠した。

　蠟燭の炎で橙だいだ色いいろに光る部屋の中で、体中の毒素を吐きだすような溜め息をつく。

「母の差し金で、エルザが寝所に来た」

「……っ!?」

「結婚前の娘に、まさかあのような真似をさせるとは思わなくて……心臓が飛びだしそうになった。一国の王妃から直々に頼まれれば言いなりになるしかないだろうが、流石さすがにここまでするのは……本人も不本意なはずだ。もちろん私も、生娘に手を出すような真似はできない」

　避難させてくれという言葉の意味を理解したリトは、目の前に立っているグレンを直視することができなかった。ほんの一瞬の間に様々な感情が交錯し、視線を合わせたらすべて見抜かれてしまう気がしたのだ。

「しばらくここに置いてくれ。エルザは母の言いつけを忠実に守っているようだが、そのうち諦めて私の寝所から出ていくだろう」

　リトは「はい」と答えたが、やはりグレンの顔を見ることはできなかった。

　いつの日か、グレンがエルザと結婚すること。そのことが、彼を産み育てた両親の望みであること。そしてグレンの口ぶりからして、生娘ではない女性と床を共にした経験があること──いくつもの事実に、胸が押し潰されそうだった。

　たとえ過去のことでも、グレンが誰かを愛する姿は想像したくない。大人の男女が交わす一夜の戯れだったとしても、全身全霊で思考を閉ざしたくなる。

　もちろんこれから先のことも同じだ。自分以外の誰かと睦むつまじくしているグレンの姿なんて、考えたくなかった。

「室内が暗いので、もっと火を灯します」

　リトは重い足取りで燭台に近づくが、背後から「このままでいい」と言われる。

　眠れない夜の過ごし方は、いつだって読書だった。

　しかしこの灯りでは無理なので、では何をして過ごすのかと考えてしまう。

（僕がもし女の子だったら、裸でベッドに入って……キスしたり、抱き合ったり……そうやって、甘い一夜を過ごせたのかもしれない）

　白い肌の娘が、この国で王子の花嫁になるのは難しいようだったが、恋をすることくらいは許されたはずだ。「結婚はできないけれど、君が好きだ」と、グレンは言ってくれただろうか。

　そして力強く抱き締めてくれる彼に、自分も素直に「愛しています」と伝えて……シーツが波打つくらい求め合って乱れ合って、何度もキスをして──。

「貴族の娘が男の寝所に来るなんて、こんなおかしなことになっているのは私のせいなのだろうか。弟が生まれたことで、しばらくは自由でいられると思っていたのに」

　長椅子に腰かけたグレンは、身も心も疲れ切っている様子だった。

　どうしたら彼を癒せるのかわからず、リトは「紅茶を淹れて参ります」と言って、膝かけを手にする。自分自身も考える時間が欲しかったのだ。想像したくないことを頭に描いてしまったせいで、動揺が治まらなかった。

「紅茶はいい。ここに居てくれ」

　組まれた長い足の上に膝かけを広げると、突然手首を摑まれる。

　隣に座らせられたリトは、グレンの手指の感触に意識まで摑まれた。

　彼は何も言わない。お互いに正面を向いているので、視線が繫がることもない。

　グレンの指が動きだし、リトの手の甲へと移動した。指と指の間に、彼の指が入り込んでくる。甲を掌で押さえ込むようにしながら、ぎゅっと指を組まれた。

「もし、こうだったら……ああだったらと、近頃……そんなことばかり考えている」

「──グレン様？」

「現実とは条件が異なる世界で、私達は、今以上に身を寄せ合っているんだ。そんな夢を見る。寝ている時も、起きている時も」

　グレンは長椅子の前に置いてある本棚を見ながら、「胸が苦しい」と呟つぶやく。

　リトは一瞬耳を疑い、少し遅れて彼の言葉を受け止めた。

　胸が苦しいと、そう言ってくれたのだ。もしこうだったら、ああだったらと、そう考えた末に、胸が苦しいと──。

　僕も同じです。貴方のことを考えるだけで切なくて、幸せなのに苦しくて──そう言いかけたリトは、泣きたい気持ちを振り切ってグレンの指を握り返した。

　夢のようだけれど、これは確かに現実なのだ。

　勘違いでなければ、グレンは自分のことを好きになってくれたのかもしれない。

　同性ではなく、ブロンズ色の肌を持つフューンの人間であったなら……と、現実と違うものを望まれている気がした。そうすればきっと、友情を超えられたのだ。

「グレン様……」

　人間になるだけで精いっぱいで、ごめんなさい。女の子になることも、フューンの民になることもできなくてごめんなさい──口には出せなかったが、謝りたくて彼の顔を見つめると、握られた手を引かれる。

　あ……っ、と声を出す暇もなく唇が迫ってきた。イルカの姿でキスをされた時とは、何もかも違う。グレンの表情は真剣で、そしてとても苦しそうだった。

「……っ、う……ん……」

　唇を塞ふさがれ、うなじを押さえられる。

　リトの柔らかな唇は溶けるように崩れて、侵入してくる熱い舌を迎え入れた。

　呼気からは酒の匂いを感じなかったが、キスをするとワインの味が伝わってくる。

　ああ、お酒のせいだったのか……とリトは気づく。

　おそらく彼は酔っているのだ。友人のキスではないけれど、恋人のキスだと思って喜んで受け止めてはいけないのかもしれない。グレンは酒に強い方ではなく、今夜の彼は正気ではないのだ。
















「ふ……ぅ、っ」

　それがわかっていても彼を求めずにはいられない自分は、誇りがなく、狡ずるいのかもしれない。けれど、それでもいいから触れ合っていたかった。

　グレンの中にほんの少し芽生えただけの……本来なら抑え切れるほど小さな恋心が、酔いに任せて増幅し、解き放たれたに過ぎない──わかっているから、勘違いせずにきちんと弁わきまえておくから、どうか、今だけは……。

「は……っ、ふ……あ……」

　リトは覚悟を決めたうえで、そっと目を閉じる。

　たとえ一夜限りでもいい。エルザのことで動揺したグレンが酒を呷り、その勢いでこんなことをしているだけだとしても、今はこの夢に縋すがりたい。

　おずおずと舌を動かすと、侵入していた彼の舌と絡み合った。

　それが合図になって、二つの体が忙しなく動きだす。

　グレンの手はリトの体を弄いじり、リトもまた、グレンの背中や腕に何度も触れた。

　口づけを交わすだけでは満たされず、衣服を脱いで剝きだしの肌を重ねたくなる。

「あ……グレン様……っ」

　唇が離れた瞬間、リトの体は逞たくましい両腕で掬すくわれた。

　グレンが足を向けた先は天てん蓋がいのついたベッドで、マットの上に下ろされる。

「リト……」

「ん、ぅ……っ」

　もう一度名前を呼ぶ前に唇を塞がれ、より濃厚なキスをされた。

　ガウンの腰こし紐ひもを解かれるのがわかる。リトの手も、グレンのガウンに伸びていた。

（──体が熱い……こんなふうになるなんて、思わなかった……）

　大人の男女がベッドで何をするのか、本が好きなリトは知識として知っている。

　夫を持つ姉からも教えられ、人魚の交尾と人間の情事の違いもわかっていた。

　どちらも、これまではあまり考えてはいけない秘めたことのように思っていたのに、急に身近に迫ってくる。頭で考えなくても、恋しい気持ちが体を動かしていた。

「は……ぁ……」

　キスをしながらガウンを脱がされ、膝下まである寝間着を捲めくり上げられる。

　二本の足が露あらわになり、下着に触れられた。臍へその下で結んでいた固めの蝶ちよう結むすびを、シュッと解かれる。下着が膝に向けて下ろされる中、リトは火の点ついた体で震えた。

　触れられたい気持ちがあるのに、怖くて仕方がない。組み敷いている相手が自分と同じ男だと認識した途端、グレンの酔いは醒めるかもしれないのだ。

　手を止めて身を引き、気まずい顔をするだろうか。「すまない」と一言だけ言い残し、この部屋から出ていってしまう姿が脳裏に浮かぶ。

「ふ、あ……あぁ……」

　想像とは違って、彼は性器に触れても迫ってきた。

　兆きざした物を大きな手で扱しごかれながら、リトはこの上ない喜びを感じる。

　先端から滴したたるとろみを行き渡らせ、指や掌を使ってクチュクチュと刺激されるのは堪たまらなく心地好かったけれど、肉体の快楽は二の次だった。何よりも心が満たされ、海に帰ったように自由になれる。

「グレン様……っ」

　遠慮は要らないのだと思うと、自分を抑えていた何かが外れた。触れたい気持ちのまま両手を伸ばしたリトは、グレンの襟足に触れる。顔を引き寄せ、そして自ら起き上がって唇を重ねた。自分からキスをして、彼の肉感的な唇を味わう。弾力も硬さも、表面の感触も、これまでとは違う発見があった。

「ん、う……ぅ」

　舌を味わっている間も性器を弄られ、寝間着をさらに捲られる。平らな胸が露わになっても、グレンは変わらず接してくれた。快楽によって、肌がサアッと粟あわ立だつ。

　乳首は触れられる前から反応し、見なくてもわかるほど尖とがった。性器と同じように弄られたくて……期待するだけで左右の乳首が疼うずきだす。

「は、っ、う……あ……」

「リト……私のリト……」

　甘い声で囁ささやいたグレンが、胸に顔を埋めてくる。痼しこった先端を舐なめられると、足の先まで快感が伝わった。体中の神経の繫がりを感じる。体の末端まで……そして心の底まで、彼に愛される悦よろこびが伝染した。

「あ、ふあ……ぁ！」

　幼げなリトの性器は、緩急をつけた手で扱かれ続ける。そのうえで右の乳首を指で摘つままれ、左の乳首は強く吸い上げられた。

　リトは思わず膝を擦こすり合わせるが、足腰に力を入れたところで無駄だった。堪えるつもりが達してしまい、ピシャッと胸に飛沫しぶきが散る。人間らしい青い匂いを捉えると、恥ずかしさと嬉しさで胸がいっぱいになった。ふわふわと舞うような快楽──これは人の性の悦びであり、紛まぎれもなくグレンよって齎もたらされたものだ。

「リト……ッ」

　絶頂の悦びを漂うリトは、切羽詰まったグレンの声を耳にする。

　揺らめく蠟燭の光の中で、彼が寝間着を脱ぐ様が見えた。

　やはり膝下まである長い寝間着を首からするりと抜き取り、下着の紐を解く。

「あ……ぁ、グレン様……」

　絹を内側から突き上げていた著大な物が、リトの目に飛び込んできた。

　今はどこも触られていないのに、性器も乳首も変わらず疼く。

　グレンの肌の色と同じ、ブロンズ色の肉の欲望は目を瞠みはるばかりの威容を誇り──それをただこうして見つめているだけで体が反応した。達したばかりのリトの性器は、萎なえることを知らずに勃たち続ける。

（僕の体を見たり触ったりして、こんなに……）

　同性でも愛してもらえるのだと思うと、涙が滲にじんだ。たった一つのリトの瞳には、蠟燭の光しか映らなくなる。燦さん然ぜんと輝く視界の中に、リトはグレンの姿を思い描いた。

　イルカとして地下水路で会っていた頃の笑顔、時折見せた憂い顔──溺れた時の青ざめた顔も、人として接し始めてからの切なげな顔も、すべて記憶に刻んである。

「あ、あ……ん……ぅ」

「──ッ……」

　重量感のあるグレンの性器が、白濁に汚れたリトの性器に重ねられた。

　大きさも重さも極端に異なるものの、どちらも同じ性を示す物だ。

　それら二つが、グレンの右手で纏められる。

　無論、片手では輪にならなかった。

　グレンは自らの手で作った欠けた輪に向かって、腰を動かし始める。

　最初のうちは緩やかだったが、次第に呼吸が乱れ、動きも速くなっていった。

「あ、あ……グレン様……ぅ、ん……う、ぁ！」

「リト……私を許してくれ……」

　官能的な苦しさを見せながらも、グレンは謝罪し、快楽に息を詰める。

　リトは自分の想いを伝えるため、恐る恐る彼の手に触れた。二つの性器を包む手が完全な輪になるよう補って、擦れ合う自分と彼の昂たかぶりを包み込む。

「好きです……僕は、グレン様が好きです……っ」

　これが酒の勢いに任せた一夜限りのことで、この先も続くわけではないとしても、今この瞬間の幸せを伝えたかった。想いを口にできることが、嬉しくて堪らない。

「僕は、グレン様が好きです……貴方だけを、愛しています」

　こんなに明確に言える時が来るなんて──もしも今すぐ姉のように消え去っても、自分の人生は最高に幸せなものだったと言えるだろう。

「あ、あ……っ、う……！」

　欲望は膨れ上がり、脈打つ昂りは限界まで張り詰める。

　二人の手の中で絶えず擦り合わされた雄は、卑ひ猥わいなほど粘質な水音を立てた。

　硬くなった筋と筋が、互いを刺激して絶頂へと誘いざなう。

「グレン様……っ、あ……」

「──リト……ッ……」

　その瞬間、リトは瞼を閉じずに彼を見つめた。

　片方だけでも目が見えることに感謝しながら、自分を愛してくれるグレンの表情を記憶に留める。切なげで官能的な瞳を見ていると、それだけで天にも昇る心地だった。
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　目が覚めると、そこには黄金色の輝きがある。

　リトの髪は黎れい明めいの薄い光をほしいままにし、仄ほの暗ぐらい部屋の中で煌めいていた。

　柔らかく透けるような肌は、真珠粉を塗まぶしたように艶やかだ。

　乳白色にも薔薇色にも見えて、否いや応おうなく誘われてしまう。

「リト……」

　愛くるしい頰と額にキスをしたグレンは、形のよい耳にも口づけ、「君が好きだ」と囁いた。一度では足りなくて、そして「好き」では表現し切れなくて──もう一度、今度はより深い想いを込めて「愛している」と囁く。

　昨夜の情事で疲れたのか、リトは静かな寝息を立てながら眠っていた。

　たとえ愛の言葉が伝わらなくても、リトが隣に居るだけで幸せを感じられる。

　昨夜の自分の行動は、一国の王子として相応ふさわしいものではなく、正直なところ、今この瞬間も先のことは考えられない。

　冷静になればなるほど恐ろしいことになるのがわかっていた。だからこそ、酒の助けを借りて衝動を加速させたのだ。

（私は君と同じ男だ。結婚は疎おろか……周囲の反対を押し切って君を恋人だと宣言することすらできない。すべてを捨てて君と逃げることもできないだろう。そんなふうに、制約だらけで、できないことばかりで……覚悟もないのに……）

　それでも欲しくて、どうしても触れたくて手を出してしまった。

　先のことが恐ろしい反面、こうして寝顔を見ている時間はあまりにも幸せで、この部屋ごと時間を切り取りたくなる。

　思うことはやはり、現実とは違うもしもの世界の話ばかりだ。自分が王子ではなく、普通の貴族の三男や四男に生まれていたら、リトを恋人にすることもできただろう。

　宗教上の問題はあるが、特異な性癖を隠して田舎に移り住み、恋人と倹つましく生きている貴族がいることくらいは知っている。リトがもしも乙女であったら……と思ったことも一度はあったが、それはグレンの望みとは違っていた。

（リト……）

　今のリトのまま、このままがいい。海が見える小さな屋敷で、本に囲まれて暮らしたい。冬には馬を駆って遠乗りに行き、春になったら海で泳ごう。友であるイルカと再会して、三人で暮らせたらどんなにいいだろう。

「おやすみ……」

　起きる気配のないリトに、グレンはもう一度キスをする。

　女官が動きだす前に自室に戻らなければならないため、身支度を整えた。

　すやすやと気持ちよさそうに眠るリトを残して、名な残ごり惜おしく主扉に向かう。

　廊下から人の声や物音がしないことを確認してから、ほんの少しだけ開けた。

　そして顔を出した次の瞬間、グレンは頭から水をかけられたような衝撃を受ける。

「──っ、う……!?」

　誰も居ないと思った廊下に、今もっとも会いたくない人がいた。見慣れない椅子が置いてあり、そこにきちんとドレスを着た王妃が──実の母親が座っていたのだ。

　目が合うなり立ち上がった王妃は、「昨夜は素敵な夜でしたか？」と訊いてきた。

「母上……っ、何故こんな所に……」

　一瞬で顔色を失ったグレンは、それでもリトに気づかれぬよう声を潜め、部屋から出て扉を閉めた。夢だと思いたかったが、これは間違いなく現実だ。

　部屋と廊下の気温の差や、空気の流れの違いを肌で感じる。同時に母親の視線も、痛いほど感じられた。寝間着にガウンと室内履きという……もう何年も母親に見せていない恰かつ好こうを、上から下までまじまじと見つめられる。

「エルザが泣いていましたよ。あのように美しく気立てのよい娘を傷つけて、貴方はいったい何をしているのですか？」

「……っ、母上、私は……リトのことが……」

「やめてちょうだい、聞きたくないわ。問とい質ただしたわたくしが愚かでした。グレン、貴方はもう何も言わなくてよろしい。むしろ黙っていなさい」

「いえ、聞いてください。私は告白しなければならないことがあります」

「お黙りなさい！　これは母親としてではなく、王妃としての命令です」

　真紅のドレス姿の王妃は、成人している息子がいるとは思えないほど若々しい顔を歪ゆがめ、柳眉を逆立てる。目の前に立つや否や、憤ふん怒ぬの炎を宿した瞳で睨にらんできた。

「我が国では宗教上、同性愛は固く禁じられています。民の模範となるべき王子が、禁忌を犯すなど許されることではありません。しかしながら、貴方を罰することなど誰ができるでしょうか。罪に問われるべきは、誘惑した悪しき者です」

「……っ、違います！　母上、そのような事実はありません。あの子にはなんの罪もないんです。私が勝手に好きになって、無理やり……っ」

「お黙りなさい！　先程そう命じたはずです」

　胸を拳でドンと叩かれたグレンは、立ち尽くしたまま咳せきを堪える。

　まさか母親が手を上げるとは思わず、どれだけ怒らせたのかを痛感した。

「義あ姉ね上うえ様の紹介とはいえ、私が遠慮する必要はないのです。あの子を直ただちに捕らえ、拷問の末に首を刎はねることなど造作もないこと。それを肝に銘じておきなさい」

「何故そんな……っ」

「私は我が子に嫌われることなど怖くはありません。貴方の母親である前に、一国の王妃ですから。一時の衝動に駆られて愚行に走る貴方とは、覚悟が違うのです」

「母上……っ、信頼を裏切ったことを許してください。どうか、リトにだけは……」

「グレン、誰にでも一度や二度の過ちはあるものです。王子の貴方はそれが許される立場ではありませんが、一度だけ、貴方が犯した罪を忘れてあげても構いません」

　あくまでも王妃の顔をしている母親の言葉に、グレンは自分が追い詰められたのを察する。罠に嵌はめられた獲物の気分だった。

　もちろん自分で蒔まいた種ではあるが、この会話の行方ゆくえは見えている。

　どのような交換条件を持ちだされるか、聞くまでもなくわかっていた。
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　グレンと一夜を共にしてから十日が経ち、リトは王妃の小姓として働いていた。

　甘やかな夢の一夜が明けると、隣にグレンの姿はなく、女官長が部屋を訪ねてきて言ったのだ。「貴方には今日から王妃様の靴係になってもらいます」と──。

　グレンの部屋からは遠い部屋に移動させられ、靴を磨く以外の仕事は与えられず、王子様には近づかないようにと言い渡された。

　廊下でグレンと擦れ違うことはあるものの、声をかけることは許されていない。

　彼もまた、視線すら向けてこなかった。

　もとより手の届かない人だとわかっていた話で、同じ地面の上に居るだけでも幸せなことなのに、いくら自分に言い聞かせても心から納得してはいない。諦め切れずに、「どうしてですか？」「何故なんですか？」と、顔を見るたび問いたくなった。

（──あの夜のこと、後悔しているんですか？）

　リトは窓辺に立ち、剣術の鍛錬に励むグレンを見つめる。

　午後の光の中、彼は兵士と共に汗を流し、シャツが泥だらけになるほど夢中で剣を振るっていた。一度に何人もの相手と同時に戦い、時には地べたに転がったり壁面に叩きつけられたりしながらも、俊敏な動作で体勢を立て直す。無論、使っているのは刃を潰した練習用の剣だ。しかし漲みなぎる気迫は本物で、見ているだけで足が震える。

（どうか、怪我をしないように気をつけてください。ご婚約も決まって……これから、国を背負っていかれる大切な御体ですから……どうか、くれぐれも……）

　こうして同じ宮殿の中に居るのに、陸と海に分かれているような気さえした。

　彼の姿を見ていても、声が聞こえても、心が遠い。

　あの夜のことは、酒に酔った彼の一時的な衝動であり、夜が明ければ夢は覚めると、覚悟していたつもりだった。幸福な一夜を一生の思い出にすれば、それを糧に生きることも死ぬこともできると思っていたのだ。

　生でも死でも、どちらに転んでも幸福だと信じていたのに、現実はとても厳しい。

　一度知った幸せを糧にするどころか、さらなる幸福を求めてしまった。

　何故あの翌日にエルザと婚約したのか、何故自分を王妃に譲り渡して冷たい態度を取るのか……それについて考えるのが怖い。

　お願いだからもう一度、真っ直ぐに見つめてほしい。声をかけてほしい。

　本当は君のことが好きだけれど、仕方なく結婚するんだ──と、語る声を想像し、何度も同じことを繰り返してしまう。「本当は君が好きなんだ」「君を愛している」と、グレンの声が頭に響く。

　実際には聞いていない。憶おぼえているのは、「私のリト」という言葉だった。

　あれは恋しい者に対する言葉ではなく、小姓に対する所有の意だったのだろうか。

　自分を王妃の小姓に指名したのはグレンだと聞いてから、リトの心は乱れ、彷徨さまよい続けている。そのうえ、考えなければいけないことが他にもあった。

　この十日間で気温がさらに上がり、南国フューンの暑い春が迫っているのだ。北の国の大公に嫁いだ王の姉は、海を覆う氷が融けると里帰りするという話だった。大公夫人である彼女がフューンに来れば、リトが持ってきた紹介状が偽物であったことが発覚し、スパイの嫌疑をかけられる。拷問や幽閉、或あるいは死罪が待っているのだ。

　グレンの姿をこうして窓から見つめていられるのも、あと少し──。

（僕がスパイとして捕まったら、貴方は傷つくでしょうか。裏切られていたと、そう思いますか？　それとも、僕を信じてくれますか？）

　いくら問いかけても彼には届かず、硝子ガラス越しに感じる熱に焦燥が募る。

　フューンの春は元々早いが、今年は例年以上に暑くなるのが早い気がした。

　南から北まで泳ぎ回ってきたリトは、過去に何度も見た光景を思い浮かべる。

　北の国を囲む氷は、とても静かに……しかし時に大きな音を立てて割れるのだ。

　流氷が崩れて散って、沖に流れて消えていく。いつも眺めて愉たのしんでいた光景を、こんなに恐れる日が来るなんて……恋を知る前は夢にも思っていなかった。

　春の訪れは自分に死を齎もたらし、その一方でグレンには結婚という幸せを齎す。

　彼にとってそれが本意ではないことは知っているが、結婚して子供が生まれたら、弟が生まれた時以上に喜ぶことだろう。新しい家族を迎えることで、グレンが幸せになれたらいい。いつも立派な王子らしく振る舞っていた彼が、妻の前で本当の自分をさらけ出せるようになって、今よりもずっと楽で、幸せな日々を──。

「──っ」

　胸に鋭い痛みを感じ、リトはカーテンに縋りつく。

　呼吸の仕方を忘れてしまい、焦るほど息が苦しくなった。文字通り鷲摑みにされているかのように心臓が引き絞られ、鋭利な爪がズブズブと食い込んでくる。

「う、ぅ……う……」

　現実には何も起きていないのに、立っていられないほど胸が痛かった。

　床に膝をついて落涙すると、透明な滴が七色に光って、白真珠に変わる。

　大小様々な粒は小気味よい音を立てて弾み、そのままころころと転がった。

　血の涙でも零れてきそうなほど胸が痛いのに、白くて綺麗な真珠になるなんて……まるで、お前は人間ではないと思い知らされているかのようだ。

（──神様……僕は確かに人間ではありません。こんなふうに苦しくなるのは、僕がグレン様の幸せを願い切れていないせいなのでしょうか？　本当は、婚約者の女性が羨ましくて、妬ねたましくて……でも、どうか信じてください。僕は、彼に幸せになってほしい。それだけは、本当なんです……っ）

　大粒の真珠を拾い集めながら、リトは袖で目元を拭う。

　望んでいたのはこんな奇跡ではなくて……ただ普通に、人間として彼と一緒に居たかった。遠ざけられるくらいなら、ただの小姓のままで……それどころか、イルカのままでいた方がよかったのかもしれない。

（いいえ、それは違う……そんなふうに思ってはいけない。後悔なんかしちゃ駄目だ。この姿になってグレン様とたくさんお話しして、僕が淹れた紅茶を飲んでもらったり、お着替えの手伝いをさせてもらったり……本当に楽しかった。たった一夜でもあんなふうに抱いてもらって、僕は凄く、幸せだった……）

　噓が発覚し、捕らえられる前に──もう一度だけでいい。「貴方が好きです」と伝えたい。「私のリト」と囁かれながら、ベッドの上で愛してもらいたい。

　あまりにも贅沢な望みだけれど、どうかもう一度だけ──。

「リトさん、ちょっといいかしら？」

「……っ！」

　真珠の粒を拾い終えると同時に、ノックの音が耳に飛び込んでくる。

　廊下から声を掛けてきたのは、グレンの婚約者のエルザだった。

　彼女は声まで際立って美しいので、すぐにわかる。

「は、はい。今……開けます」

　思わぬ訪問者に慌てたリトは、真珠をポケットに詰め込んでから立ち上がる。

　もう一度涙を拭い、扉を開ける前に呼吸を整えた。

「突然ごめんなさいね。殿下の小姓から王妃様の靴係に昇格したと伺って、お祝いを言わなければと思っていたのよ」

「──昇格？」

「ええ、そうでしょう？　おめでとう。貴方は本当に殿下に気に入られているのね。そうでなければ大事なお母様に推薦したりしないでしょうから」

　にっこりと微笑むエルザは、健康的な肌によく似合う白いドレスを着ている。長い黒髪は複雑な形に結い上げてあり、真珠と銀の髪飾りを着けていた。

「ありがとう、ございます」

　婚礼衣装を彷ほう彿ふつとさせる装いを前に、リトは思わず視線を逸らす。彼女の顔を見ているだけでもつらかったのだ。萎しおれている自分とは逆に、彼女は自信に満ちていた。

　これからグレンと結婚して子を生なし、いつの日か王妃になる人だ。この世の幸福をすべて集めたかのように輝いて、誇らしく胸を張るのも当たり前の話なのだろう。

「貴方に言いたいことはお祝いだけじゃないのよ。殿下に信頼されている貴方にどうしても協力してほしいことがあるの。これ、見たことがあるかしら？」

　エルザは幾重にも重なった絹のスカートの中から、隠し持っていた小箱を出した。

　周囲に人が居ないことを確かめつつ、それを開けて中身を見せてくる。

　入っていたのは、黄金とルビーとダイヤモンドのブローチだ。しかし完全な物ではなく、石畳のように敷き詰められた小さなダイヤモンドのうち、五石が抜けていた。

「はい、グレン様に見せていただいたことがあります」

　見たことがあるかしら──という問いに対して答えたリトは、ブローチをグレンに見せてもらった時のことを思いだす。その時初めて見た振りをして、「綺麗ですね」と彼に言ったが、実際にはそれ以前にも見たことがあった。

「これがどういう品か、そしてどうして壊れてしまったのかも訊いているかしら？」

「はい、先日のお誕生日に両陛下から贈られた物だと伺いました。船から海に落ちた際に壊れてしまい、小さな石が外れ、針も歪んでしまったと……」

「ええ、両陛下の手前とても気にされているようで。婚礼の際に使おうにも、宮殿の職人に修理を依頼すると、壊したことが両陛下の御耳に入ってしまうでしょう？」

　婚礼という言葉に全身で反応しそうになったリトは、無理に笑顔を作る。

　しかしそれが今の会話に相応しくないことに気づき、今度は無理に眉を寄せた。

「……そうですね……きっと、お困りでしょう……あの、僕に何か、お手伝いできることがありますか？」

「ありがとう、貴方なら協力してくれると信じていたわ。実はね、以前宮殿で働いていた職人が、引退して城下町で質店を営んでいるんですって。もちろん頼めば修理も引き受けてくれるのよ。腕は確かだし、口が堅い職人気質の人だそうで……」

　エルザは声を弾ませながら小箱を渡してきて、質店の場所や名前を説明し始めた。

　質店に行って極秘に修理を依頼してほしい──そう頼まれているのだとわかったが、宮殿と海しか知らないリトには、途と轍てつもなく難しい役目に感じられる。

「このことは殿下にも内緒よ。修理が終わったら貴方が質店に取りに行って、殿下に直接これを渡してちょうだい。殿下がお喜びになる姿が目に見えるようだわ」

「は、はい……でも……」

「あ、代金のことなら心配しないでね。受け取りの際には、足りないダイヤモンドの代金も修理代も貴方に渡すわ。それについて殿下に話す必要はないのよ。貴方一人のお手柄にしてくれていいの」

　そう言って微笑んだエルザは、異国の人間だと認識しているリトに対して、それはそれは丁寧に道順を説明し始めた。城下町への行き方から、質店の近くにある目立つ塔や門の形状にも触れ、城下町に行ったことがないリトの不安を取り除こうとする。

　その一方で、地図を描いて渡すという考えはないようだった。

　同じ説明を二度もした彼女は、「古い木製の高い塔と、貝殻が埋め込まれた石の門の間にある質店よ。テラコッタの看板を下げているわ」と、その部分に関しては三度も同じ言葉を繰り返した。







　王妃の靴係とは名ばかりで、毎日すぐに終わってしまう程度の仕事しか与えられていないリトは、女官長の許しを得て城下町に向かった。エルザの指示により日没後に出かけ、金髪や白い肌が目立たないよう、フード付きのマントで隠している。

　宮殿から少し歩いた所に、辻つじ馬車が集まる乗り場があった。

　数人の御者が、ランプやパイプを手に雑談している。「日中は暑くなってきたのに、夕方になると冷え込むな」「まったくだ。春は遠い」と話しているのが聞こえてきた。

（──春は、遠い……）

　彼らの言葉を耳にしたリトは、密ひそかに安堵する。

　確かに日中は暖かくなっていたが、朝夕はまだ冷えるのだ。

　噓が発覚する日も、グレンが結婚する日も、いずれ必ず来るけれど……しかし今日明日のことではない。あともう少しだけ、彼と同じ宮殿の中に居られる。

（グレン様、このお役目、きちんと果たします。元の綺麗な状態になったブローチを持って、貴方に会いにいきたい。どうしても、もう一度だけ……）

　会ったところで、いまさらどうにもならないのはわかっている。それでも顔を見て話したかった。大切なブローチを直してグレンに手渡し、彼の笑顔を間近で見たい。

　リトはその一心で、上着のポケットに入れたブローチの箱に触れる。

　絶対に落とさないよう、マントと服の下で膨らむそれに、常に意識を向けていた。

　最初は荷が重い役目だと思ったが、今はエルザに心から感謝している。

　こういった機会でもなければ、グレンの目の前に立つことすらできないのだ。

　ブローチが直って再び完全な輝きを取り戻した時、きっと自分の恋も輝くだろう。

　ほんの一かけらでいい……命が尽きる寸前の煌めきを、記憶の片隅に留めておいてほしかった。







　辻馬車に乗って城下町に到着した頃には、空の色が濃くなっていた。

　閉店時間がわからなかったリトは先を急ぎ、エルザに言われた通りの道順で質店を探す。目印が近くにあるおかげで、心配していたような苦労はなかった。

　それに道行く人々の表情は明るく、もし迷っても道を訊たずねやすい雰囲気だ。

　どの通りにも店にも、名前の入った看板とランプが掲げてあり、石畳の整備は行き届いている。フューンの民の豊かな暮らしが、容易に想像できる町だった。

（──あった……この店だ）

　頭の中に描いていた地図通りの場所に立ち、リトは満面の笑みを浮かべる。

　ここに居る職人に相談して、ブローチを預ければ今日の役目は終わりだ。

　納期を聞いて宮殿に戻り、明日にでもエルザに報告すればいい。

　リトは質店の扉をノックして、まだ営業している店の中に入った。

　店内にはカウンターがあり、その向こうに若い男がいる。

「こんばんは。あの、修理をお願いしたい品物がありまして。以前に宮殿でお仕事をされていた職人の方はいらっしゃいますか？」

　引退した職人にしては若過ぎる男しかいなかったので、リトは緊張しながら問う。

　この国の人間として標準的な肌色と髪色を持つ男は、「まずは品物を見せてください。父は、それなりの品でなければ仕事を請けませんので」と答えた。

「息子さんでしたか」

　ほっと胸を撫で下ろしたリトは、彼の言葉に従ってブローチをポケットから出す。

　革製の箱をカウンターに置いて、慎重に開いてから男に向けた。

「申し遅れましたが、僕は宮殿で働いている者です」

「ああ、なるほど。箱にもブローチにも王家の紋章が刻まれてますね」

「はい、グレン殿下の大切な品物なんです。これを急いで直していただきたくて」

　リトがそう言った途端、男は頭上に向かって右手を伸ばす。

　天井からは縄がぶら下がっており、彼はそれを摑むなり左右に振った。

　するとたちまち、ガランガランガランと、耳を塞ぎたくなるような鐘の音がする。

　けたたましく鳴り響く音に怯おびえながら、リトは何が起きているのかわからずに耳を塞いだ。それくらい大きな音で、思わず「やめてくださいっ」と叫んでしまう。

「警けい邏ら隊だ！」

　鐘が打ち鳴らされる中、店の扉が荒々しく開かれた。

　飛び込んできたのは赤と黒の制服を着た警邏隊だ。あっという間の出来事だった。

「大変です！　宮殿の下働きが、王家の紋章入りのブローチを質に入れようとして！　親の形見の品だと噓をつき、急いで金を貸してほしいと頼まれました！」

「なんだと!?　王族の物を盗んで金を借りようなどとはっ！」

「これだから異国の人間は！　なんという厚かましさだ！」

　違う、違います──叫ぼうとしたリトだったが、驚きよう愕がくのあまり言葉にならない。

　狭い店の中に雪な崩だれ込んできた警邏隊に取り囲まれ、瞬く間に拘束された。

　声一つ出せないまま、気づいた時には店の外まで引きずりだされる。

　通りに集まっていた誰かが、「泥棒？」と疑問符をつけて呟いた。

　そして別の二人が、「泥棒だ！」「牢ろうにぶち込め！」と声を張り上げる。

「……っ、違います！　僕は泥棒じゃありません！」

　ようやく否定の言葉を叫んだリトだったが、時はすでに遅かった。

　警邏隊の怒号と大衆の罵ば声せいが重なり合い、リトの声は打ち消される。

　捕らえられて縄で縛られたリトは、男達の手で強引にポケットを探られた。

「おい！　真珠だっ、上等な真珠まで持ってるぞ！」

「宮殿から盗んだに違いない！　それも換金するつもりだったんだ！」

　違います、それは僕の涙──そんな言葉を呑み込んだ途端、口を布で塞がれる。

　さらに頭から袋を被せられたリトは、暗闇の中で壮絶な恐怖に陥った。何故こんなことになったのかわからないまま引っ張られ、転んでは這はって歩き、立ち上がってはまた転ぶ。「泥棒っ！」と叫ばれて投げつけられた石が額に当たって、涙と血の区別がつかなくなった。
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　王妃の小姓だったリトが宮殿を去り、早くも二週間が経っていた。

　南のフューン王国第一王子グレン・クリスチャン・アンデルは、結婚式を十日後に控えた身で鬱うつ々うつと過ごしている。頑健な体には自信があったのに、近頃は眠りが浅く、体調がすぐれない日が多かった。

　ある日突然リトが仕事を辞め、本人の希望で母国オーデンに帰ったと聞いた時は、手足の一部を失ったかのように淋しかった。

　しかしその時はまだ、リトの身の安全のためにはその方がいいんだ──という強い想いがあり、淋しさの裏に少なからず安堵の気持ちもあったのだ。

　自分自身としても、結婚後も同じ宮殿に愛する人が居て、時折すれ違ったり視線を合わせたりすることで、心揺さぶられるのを避けたかった。

　密かにリトを愛することすら許されない以上、お互いにとっても、そしてエルザにとっても不幸でしかないと思ったからだ。

「殿下、そちらにいらっしゃいましたか」

「──っ」

　バルコニーで本を読んでいると、階下から声をかけられる。エルザの声だ。

　リトのことが気になって読書に集中していなかったとはいえ、読書中に、そのうえ庭から声をかけられるのはいささか不愉快だった。

　エルザのどこが悪いというわけではないのだが、なんとなく波長が合わない人だと感じている。放っておいてほしい時に声をかけてきて、今なら話してもいいと思った時には近くにいない。自分が我わが儘ままなのは自覚しているが、エルザと長年一緒に生きていくことを考えると、今から気が重かった。

「私に何か御用ですか？」

　グレンは本を閉じると、バルコニーの柵から少しだけ顔を出す。

　白い絹のドレスを着たエルザは、春の花々でいっぱいの花壇の前に立っていた。

「はい、婚礼衣装の装飾品選びについて、大臣達が殿下のご意見を伺いたいそうです。お暇でしたら今から打ち合わせを致しませんか？　僭せん越えつながら、私も参加させていただくことになっております」

　そう言って微笑む彼女は、一見すると春の女神だ。

　陽ひ射ざしに負けない健康的な美の体現者で、金粉を鏤ちりばめたようなブロンズ色の肌や、つんと持ち上がった胸の谷間が男の視線を惹きつける。

　しかしグレンはなんの感慨も持てず、それどころか意図的なものを感じてしまった。

　目つきや言動に計算が潜んでいることに気づいてしまうと、可愛いとは思えない。

「エルザ、私は暇だから本を読むのではなく、時間を工面して本を読んでいます」

「……っ、申し訳ありません。お忙しかったのですね」

「今から下に行きます。参加するならどうぞ」

　作り笑いすら浮かべられなくなったグレンは、無表情のままエルザに言った。

　以前は優しく寛容な王子を演じていられたが、今はもう誰に対しても笑えない。

　リトが自国に帰ってからの一週間は、淋しかったが、それでもなんとか上手く取り繕うことができていた。リトと出会う前の自分に戻っただけのことだと考えて、毎夜地下水路に下りては、イルカを待つ日々を送った。

　グレンの心の均衡が大きく乱れたのは、今から一週間前のことだ。

　例年よりも早く氷が融けて、北の国に嫁いだ伯母が早々にフューンにやって来た。

　そして彼女は言ったのだ。「金髪の少年リト？　その子の紹介状を私が？　嫌だわ、なんの冗談なの？　そんなの全然知らないわ」と、目を円まるくしてから眉を寄せた。

　伯母の発言に王も王妃も真っ青になり、その話は瞬く間に宮殿中に広がった。

　リトは異国のスパイであるとか、第一王子グレンの暗殺を企てていたとか、様々な憶測が飛び交ったのだ。

　もしもリトが帰国せずにフューンに残っていたら、死んだ方がましだと思うほどの拷問を受けていたことだろう。逆に考えれば、リトは噓が発覚する時期を見計らって帰国の途に就き、実に手際よく逃げ切ったことになる。

　彼の任務が完了したか否かはわからないが、少なくとも第一王子暗殺は遂行されず、今のところ特に被害は確認されていない。ただ、グレンの心が傷ついただけだった。

「これはこれはグレン殿下。お待ちしておりました」

　グレンが一階の広間の扉を開けると、そこに居た全員が立ち上がる。

　エルザを含めた八人が恭しく頭を下げ、挨あい拶さつのあとに婚礼衣装の話になった。

　すでに礼服は完成しており、それに合わせて装飾品を選ぶ段階だ。

　天鵞絨ビロードで覆われたテーブルの上に、首飾りや腕輪、指輪や耳飾り、ブローチが並べられている。礼服が真紅と金を基調としているため、装飾品もルビーや黄金を使った品ばかりだった。

　フューン国内で最大級のルビーを使った首飾りは必ず身に着けるべき物で、それに合わせてバランスを考えながら選んでいく。格式を重んじる大臣の他に、王室専属のデザイナー、さらには占術師まで呼ばれていた。

「私の意見が入る余地はなさそうだ。すべて専門家に任せよう」

　きらびやかな宝石を目にしたところで、グレンの心は少しも晴れない。

　そもそも意見など言う気はなく、ここに来たのも、「任せるから好きにしてくれ」と言い渡すためだ。一日に一度や二度は呼びだされて何かと相談を持ちかけられるので、いい加減うんざりしていた。

「まあ殿下、そう仰らずに……御自身の結婚式ではありませんか」

「そうですとも、まずはこれをご覧になってください。エルザ様が殿下のためにと、壊れたブローチを修理に出してくださったのですよ」

　大臣はそう言いながら、天鵞絨のクッションに載せたブローチを持ってくる。

　それを目にした途端、グレンは酷い不快感に襲われた。

「これは……っ、先日の誕生日にもらった……」

　ルビーとダイヤモンドのブローチは確かに直っていたが、グレンはたった今まで、これが自分の部屋にあると思っていたのだ。贈られたその日に壊してしまったために両親に申し訳ない気持ちがあり、後日密かに修理させるつもりでいた。

「これを私の部屋から……それも、私が書斎に置いておいた宝石箱から、無断で持ちだしたということか？」

　ブローチが直っていることを単純に喜ぶと思われていたのか、グレンの発言に八人全員が狼狽える。空気はたちまち張り詰め、特にエルザは顔面を引き攣らせて言葉を探している様子だった。

「わ、私は……そのようなことは、しておりません」

　何をどう言い訳するのかと思えば、エルザは表情を切り替えて否定する。

「エルザ様の仰っていることは事実です。盗んだのは別の者で、エルザ様は偶然にも盗みの現場を目撃したため、犯人のあとを追ってブローチを取り返し、そのうえで腕利きの職人に修理を依頼したのですっ」

　エルザに続いたのは、彼女と同郷の占術師だった。

　グレンは彼の言葉に驚き困惑するが、動揺は他の者達にも広がっていた。

　誰もがグレンから視線を逸らし、目配せしたり明後日あさつての方を見たりしている。

　占術師が何かまずい発言をしたことも、ここに居る全員が、自分の知らない事実を知っているのも間違いなかった。ますます機嫌が悪くなったグレンは、エルザの前を通り過ぎ、まだ若い占術師の男の前に進みでる。

「私のブローチを盗んだ犯人とは、誰のことだ？」

　近頃急に辞めさせられた女官がいただろうか──思考を巡らせ、記憶を辿りながら問い質したグレンに対して、男は「白い肌をしたスパイです」と答えた。

　しばし誰のことかわからず、グレンは少し遅れてリトの顔を思いだす。

　宮殿中の人間がリトのことを異国のスパイだったと判断している今でも、グレンにとってリトは、そんな名称とは縁のない存在だった。

「リトという名のスパイの少年は、殿下の宝石箱からブローチを盗んで……城下町の質店で換金しようとしたんです。逮捕された時点ではスパイだとは思われていませんでしたが、大公夫人の証言によって、ただの盗人ではないことがわかった今、盗んだ理由も明らかです。ブローチを売って旅費を得て、逃亡する気だったのでしょう」

「ごめんなさい、殿下……黙っていたのは……皆、殿下を傷つけまいとして……」

　占術師とエルザ、そして大臣らの顔を凝視したグレンは、愕がく然ぜんとして立ち尽くす。

　息を吸うのも忘れる始末で、声など一言も出せなかった。

　呼吸が苦しくなり、こめかみに筋が浮かび、顔が真っ赤になっていくのが自分でもわかる。憤怒と衝撃に打ちひしがれ、体中の血が沸騰しそうだった。

「どうか、お許しください。このことは王妃様も御承知のうえで……っ」

　エルザの言い訳を聞いている間に、グレンの脳裏には囚とらわれて苦しんでいるリトの姿が浮かぶ。逮捕された──と、占術師は言ったのだ。

（オーデンに帰ったのではなく……っ、まだフューンに居るということか!?　リトが姿を消した日に逮捕されたのなら、すでに二週間……っ）

　囚われても最初の一週間は、王妃の小姓であり、王の姉が信頼する少年──という肩書が、リトの身を守ったはずだ。ところが囚われてから二週目に入ったところで、紹介状が偽物だと発覚し、リトの立場は激変した。単なる盗人からスパイ……或いは暗殺者へと変わったのだ。

　そうなってから今日までの一週間、リトが受けた壮絶な苦痛を想像すると、全身の毛穴から冷たい汗が噴きだした。

「殿下っ、お待ちください！　殿下っ！」

　エルザや大臣らが止めるのも聞かずに、グレンは広間を飛びだす。

　罪人が囚われるのも拷問が行われるのも、海に面したハーゼス牢獄と決まっており、行き先に迷うことはなかった。

　庭に出るなり猛然と厩きゆう舎しやまで駆けたグレンは、白い愛馬に跨またがって牢獄に向かう。

　厩舎でも門でも衛兵に止められたが、誰の言葉にも耳を貸さなかった。

　ハーゼス牢獄に閉じ込められたリトを救うため、グレンは必死で鞭むちを振るう。

　おそらくリトも鞭で打たれただろう。腰まで海水に浸かる水牢に立ったまま繫がれ、体を芯まで冷やされて、ろくに眠れずに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているはずだ。

　皮膚がふやける苦しみを味わいながら、針や釘くぎを刺されたり、骨を折られたり歯を抜かれたり──罪人への責め苦を想像するだけで、吐き気が込み上げてきた。
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　海の洞に造られた水牢に繫がれてから、二週間──リトはブローチを盗んだことに関しては否定を続け、偽の紹介状を利用したことについては黙秘を貫いていた。

　陽が落ちて潮が満ちると、海水はリトの胸の位置より高くなる。

　積んだ石の壁で区切られた隣の房からは、「もう勘弁してくれぇ！」と、大の大人の悲痛な叫び声が届いた。「眠らせてくれ！」と泣きじゃくっているのがわかる。

　全裸で手足を岩に繫がれた状態で、何日も水から出られないのは厳しい責め苦だ。

　水に浸からないと干からびて死んでしまう種族のリトには好都合だったが、そんなリトでさえ、泣きたいほどつらくなる時がある。両手を二週間も持ち上げたまま過ごしたり、立ったまま、浅く短い眠りにしか就けなかったり……最初は耐えるつもりでいたというのに、ここ数日は正気を保つことで精いっぱいだった。

　高い位置まで吊つり上げられた手の感覚はなく、見上げると、瘦せ細った両腕が目に入る。ああ僕の手だ……と、そこに存在することを客観的に捉えるばかりで、神経が繫がっているとは思えなかった。どうにか指先だけでも動かそうとするが、ぴくりと一瞬震えただけで、そのあとは微動だにしない。

（こんなに長く水牢に耐えていたら、人間ではないことに気づかれてしまう……）

　人魚は水によって死んだり傷ついたりはしないため、リトの肌はどれだけ長い時間水に浸かっていてもふやけることはなく、朝や夜の冷えた水に震えることもない。

　死罪を言い渡されてからは食事を与えられていなかったが、水牢にいる限り、いつまでも生き続けることになるだろう。

　どうか殺して海の泡にしてください──そう願ってしまう瞬間が何度もあるくらい、この状況は過酷だった。肉体が無事でも心は蝕むしばまれ、たとえ一瞬でも死にたいなどと思ってしまう自分が嫌で堪らなくなる。

（──グレン様……結婚式の準備は進んでいますか？　僕のこと、泥棒だとかスパイだとか、暗殺者だとかって……疑っていますか？　裏切られたと思って、酷く怒っていますか？　それとも、僕の存在なんて忘れてしまいましたか？）

　これから幸せになる彼が、小姓一人によって心乱されないように……どうか自分のことなど忘れて、幸せになってくださいと願う気持ちがあった。

　ところがそう願っている気持ちと同じくらいの強さで、忘れてほしくない気持ちも存在する。一度だけでも会って弁解がしたかった。そのあとすぐに心臓が止まってもいいから、彼に伝えたい。「あのイルカは僕なんです。貴方が好きで、傍に居たくて、魔女に偽の紹介状を作ってもらいました」と、彼に言いたい。現時点で酷く失望していたとしても、真実を知ったら思い直し、亡なき骸がらを前に嘆いてくれることだろう。

（──僕は、最低だ……悪者になって消えた方が、グレン様にとって楽だとわかっていながら、自分本位な結末を望んでいる。疑いを晴らして、善人として記憶に刻まれたいという自己満足のために、グレン様を傷つけようとしている）

　胸まで打ち寄せる冷たい水の中で、リトは愛について考える。

　真の愛とは、自分を正当化することではない。己の身を削ることを厭いとわず、削っていることに気づくことさえなく、ただひたすらに愛する人の幸福を願うことだ。

（手も足も瘦せ細ってるから……あともう少し細くなったら、手て枷かせや足枷から抜けるかもしれない。魚の尾はないけれど、どうにか沖の方まで泳いで……僕は悪者のまま逃亡者として息絶えよう。そして海の泡に……）

　リトは六番目の姉を想いながら、震える瞼を閉じる。

　姉は最期まで、愛する王子の幸せを願い、王子が愛した婚約者を傷つけることなく消えた。愚かだと誰もが言っていたけれど、姉は真の愛に生きたのだ。

「──っ」

　同じ末路を覚悟していたリトの耳に、突如人の声が飛び込んでくる。

　誰かが怒鳴り散らしていた。けたたましい金属音や足音も聞こえる。

「リトッ！　リト、どこだ!?　リトッ！」

　これは幻聴だろうか。波が岩壁に当たり、愛いとしい人の声を作ってくれたのだろうか。

　彼の声が聞けて嬉しいけれど、かえってつらくなるからやめてほしい。期待して、また自分勝手な方向へと心を走らせてしまう。

（僕を信じて、助けにきてくれるグレン様……君が盗人なわけがない、君がスパイなわけがないって、そう言ってくれて……僕を、ここから出してくれる……）

　もしかしたら心が衰弱していて、勝手に夢を見ているのかもしれない。

　水牢の扉が荒々しく開き、グレンが現れる。

　扉はリトの頭の位置より高い所にあり、彼はそこから水の中に飛び下りた。

「リト！　リトッ！」と叫びながら、必死な形相で水を搔かき分けて進んでくる。

　これは幻影だ。現実だと思ってはいけない──いくら自分にそう言い聞かせても、涙が止まらなかった。海水に触れた瞬間、リトの涙はまたしても真珠に変わる。けれどもグレンはそれに気づくことなく、リトの体を抱き締めた。

「リト……ッ、すまなかった……私が君から離れたばかりに、私が……もっと近くで君を見ていたら、こんなことにはならなかったのに……っ！」

　彼もまた、泣いていた。涙も肌も温かくて、リトは自分の感覚を信じたくなる。

　これは夢ではなく現実──二週間ずっと、いけないと制しながらも見続けた夢が、遂ついに現実になったのだ。高貴で立派な王子である彼が、罪人ばかりの暗い水牢にいる。

　上等な絹の服が濡れるのも汚れるのも構わずに海水に浸かり、涙を振り切りながら謝って、そして看守にリトの解放を命じた。「鍵を寄越せ！　早く！」と、岩場に届く怒声を張り上げる彼に、誰も逆らえない。

「グレン様……」

　ああ、間違いなく現実だ。本当に彼が居る。

　鍵を手にしたグレンは、看守が止めるのも聞かずに潜り、足枷を外そうとした。

　暗くて手探りの作業になり、なかなか上手くはいかない。一国の王子が水に潜ったまま浮かんでこないので、看守は肝を冷やし、リトは恐れ多い気持ちで待っていた。

　その間ずっと、足首や脛すねでグレンの手の感触を味わうことができて……重い足枷が外れたのを感じると、解き放たれた喜びに涙が溢れてくる。

「──っ、あとは……手枷を……」

　長く潜り過ぎてゼイゼイと息をついたグレンは、リトの頭上に手を伸ばした。

　手枷の鍵穴を探りながらリトを見つめ、「愛している」と口にする。

　グレンは人目があるのをわかっていて、そう言ったのだ。

「愛している。私は君のすべてを信じている」

「グレン……様……っ」

「他の何を失ってもいい。君さえ失わなければ、私は幸せだ」

　手枷が外れた瞬間、リトは唇を塞がれる。

　この言動が彼の立場を危うくするのは目に見えているのに、嬉しくて嬉しくて……力を失ったはずの両手を、愛しい人に向けずにはいられなかった。揺らめく水の中で、リトはグレンの背に触れる。

（──愛しています……）

　熱烈なキスを受けながら、愛の言葉を繰り返す。

　唇を奪われて声が出せない分、両手に力を込めた。

　もう離さない、離れない──一緒に居ることが幸せだと思ってもらえるなら、彼が得られる他の幸せのことなど考えない。身の程を弁えることもなく、彼の傍に居る。

　それが罪だとしても、彼を貶おとしめるとしても、他者が不幸だと決めつけるとしても、グレンが選んだ未来について行く。その選択が間違いではなかったと感じてもらえるように、最大限の幸福を求めながら──。







　救出から五日後、リトはグレンと共に海辺の小さな屋敷で暮らしていた。

　牢獄から馬車に乗せられて向かった先は宮殿ではなく、この屋敷だったのだ。

　正確には離宮だが、落ち着いた別邸といった雰囲気で、特別豪華な建物ではない。

　療養中のリトは屋敷の外の状況を何も知らず、グレンの口から、「表向きは如何なる問題も起きていない」と聞いていた。王室が口止めしたのか、それとも看守の口が元々堅かったのか、世間を騒がせたことは二つだけに絞られているらしい。

　スパイ疑惑の少年リトが、多くの謎を残したまま水牢で死亡したことと、第一王子グレンが婚約を破棄したことだ。

　もちろん世間の関心は後者に集中し、様々な憶測を呼んでいるそうだが、グレンはリトに対して、「君以外は考えられないから、婚約を破棄した」と明言していた。

　そうして彼は、彼自身の命や立場を人質にして、この自由を手に入れたのだ。

　第二王子がようやく歩き始めたばかりという現状で、国民の人気が高い第一王子に心中されたり、同性愛者だと公言されたりしては堪らない……と、王と王妃は考え、結婚式の中止と婚約破棄を許した。そして罪人であるリトを別人とすることで──さらには、郊外の離宮にリトを閉じ込め、監視及び徹底管理をすることを条件として、グレンの恋を認めた。もちろん甚はなはだ不本意ではあるはずだが、ひとまず今は、我を通す息子に自由を与えるしかなかったのだ。

「リト、起きていて平気なのか？」

　身を起こして夜の海を眺めていると、グレンが葡ぶ萄どうを手に現れる。

　王子自らが食べ物を運ぶなど、宮殿に居た時は考えられない話だった。

「グレン様……はい、もうすっかりよくなりました」

「君はいつもそう言うが、無理はよくない。宮殿から葡萄が届いたから洗ってきたぞ。家出中の息子相手に過保護だとは思うが……とても美味な葡萄だ。食べられそうなら新鮮なうちに食べてくれ。栄養を摂って早く元気にならないとな」

「グレン様、勿体ないです。こんなことまでしていただいて、本当にすみません」

「これくらいで何を言う。愛する者のために働くことは喜びだ。そういった感覚を、君はまだ知らないのか？」

「いいえ、知っています。よく……知っています」

　グレンの微笑みに釣られたリトは、ベッドの端に座った彼とキスをする。

　海沿いの丘に建つこの屋敷に来てから、リトは毎日こうしてグレンと触れ合った。

　彼は瘦せ細ったリトを無理に抱くようなことはなかったが、以前ベッドを共にした時のことを持ちだして、「元気になったら、今度こそ最後まで抱きたい」と耳に囁いてきたりする。

（──早く元気になりたい……以前と同じくらいの肉付きになって、それで……もう一度グレン様と愛し合いたい。ちゃんと、一つになりたい……）

　リトは葡萄の皮を剝いてもらいながら、潤う実だけを食す。

　濃厚な味を凝縮した一粒に、体中が甘く染め上げられるようだった。

「美う味まいか？」

　葡萄の香りが漂う中、リトは微笑みながら「はい、とても」と答える。

　王子という立場を捨てる覚悟で禁忌の愛を選んでくれた彼は、幸せそうな顔をしていた。本当にこれでいいんですか？　と、問うまでもないくらい満ち足りた表情で、唇に付着した葡萄の汁を拭ってくれる。リトの唇から自分の唇へと指を動かし、舌でぺろりと舐め取った。

「さらに甘くなった」

「グレン様ったら」

「試してみるか？」

　グレンは悪いた戯ずらな笑みを浮かべて、葡萄を一つ摘む。

　自分の唇に押し当てるようにしてから食べ、何度か嚙んで呑み干した。

「……っ、ん……」

　甘い汁に濡れた唇でキスをされると、彼が言っていた通りの現象が起きる。

　葡萄がワインに変わったかの如く芳醇な香りが膨らんで、骨の芯まで蕩とろけるような甘さが溢れ返った。触れた所がたちまち熱くなり、やがて舌が絡み合う。

　お前は何者なのか、偽の紹介状を持って現れたのは何故なのか──グレンはリトに何も訊かない。理由など不要とばかりに一切触れず、ただあらゆるものから匿かくまって、愛することに全力を注いでくれた。

　だからこそ自分も、遠慮などせずに思う存分グレンへの愛を示し、どんなに想っているかを伝えたくなる。そうすることで悦んでもらえるのが、何よりの幸せだった。

「ふ、あ……っ」

　早く彼のものになりたい。心から望んでいるのに、瘦せた体は力なく崩れてしまう。

　人間の姿で水に浸かり過ぎていたためか、足が不自由になり、床の上を歩くとすぐ転んでしまう有様だった。グレンを抱き寄せる手にも力が入らず、思い切り気持ちを表現できないことが悔しくて、口づけばかりが激しくなる。

「ん、う、ぅ……！」

　キスの最中、グレンの手で寝間着の裾を捲られた。ほっそりとした腿ももを撫でられ、そのまま下着を下ろされる。彼はリトの体に負担がかからないよう、昼も夜も決して無茶はしない。その分とても濃厚に長い時間……痛みのない愛あい撫ぶを繰り返し、欲望を擦り合わせる情交に耽ふけっていた。

「あ、あ……っ、いけません、そんな……っ」

　半裸姿でベッドに押し倒されたリトは、足を広げられて性器を吸われる。

　グレンの高貴な唇でこんなことをされるのは恥ずかしかったが、舌を巧みに使って丁寧に舐められると、理性が飛ぶほど感じてしまった。一舐めごとに羞しゆ恥うち心しんまで舐め取られ、快楽と悦びだけを残される。

「や……ぁ、あ……あ……っ！」

「──可愛いな……君は顔も体も可愛いところだらけだが、こういう時の反応が一番可愛い。食べてしまいたいくらいだよ」

「ふ、あ……ひ、ぁ……っ！」

　幼げな性器を喉奥に向けて吸われたリトは、枕に髪を散らしながら仰のけ反ぞった。

　シーツに埋めたはずの双丘を大きな手で掬われると、呼吸まで淫らになる。

　いっそのこと無茶をして、すべて奪われてしまいたかった。

　終わったあとにどんな疲労や痛みに襲われても構わないから……グレンに愛され、一つになりたい。今こうして一緒に居るという事実を、体の深い所に刻んでほしい。

「う、あ、あ……あっ」

「リト……君が私を求めてくれるのがわかる。私も、どうにかなりそうだ……っ」

　リトの性器を口に含んでいたグレンが、身を伸ばして胸の方へとやって来る。

　すでに尖っている乳首を舌先で弾はじきながら、「リト……」と甘い声を漏らした。

「──ッ、グレン……様……ぁ」

　彼の手で捏こねるように揉もまれる白い双丘の間が、じんと疼いて堪らない。

　そこはもう、突つつかれる悦びを知り始めていた。

　この五日間のうちに何度も触れられ、グレンの指で存分に愛されてきたからだ。

　今もまた、濡れた指で小さな蕾つぼみを抉こじ開けられる。

「ん、ああぁ、あ……ああ──っ！」

　グレンの指が感じる所に届いた瞬間、リトは爆はぜる。

　彼に乳首を吸われるのも、後こう孔こうを指でズクズクと突かれるのも気持ちがよくて……絶頂まで昇り詰めた体が震えた。精を放つそこも、手も足も、自分の物とは思えないくらい勝手にびくびくと動きだし、噴きだす物を止められない。

「ふあ、あ……っ、あ……！」

　リトの絶頂は一度では終わらず、断続的に放出しては何度も弾けた。

　グレンに組み敷かれながら魚のように跳ね、「可愛い……」と抱き締められる。

「グレン様、ごめんなさい……御召し物がっ」

　精を放つ体をどうにもできずに、リトは彼の肩をぐいぐいと押した。

　グレンが着ている上等なシャツを汚してしまったことを申し訳なく思い、これ以上汚さないよう離れたいのに、わずかな隙間さえ作らせてはもらえない。

「気にしなくていい。シャツよりも口で受け止めるべきだったと、今とても後悔している。シャツにまで嫉妬するなんて、私の愛は相当なものだろう？」

　フッと笑いながら見上げてきたグレンは、リトの胸を滑る白濁を舐め取った。

　とろりとした体液を舌先で掬い上げ、それを見せつけるようにしながら喉を鳴らす。

「あ、あ……嫌です、そんな物！」

「どうして？　君は私の精を飲みたくない？」

「いいえ、それは……そんなことは、ありません……」

「それなら私の気持ちもわかるだろう？　君が私の腕の中で気持ちよさそうに果ててくれて、とても嬉しいんだ。君にもっと触れて、淫らな表情を見たくなる」

「あ、ぁ……」

　グレンはリトの胸から腹部までをねっとりと舐め下ろし、何度も喉を鳴らした。

　そうしている間、彼の欲望が足に当たって……リトの体は完全なる繫がりを求める。

　まだ一度もその感覚を知らないなんて、自分でも信じられないくらいだった。彼と繫がったらどれほど気持ちがいいか、どんなに幸せか、本能が教えてくれる。

「グレン様……っ、もう、して……ください……」

　欲しくて欲しくて身も心も劣情に燃えたリトは、鎮火できない火照りを露わにした。

　蠟燭と月の光の中で、自ら足を開いて強ね請だる。

「リト……ッ」

「──体の奥が、とても熱くて……う、疼いて……治まらなくて……っ」

　はしたないことだとは思いつつも、リトはグレンのトラウザーズに手を伸ばした。

　硬い膨らみに触れた途端、それは別の生き物のように反応し、むくりと動く。

　リトの掌を打つように脈動しながら、ますます大きく、硬く変化した。

　それに従い、グレンの吐息が熱っぽくなる。

「君が以前のように元気になって、春の花でいっぱいの庭を走り回ったり……私と、約束通り海で泳いだり……そういうことが、できるようになってからと……」

　甘苦しく息を詰めたグレンは、「心に決めていたのに……」と、微かな声で続ける。

　決意が揺らぎ、黒い瞳が揺れていた。そこには確かに、抑え難い春情の艶が潜んでいる。リトが触れている性器も、一層男らしくなった。

「走り回るより、泳ぐより……グレン様のものに、なりたいんです」

「リト……」

　覆い被さるグレンに、リトは唇を塞がれる。

　これまでのどんな時よりも優しいキスに、涙が零れそうになった。

　また真珠粒になったらいけないと思って堪えると、涙の代わりに体が喜びを表現し始める。グレンの体に吸い寄せられるように手が動き、右手はうなじに、左手は腰に、そして両足は、グレンの侵攻を迎えるために広がっていった。

「う、あ、あ……っ！」

　指で慣らされた柔らかな媚び肉にくが、ゆっくりと抉じ開けられていく。

　一度は達したリトの雄は、痛みを覚悟して小さく萎れた。

　しかしすぐに昂って、震える先端から淫蜜を滴らせる。

　白濁と透明な蜜は、自分でもわかるほど粘質な物だった。繁みのない肌をとろりと滑り、あわいに向かっていく。繫がり始めた二つの体に潤いを与え、肉と肉が生じる摩擦を滑らかに消し去った。

「ふあ、あ……あぁ……！」

「リト……ッ、愛している……私のリト……ッ」

　ずるりと結合が深くなり、グレンは身を沈めながら動きだす。

　大柄な彼に突かれるのは、骨や肉を押し潰されるような感覚だった。

「う、う……うあ……つ……ぅ！」

　しかしこれこそがリトの求めたものであり、全身で感じるグレンの骨肉の重みも、刻み込まれる彼の熱も、何もかもが悦びに繫がる。奪われて得られるものの大きさに比べたら、痛みなどないに等しいものだった。
















「あ、ああ……っ、グレン様……！」

「──リト……ッ、ようやく、君と一つに……」

　重厚なベッドが軋きしむ音と、二人の吐息が重なる。

　呼吸の仕方がわからなくなるほど乱れながらも、リトはグレンの唇を求めた。

　大波のように押し寄せてくる彼が、自分の中にいることが嬉しい。

　雄の欲の象徴をこんなにも硬くして、グレンは欲望という形に変えた恋情を注いでくれる。なんて、なんて幸せな行為だろう。

　これから先、自分は彼に抱かれるたびに愛を実感できる。

　体の奥の熱い場所から、さらに奥の心の在り処まで、何度も何度も突き上げて……愛を刻んでもらえるのだ。







　海辺の屋敷でグレンと過ごすうちに、リトの体は回復していった。

　南の国フューンの春は暑く、今は朝でも夜でも泳ぐことができる。

　グレンが心配するので、リトは彼と一緒の時以外は泳がなかったが、人魚顔負けのグレンの泳ぎを見ていると、ついつい本気で泳ぎたくなった。正体を知られてはいけないので、いつも少しだけ力を抜いているのだ。

「リーナ様、そんな所にいると日焼けしてしまいますよ」

　泳ぎたい気持ちを抑えつつ砂浜を歩いていると、庭から女官が声を掛けてくる。

　リトは表向き獄死したことになっているので、使用人達は何もかも知りながらも、リトをリーナと呼んでいた。リトもまた、屋敷から一歩でも出る時は中性的な衣服を着るようにしている。体に密着しないふんわりとしたデザインの物で、男とも女とも区別がつきにくい、子供向けの服だ。

「馬車が見えたような気がしたんです。ほら、また見えました」

　リトは砂浜から対岸の森を指差す。対岸とはいえ地続きではあるが、大きな半円の砂浜を挟むように突きだしていた。そこに宮殿に続く道があり、森の中を駆け抜ける馬車や馬がちらちらと見えるのだ。

「あら本当ですわね。お早いお戻りだこと」

　年配の気さくな女官は、砂浜より高い位置にある庭から身を乗りだし、「一刻も早くリーナ様に会いたかったんですよ」と言ってくる。リトはその言葉に照れながらも、グレンが予定よりも早く帰ってきてくれたことを喜んでいた。

　いくら両親を脅してしばしの自由を手に入れたとはいえ、すべての公務を放棄するわけにはいかず、グレンは時々宮殿に戻って王子としての役目を果たしている。

「早速お茶の支度を致します。テラスでよろしいですか？」

　女官の言葉に、リトは笑顔で「はい、お願いします」と答えた。

　この屋敷の使用人は、衛兵も含めてグレンが厳選した者ばかりで、とても和やかに過ごせている。以前宮殿で働きながらも引退した女官や下男など、心根が正しく口の堅い者だけが集められているのだ。

　リトにとってここは、生きたまま辿り着いた天国のような場所だった。

　朝起きると必ずグレンが横に居て、一緒に本を読んだり海で泳いだり、彼の愛馬に乗って近隣の森に出かける。リトが狩りを怖がったため、グレンは季節の花々や旬の野草の名前を教えてくれて、二人で籠かごがいっぱいになるまで草花を摘んだ。

　女官と一緒に花のリースを作ったり、料理人に野草を渡して、先人が残した書物を片手に料理法を考えたり。豪華な食事ではなくても、意見を出し合って出来上がった家庭料理はとても美お味いしかった。

「リーナ様、大変です！　あの馬車は殿下の物ではありませんでしたっ」

「え……？」

　リトの幸福な日々に、突如割り込んできた一台の馬車──遠目にはグレンが乗っていると思われたそれは、よく似た別の馬車だった。黒く塗られて金飾りがついており、如何にも貴族の馬車といった風情だ。

「エルザ様……っ、どうしてここに……」

　馬車から降りてきたエルザの姿に、迎えたリトはもちろん、数歩下がった所で膝を落としていた女官や下男も、誰もが肝を潰した。

　エルザに関して、リトはグレンから詳しい話を聞いていなかったが、婚約解消後に帰省したことだけは知っていた。

「突然ごめんなさいね。しばらく田舎に引き籠こもっていて……自分なりに心の重荷を解消する方法を考えていました。やはり、貴方と話したくて」

　喪に服するような黒いドレスを着たエルザは、以前よりも瘦せて見える。喪服ではないと示すためか、ルビーの首飾りや腕輪を身に着け、結い上げた黒髪には赤い飾り紐を編み込んでいた。相変わらず美しく、下男は疎か女官達まで息を呑んでいる。

「お会いできて光栄です。僕も、お話ししたいと思っていました」

　リトの答えに、エルザは黙って佇たたずんでいた。

　こうして彼女と対峙するのは、壊れたブローチを渡された時以来だ。

　あれから一月以上が経ったが、リトは拷問に遭っている時も今も、一度として彼女の名前を口にしなかった。







　リトはエルザをテラスに通し、女官がグレンのために用意していた紅茶を出す。

　テーブルに着いた彼女は、人払いしたあとになって、「ミントの葉を持ってきてちょうだい」と言った。女官に頼むのではなく、貴方が持ってきて……と言わんばかりだったので、リトは望まれるままにした。

「この紅茶、宮殿で飲まれているのと同じね。取り寄せたの？」

「はい、グレン様のお気に入りの紅茶です。この屋敷に来た当初は別の紅茶を飲んでいらっしゃいましたが、王妃様が送ってくださって……」

　テラスと厨ちゆう房ぼうを行き来してようやく腰を落ち着けると、問答無用で大量のミントの葉をカップに入れられてしまう。リトは砂糖だけを入れて飲むのが好きだったが、嫌とは言えない雰囲気だった。

「私は王妃様に見限られてしまったのに、貴方はいいわね。殿下が命を懸けて守ってくれるんだもの……幸せな人だわ。本来は死罪になって当然の身なのに」

「──っ、それは、僕がスパイだという疑惑について仰っているんですか？」

「それもあるけれど、そもそも貴方は泥棒でしょう？　殿下や私の信頼を裏切って、あのブローチを売ろうとした」

「違います！　僕はエルザ様に言われた通り、修理に出そうとしただけです」

　リトがエルザと話したいと思っていたのは事実だった。もちろんブローチの件だ。

　やや苦手なミントが入った紅茶に口をつけずに、リトは彼女の顔を睨み据える。

　すると彼女は笑い、人が居ないことを確かめるように庭園に目をやった。

「そのことを、何故これまで誰にも言わなかったの？　私が貴方にブローチを預けた証拠はないし、何も知らないって言い張るつもりだったのに。拍子抜けだったわ」

「……僕は……貴女に、騙だまされていたんですか？」

「あら、今頃気づいたの？　貴方って読書が趣味とか言っていたわりに世間知らずで、信じられないくらい頭が悪いのね。城下町には質店が二軒あるのよ。高い修理技術を持った職人が居るのは別の店。あとはもう、語るまでもないでしょう？」

　もしかしたら、エルザが質店と組んで仕掛けた罠だったのかもしれない──水牢に閉じ込められていた時、リトは何度もそう考えた。

　しかし彼女はグレンと結婚することが決まっていたのだし、他の花嫁候補ならいざ知らず、男の自分を失脚させる理由がない。それに動機の有無とは関係なく、彼女を信じたい気持ちも強かった。同じ人を好きになった者として、グレンの幸福を心から願う同志として、彼女はただ純粋にブローチを直したいと思って……けれども貴族の娘であるが故に町のことをあまり知らず、何か勘違いがあって質店を間違えたのだと思いたかった。そしてリトが盗人として捕らえられたことで何も言いだせなくなり、心苦しい気持ちでいるのだと──そう信じたかった。

「僕は、あの時すでにグレン様のお傍を離れていたのに……どうしてですか？」

「殿下が貴方を愛していたからよ。そのことに、私は誰より早く気づいていたの」

　エルザは紅茶のカップを手にしたまま、口をつけずに香りばかり嗅かいでいた。

　国一番の美女と名高い美貌で微笑み、「もう何もかも過去のこと。勝者は貴方よ」と言ってくる。勝手な言いい種ぐさではあったが、彼女の笑みには悲哀があった。

「仲直りに乾杯しましょう。お茶だけれど……」

「仲直り、ですか？」

「そうよ。貴方は殿下に愛されて大罪を許され……完全ではないとはいえ、一応今のところは王妃様にも許されている身の上。それに比べて私は、もとより周囲の嫉妬を買っていたものだから、我儘過ぎて殿下に愛想を尽かされたとか、宮殿で他の殿方とふしだらな真似をしていたなんて噂を流された。男の貴方に負けたことで、王妃様を失望させてしまったし……もう希望はないのよ。いくら美しくても先が見えない」

「エルザ様……」

　そんなことはありません。貴女を愛してくれる素敵な殿方がきっと現れます──と、今の立場で言うのがどれほど残酷かわかっていたリトは、何も言えなかった。

　彼女に合わせてカップを手に取り、同じように香りを嗅ぐ。

　新鮮なミントが強く主張し、紅茶の匂いを消していた。

「いただきます」

　乾杯と言うわけにもいかずに、リトはエルザと目を合わせながら紅茶を口にする。

　そして温い液体に触れた瞬間、唇がひんやりとした。冷めているとはいってもまだそれなりの温もりはあるのに、妙な感覚だった。味もどこかおかしい。

　最初の一口目、そして続く二口目ではミントのせいだと思ったが、三口目にして、まったく別の苦味があることに気づいた。冷感を覚えた唇と舌が、少し痺れている。

「──なんだか、紅茶の味が変ですね。ミントが悪くなっていたのかもしれません。エルザ様、お飲みにならない方がよいかと思います」

　リトはエルザが紅茶を飲む前に止めようとして、慌てて身を乗りだした。

　その視線の先で、エルザは目を大きく見開いている。恐ろしいものを見た時の表情だった。ブロンズ色の肌が瞬く間に青ざめ、滑らかなはずの肌にはプツプツと鳥肌が立つ。何に驚き、恐れているのか、リトにはまったくわからなかった。

「すぐに新しい物を淹れて参ります。ミントは、今日はやめておきましょう」

「帰るわ……っ、見送りは結構よ」

　リトがエルザと自分の紅茶を片づけようとすると、彼女は勢いよく立ち上がった。

　テラスから庭に出て、転がるように駆けていく。向かう先は乗ってきた馬車だった。

（──どうしたんだろう、急に慌てて……）

　リトは戸惑いながらもエルザを追い、見送るために庭に下りる。

　しかし言葉を掛ける暇はなく、彼女の馬車は瞬く間に走りだした。

　それと同時に、こちらに迫ってくる馬車の姿が見える。

　今度こそ間違いなく、グレンの乗った馬車だった。

「……っ、え？」

　常識的に考えてあり得ない話だったが、エルザの馬車は屋敷を出るなり真っ直ぐに進み、グレンを乗せた王室の馬車と擦れ違う。いくら婚約を破棄されて思うところがあるにしても、一国の王子に対して度が過ぎた非礼だった。

　リトはテラスから続く庭園に立ち尽くしたまま啞あ然ぜんとし、馬車から降りたグレンも、勢いよく去っていくエルザの馬車を見ながら小首を傾かしげる。怒るというより、俄には信じられないと思っている表情だった。

「グレン様、お帰りなさいませ。お待ちしておりました」

「リト、ただいま。今のはいったいなんだ？　エルザが乗っていたように見えたが、向こうからは私の馬車が見えなかったらしい。まるで亡霊になった気分だ」

　グレンはエルザの行動に呆あきれ返っているようで、苦く笑って冗談を言う。

　近頃の彼は以前にもまして輝き、皮肉を言う時でさえ生き生きとして見えた。

　自由の日々を謳おう歌かする彼を包み込むのは、水色の新しい礼服だ。体の線が出やすい涼しげな素材の物で、グレンの美貌や肉体美をこれでもかとばかりに強調している。

「それにしても何故ここにエルザが……何か嫌なことはなかったか？」

　表情を切り替えたグレンは、馬車の去った方角をちらりと見る。

　気にかけてもらえることが嬉しくて、リトは首を横に振って笑顔を返した。

「お茶を飲む前に慌ただしく帰ってしまわれましたが、特に問題はありません。テラスでお話をしていただけです」

「そうか……しかし、どのような話を？」

「エルザ様の、これから先のこと、とかです。お立場を考えると僕から軽率な慰めは言えませんが……でも、幸せになってほしいと思っています」

「──どうしてそんなふうに思えるのだ？」

「同じ人を好きになったのに、幸せを願えないのは、悲しいことでしょう？」

「そうか、私もそう思えるようにしないといけないな……なかなか難しいが」

「難しい、ですか？」

　軽い溜め息をついたグレンは、「難しいよ」と即答した。

　テラスの前にある庭園で、リトは陽光に温められた髪を撫でられる。

　そうして熱を移し取った手で左右の頰を包み込まれながら、額にキスをされた。

「私のように君を好きな男が現れたら、私は決闘するか排除するか、そんなことしか考えられないだろう。その男が引き下がったとしても、先々が不安で……ああ、でもそういう意味では幸せを願うのも一つの手だな。その男が結婚して円満な家庭を築き、君のことを忘れてくれたら安心だ」

「グレン様ったら……僕はそういう理由でエルザ様の幸せを願っているわけじゃありませんよ」

「わかっているとも。彼女を傷つけておきながら、私は自分と君のことしか考えられない小さな男だ。リト、君の心は海のようだな。広くて綺麗で、澄み切っている」

「──海は時々、凄く荒れますよ」

「君も荒れてくれるのか？」

「場合によっては……」

　はにかんだリトは、花の香る庭園でグレンとキスをする。

　どちらからともなく唇を合わせると、それは次第に熱を帯びていった。

　うなじに触れ、互いの顔を引き寄せながら唇を崩し合う。蕩けるような柔らかさや、内側から反発する弾力を愉しんでいるうちに、舌を交わさずにはいられなくなった。

「……ん、う……ぅ」

　女官や下男の目につかない木陰で、リトはグレンとのキスに夢中になる。

　毎夜愛され続けた体はたちまち火照り、このまま彼と一緒にベッドに飛び込みたくなった。まだ明るい時間だが、夕食までの間……唇だけではなく全身にキスをされて、奮い立つグレンの欲望に貫かれたい。

「──ッ、ゥ……ぐ、あ……っ」

　甘く淫らな妄想に、グレンの呻きが突然割り込む。

　何が起きたのかわからなかったリトは、いつしか閉じていた目を見開き、グレンの唇を凝視した。たった今まで触れ合っていた唇……そして味わっていた舌が、紫色に変わっているのが見える。顔色が悪いのではなく、まるでリトと触れ合った所だけが変色したかのようだった。

「ぐは……っ、あ……ぅ、あ……！」

「グレン様っ!?」

　さらに呻いたグレンは、喉と口を手で押さえる。

　何かを留めているようだったが、抵抗も虚むなしく指の間から血が滲みだした。

　それは瞬く間に大量の吐血として芝を打ち、水色の礼服も血に染まる。

「グレン様っ、どうなさったんですか!?」

　両膝から崩れるように座り込んだグレンの体は、鞭に打たれたかの如くびくびくと痙けい攣れんし、飛びついたリトが支えられないほどの勢いで身悶える。真っ赤な血が飛し沫ぶく咳を繰り返しながら、芝に突っ伏せて動かなくなった。

「グレン様！　グレン様っ!!」

「殿下っ！　リーナ様！　どうなさいましたか!?」

　騒ぎを聞きつけた使用人達が駆け寄る中、リトはグレンの体を揺さぶり……同時に自分の舌の味に気づく。血の臭においに混じって感じる……ミントの味と香り。

　その向こうに、これまで感じたことのない苦味が潜んでいた。

（──まさか……毒？）

　女官や下男、衛兵も駆け寄ってきて、「医師を呼べ！」「宮殿に連絡を！」と叫んでいる間、リトはテラスに目を向ける。

　そこには紅茶のカップが二つあり、自分だけが口をつけたのだ。

（人魚には、毒も薬も効かない……効くのは、魔法で作られた物だけ……っ）

　慌てて帰っていったエルザの顔、そして眼下で息絶える寸前のグレンの顔──その二つが重なる。リトは体中の血が一気に降下する感覚に襲われながら、無心で自分の左胸に触れた。

「殿下っ、殿下！　しっかりしてください、殿下！」

　声を上げているのは、グレンを慕う若い衛兵だった。

　年とし嵩かさのいった女官達も、涙でぐしょぐしょになった顔で叫んでいる。

　リトはグレンの横に座り込み、血だらけの指先を握りながら自分の鼓動を追った。

（僕の心臓……今の僕は、足のある人魚だ。それなら、この心臓は薬になるはず）

　猛毒を口にしたグレンは、人の手では助けられない。

　名前を呼んでも泣き叫んでも、どうにもならないのだ。

　衛兵達が宮殿に向かったところで、医師が駆けつけた時には手遅れだろう。

　命の火が消える瞬間までの時間が、リトには不思議なくらいよくわかった。

　人間ではないせいかもしれない。そして人間ではないからこそ、自分にはグレンのためにできることがある──。

「リーナ様っ!?」

　リトは無言で衛兵の腰に手を伸ばし、銀装飾が施されたサーベルを引き抜く。

　一刻の猶予もない今、ただ一つの、そして最良の選択をして突き進むしかなかった。

　グレンと二度と会えないことを思うと悲しかったけれど、自分の感情に構っている場合ではない。彼に生きていてほしい、これからも輝いていてほしいのだ。

（グレン様……どうか許してください。僕を好きだと言ってくれて、あんなに大切に愛してくれた貴方に……僕は、つらい記憶を植えつけるかもしれません。淋しくて、悲しい思いをさせてしまうかもしれない……っ、でも……）

　生はその先にあらゆる可能性を秘めている。たとえ一度は沈み込もうと、再び光に照らされる日が来るかもしれない。生の先には、幸せな日々があり得るのだ。

　しかし死には絶望しかない。その先に待ち受けるのは、光のない世界──如何なる可能性も見いだせない、すべての終わりだ。

「グレン様……っ、許してください！」

　躊躇ためらいなく刃の先を左胸に向けたリトは、制止される前に自分の胸を突き刺す。

　鋭い刃で衣服も皮膚も肉も切り裂き、骨にぶつかるそれを力任せに動かした。

「ううっ、ぐ……あぁ、あ──っ!!」

「な、なんてことを……ああ、なんてことを……！」

　リトは激痛に呻き、女官達は悲鳴を上げる。

　衛兵に肘を摑まれてサーベルを奪われたが、リトはそれでもやめなかった。

「……う、あ……ぁ、っ……僕の、心臓……っ」

　胸に開いた傷口に手を挿さし込み、十分とはいえない大きさの切り口をさらに広げて心臓を摑む。女官だけではなく男達まで言葉を失う戦せん慄りつの空間に、小鳥の頭ほどしかない真珠色の心臓を掲げた。

「──僕は……人魚です……っ、心臓は、万能薬に……なります……！」

　これをグレン様に──そこまで言う力もなく、心臓を失った体が崩れる。

　本当はグレンが起き上がる瞬間を見届けたかった。言いたいこともたくさんある。

　いまさら言わなくてもわかり切っていることだけれど、永遠に愛していますと伝えたい。助かったら必ず幸せになってください……と、グレンに言いたい。

　優しい彼は、きっと一度は沈み込むだろう。

　しかし生きていれば必ず何か、心が動く出来事があるから……思いがけない機会や出会いに恵まれ、別の幸せが見えてくるから──どうか、それを摑んでほしい。

（……グレン様……僕の気持ちは全部、すでに届いているでしょうか……）

　芝に顔を埋めたリトは、使用人達の声が聞こえなくなっていくのを感じる。

　誰かが心臓を受け取ってくれた。そして手を握ってくれる。

　声はもう聞こえない。片方しかない目も、まるで見えない。

　それでも気持ちは伝わった。「あとのことは任せてください。大丈夫！」と、力強い女性の手の温もりが心に沁みる。

　体がコポコポと音を立てて融け、赤い血の泡になった。

　衣服も眼帯も芝の上に残して、リトの体は地中に消えていく。

　この土の中を深く進み、さらにもっと進んでいけば、いつか海に帰れるだろう。

　悲しいけれど、淋しいけれど、これで終わりというわけではない。

　グレンは生きていて、自分の魂は彼と共にある。

　海が荒れ狂う嵐の晩は、記憶の片隅にあった人魚のことを思いだしてくれるだろうか。沖へ出てイルカを見たら、友達だったイルカのことを考えて──そして気づいてくれるだろうか。すべては、僕だということに──。
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　リトが消えてから半年──グレンは両親から宮殿に戻るようにと再三再四言われていたが、リトと過ごした海辺の離宮から動かなかった。

　使用人も最小限の数に減らし、静かな屋敷で誰にも干渉されずに過ごしている。

　食欲がないため、口にするのは酒と少量のパンくらいのものだった。

　読書は時々していたが、文字を目で追う気力が続かない。

　筋肉が落ちようと瘦せようと、みっともない鬚ひげ面づらになろうと、どうでもよかった。

　それどころか母親が花嫁候補を連れて押しかけて来るたびに、あえて汚い服を着て髪を搔き毟むしり、見苦しい様を見せつけている。心の病だと強調したかったのだ。

　実際のところ、病なのだと自覚している。

　リトが血の泡になって染み込んだ庭に墓を立て、その前に居る時だけ正気に戻っている状態だった。墓にはリトの黒い眼帯が括くくりつけてあり、グレンはそれを見ながらリトの顔を思い浮かべ、体も声も心の中に作り上げる。

　そして会話をするのだ。「リト、君が居なくて凄く淋しいよ」と報告すると、リトは笑って、「もうすぐ帰りますから、待っていてくださいね」と言ってくれる。

「リト……それはいつなんだい？　もう随分長く待っているよ。苦手だった酒も強くなってしまって、最近はなかなか酔えなくてね」

　墓の前で語ると、夏の日差しに焼かれた大地に涙が染みた。

　この庭に染み込むように消えてしまったリトに、自分の声や涙は届くだろうか。

　グレンは膝をついたまま墓標を見つめ、左手をリトの眼帯に、右手は自分の心臓に向けて伸ばした。トクトクと、いつも通り鼓動している。

　記憶にはないが、リトの心臓はとても小さな物だったと聞いていた。

　それを丸呑みした自分は毒死を免れ、こうして独りで生きている。

　リトに毒を飲ませたエルザは捕らえられたが、貴族の娘であるため、拷問を受けることも水牢に入れられることもなく、ハーゼス牢獄の北の塔に幽閉されるに留まった。

　グレンが毒に倒れたことは一部の者しか知らず、エルザの罪は、王子の恋人である異国の少女を毒殺した──に過ぎないのだ。当然、王族殺しとは罪の重さが違った。

　しかし彼女自身は死罪を免れたことを幸運とは捉えず、リトを殺した直後に自分も死ぬつもりだったと証言している。実際に、猛毒は二つのカップに入っていたのだ。

「私が……もっと早く覚悟を決めていたら、エルザに恥をかかせることはなかった。君が狙われることも、なかったんだ……」

　この半年間、墓の前で何度も同じことを言った。今もまた、涸かれることのない涙が溢れてくる。いっそ地面に染み込む涙粒の一つになって、リトを追いかけたかった。

　青々と茂った芝の下に、リトは眠っているのだろうか。血の色の泡になったリトを、どうしたら追いかけることができるのか──。

（嵐の夜、私を助けてくれた人魚は君だった。程なくして小姓として現れ、代わりにイルカが姿を見せなくなった。もしかしたら、あのイルカも君だったのか……？）

　グレンは涙で濡れた大地に掌を当てながら、海に目を向ける。

　リトが庭で消えたからといって、この墓に縛られていても仕方がないのはわかっていた。リトに会いたいなら海に行くべきだ。この辺りの土は水みず捌はけがよいので、血の泡に姿を変えたリトも、今頃は海に帰っているかもしれない。

　そう考えると、身も心も海に焦がれた。寄せては返す波に乗って、沖でも海底でも、どこまでも行ってみたい。そして最後はリトの傍に──。

「ここで待っていても会えないなら、自ら会いにいこう。私を産み育ててくれた母や父、そして民にも申し訳ないが……しかし私は二度も君に救われたのだ。もとより私の命は誕生日の夜に尽きていたはず。もしも君に会えずに海の藻も屑くずになったとしても、君の故郷で眠れるなら悪い最期ではない」

　生命力の源である太陽の下で、グレンは死を覚悟しながら海を見据える。

　屋敷の庭園を囲む柵を越え、砂浜に向かった。

　岩場を下りる足取りは軽く、死とは無縁の動きを見せる。

　今のグレンにとって、海で死ぬことはリトに会えることと同じだった。

　何故早くこうしなかったのかと悔やむくらい、海に入りたくて……リトの故郷や、リトが眠る場所に行きたくて堪らない。

　紅茶色の岩場を軽快に越えたグレンは、白い砂浜の上で靴を脱ぐ。立派な靴も服も要らない。下着一枚あれば十分で、中途半端に伸びた髪を揺らしながら駆けだした。

「リト……ッ！」

　王子でも何者でもない恋する男として、グレンは大声で叫ぶ。

　穏やかに打つ波を脛で切り開き、浅瀬をバシャバシャと走って進んだ。

　使用人は少ないうえに誰もが忙しく、すぐに気づかれる恐れはない。

　仮に気づかれたところで、誰にも追いつかれない自信はある。

　もっと早くこうするべきだった。生き方そのものを間違えていたのだ。

　宮殿にいた頃からこうして、捨て身で生きることができていれば──。

「リト……リトッ！」

　人魚のリトはきっと、何かを捨てて自分に会いにきてくれたのだろう。

　それなのに自分はいつも遅くて……リトを独りで苦しませてしまう。

　しかし今度こそ迷わず進みたい。リトのことだけを考え、愛に人生を捧ささげたい。







　グレンは夏の海をがむしゃらに泳ぎ、沈みゆく太陽を追って沖に向かった。筋肉が落ちて体力もなくなっていたため、陽が暮れた頃には手も足も動かなくなる。

　リトの瞳の色になった空を見上げながら、己の限界を感じた。

　意志の力ではどうにもできない疲労に襲われ、少しずつ体が沈んでいく。

　仰向けになってみたが、視線をどの方向に向けても岸が見えなかった。

　水がだいぶ冷たくなり、頭の芯がぼんやりとする。方向感覚がなくなって、果ては上下も曖あい昧まいなまま沈んでいった。

　摑まる物は何もなく、深い海の底へと吸い込まれていく。

　黄昏たそがれの光の下の海はとても綺麗で、悲ひ愴そう感かんは少しもなかった。

　この身を包む海水がリトの魂と繫がっていると思えば、苦しくもない。

　体中が優しさで満ちていて、酷く疲れているのに無敵に思える。

『──王子……グレン王子、お前さんはいつまで人間の振りをしているんだい？』

　色とりどりの魚が行き交う海の中で、グレンは若い女の声を耳にした。

　頭の中に直接話しかけられているような、妙な感覚だ。それに大層美しい声なのに、年寄りじみた喋り方がなんとも不似合いで、滑こつ稽けいな印象でもある。

「……誰だ？」

　海の中では喋れないという常識すら忘れかけていたグレンは、思わず唇を動かし、自分の口から飛びだした声に驚愕した。まるで陸の上に居る時のように、ごく普通に話すことができたのだ。

「な、なんだ……何故……声が……っ」

　確かに海の中にいるのに、口を開けても空気が溢れることはない。

　よくよく考えてみれば、ここまで何時間も泳ぎ続けて疲れてはいたものの、呼吸が苦しいと思ったことは一度もなかった。今も、思うままに深呼吸ができそうだ。

「これは、どういうことだ？　水の中で息ができるなんて……」

『半年かけて、お前さんの体は人魚王子と同じになったのさ』

「人魚王子？」

『リト王子の心臓を丸ごと呑んだだろう？　お前さんの体は、ただの人間から人魚に変わったのさ。手足をうるさく動かさなくても、私の屋敷まで来られるはずだよ』

　グレンは人魚王子やリト王子という呼び方に、ああ、なるほど……と納得する。

　リトは小姓という立場でありながらも、最初から気品があった。優しくおおらかで誰に対しても不ふ遜そんな態度は取らなかったが、どこか特別な輝きを放っていたのだ。

「海の底から私に話しかける貴女もまた、人魚……ですか？」

『そうだね、そう呼ばれる存在だった頃もある。今は魔女と呼ばれる方が多いが……何も悪さをしているわけじゃない。リト王子の望み通り、足を与えてやったんだよ。北の大公夫人の紹介状も用意した。私がいるから、お前さんは恋ができたんだ』

「貴女がリトを人間に!?　ああ……もし本当なら、私は貴女に心から感謝します」

　グレンは水中で話せることに少しずつ慣れてきて、沈みながらも魔女の声を追う。

　頭の中に直接話しかけられてはいるが、魔女の居所が海底であることはなんとなくわかった。潜ろうと思うまでもなく体が沈み、そうして自然に任せているうちに再び足を動かせるようになる。

　やがて海面からの光が消えて、闇が訪れた。

　あまりにも深い所まで来たせいか、それとも太陽が沈んだせいなのかはわからない。

　さすがに肝を冷やす暗さだったが、幸いなことに、それほど長くは続かなかった。

　確かに沈んでいたはずのグレンは、不思議な現象に目を奪われる。

　海の底の闇の中から、青い光が見えた。恰あたかも天地が逆になっているかのようだ。

　よくよく見れば、砂が光っている。

　青い仄ほのかな光に覆われた海底は、目を瞠るほど美しかった。

「なんてことだ……空と月が海底にあるかのようだ」

　珊瑚や真珠が転がった海底は幻想的で……それでいて魔女の屋敷と思われる一帯は禍まが々まがしかった。

　そこだけが異様な雰囲気を醸しだしており、遠目にも、巨大な牡蠣や骸骨が見える。

　海の生物らしき不気味な触手が、にょろりにょろりと伸びていた。

　いつしかグレンは人魚のように動けるようになり、尾こそないものの、二本の足で上手く水を蹴って屋敷に向かった。

　魔女の屋敷を恐ろしいと思ったが、それ以上に彼女に感謝し、明確な希望を抱いている。人魚の世界の王子に頼られるほど特別な力を持っている彼女なら、リトを復活させる術すべを知っている気がしたのだ。

「私はフューン王国の第一王子、グレン・クリスチャン・アンデルと申します。このような見苦しい恰好でお訪ねすることを、どうかお許しください」

　女性に会うのに下着一枚であることや、無精鬚を剃そっていないことを反省しながら泳いだグレンは、鯨くじらの骨のドームを潜る。

　その先には謎の触手が蠢うごめいていたが、中央から寸分ずれなければ捕まることはなさそうに見えた。触手の根元には人間の骸骨がたくさん絡んでいるため、奥へ進むには勇気と技術が必要になる。泳ぎには相当な自信を持っているグレンは、何万本という触手を避けて泳ぎ切り、ようやく洞を抜けた。網に囲まれた発光クラゲが明かりを灯す空間に、可愛い声とはまったく合わない顔をした美女が待っている。

「よく来たね……グレン王子。半人前とはいえ人魚になっただけのことはある。なかなかの泳ぎじゃないか」

「──どうも……ありがとうございます。こんな恰好ですみません」

　グレンは骸骨だらけの部屋で床に足をつけ、自分が本当に海の底で会話をしていることを実感する。二本足で立ち、思い通りに息を吸ったり吐いたりできるのだ。特に意識して出そうと思わなければ、口からポコポコと気泡が出ることもない。水で目が痛くなったり鼻がつんとしたりもしなかった。ただし、髪や下着は水の動きを受けて時折ゆらりと揺れるので、水の干渉は少なからずある。

「お前さんの望みはわかっているよ。血の泡になって消えたリト王子を蘇らせたいんだろう？　幸いなことにね、同じ望みを持っている者は他にも大勢いるのさ。すでにほら、貢物がこんなに……」

　美女ではあるが、部分的に腐敗している魔女は、硬化しかけた人魚の尾を持つ怪物だった。尾だけが彼女自身の物で、上半身や声は別の誰かから奪ったものであることは想像に難くない。

　魔女が指差す部屋の奥には、リトの髪を彷彿とさせる長い金髪が、纏めて飾られていた。おそらく数人分の量で、伸ばすのに十年はかかりそうな長さだった。他にも、大粒のダイヤモンドや拳大の真珠、沈没船から集めたと思われる金貨の山がある。

「リト王子の父親と姉達が寄越したのさ。どうあっても蘇らせてほしいそうだよ」

「リトは……とても愛されているんですね」

「そりゃそうさ、あの子はイルカ族の血を引く希少な人魚でね……賢く優しい、王の自慢の息子だった。あの子に足を与えたことで私は恨まれたもんだが、死んだ途端にこの通り。頭を下げられて、なんとかしてくれと頼まれてるわけさ」

　イルカ族という言葉……そして死んだと断定されたことに衝撃を受けたグレンは、威圧感の漂う魔女を見据える。リトの父親や姉の気持ちがわかり過ぎて、心が裂けてしまいそうなほど痛かった。

「貴女が何者でも構いません。私もまた、リトを愛し、復活を願う者の一人です」

「そうだろうね、わかってるさ。この海に生きる者の願望を、私は完璧に察知できる。お前さんが何を考えながら泳いでいたか、すべてお見通しだよ」

　魔女は唇の端を吊り上げ、赤い液体が満ちた甕かめの中に手を入れる。

　ここは水の底だというのに、甕の中身は水平に保たれているのだから不思議だ。

　海水に混じらない濃厚な血のような液体の中から、黄金の柄つかと鞘さやが見えてくる。

　魔女が甕から取りだしたのは、柄に大きなサファイアが埋め込まれた短剣だった。

　その石の色を目にした途端、グレンはリトの瞳を思いだす。

「おや、早速気づいたね？　そう、これはあの子の瞳と同じ色のサファイアだ」

　魔女は部分的に壊え死しした手を伸ばし、短剣を突きつけてきた。

　迷わず受け取ったグレンは、精せい緻ちで華麗な細工を施された鞘に指を滑らせながら、サファイアを見つめる。

　吸い込まれそうなほど深い青──太陽が沈む寸前の海と空、そして昼と夜の境界に一瞬だけ訪れる紫色を帯びた青。それは確かにリトの瞳と同じ色だったが、グレンはそれ以上のものを感じた。今この瞬間、リトがすぐ傍に居るような気がしたのだ。

「リトの……気配が……」

「よくわかったね、愛の力ってのは偉大なもんだ。その短剣に埋め込まれているのは、リト王子の左目だよ。あの子は……お前さんに会うために左目を売り渡し、足を手に入れたのさ」

「……っ、そんな……それで、眼帯を……」

「その石はリト王子の復活を願う者にとって、希望の石になる。人魚というものは、二百年や三百年生きられる強い生き物でね……まだ生きている核さえあれば、再生の可能性は十分ある。リト王子を蘇らせたいなら、その石に特別な力を与えておやり」

　手にした短剣を胸元に寄せたグレンは、リトの気配をより強く感じる。

　このサファイアがリトの瞳だと言われても、なんの違和感も覚えなかった。それが真実の証あかしであり、グレンは魔女の言葉を、自分の直感に頼ったうえで信じていた。

「国中で一番美しい人間の心臓を抉えぐり、その血を石に吸わせるのだよ。私はこの通り、顔も体も腐りかけている。若々しく新鮮な亡骸を、ここまで運んできておくれ」

「国中で一番美しい人間……」

「その短剣には呪いがかけてある。私の望みが叶えられた時、奇跡が起きるのさ……お前さんの手の中に、健すこやかで可愛らしい人魚王子が戻ってくる」

「リトが……私の手の中に、戻ってくる。リトが……っ」

　魔女の言葉を嚙み締めたグレンは、即座に心を決める。

　誰を犠牲にしても構わない。瞬時にそう思った。

　生きているリトをもう一度この手に抱けるなら、どんなに残酷なこともできる。

　自分を愛してくれた女の心臓を抉り、若く美しい亡骸を海底へ。そうまでしてでも叶えたいのだ。愛のために、地獄に落ちる覚悟はできていた。







　グレンは自分がなすべきことを胸に刻みながら、魔女の屋敷を出て自国に戻る。

　海面に顔を出していなくても泳げるようになった体は、思い通りすいすいと進み、信じられない速さで岸まで泳ぐことができた。

（──まだ夜だ。東の空が暗い……）

　短剣を握りながら砂に足をつけたグレンは、濃厚な空の色に目を凝らす。

　夜明けまであと数時間はありそうだ。帰路は本当に速かったのだと実感する。

　砂浜や屋敷の庭に松たい明まつの炎が見え、衛兵の声が聞こえた。どうやら下着一枚で海に消えた第一王子を捜しているらしい。衛兵の数はこの屋敷に本来居る数の四倍近くも居て、宮殿から応援が来ているのは明らかだった。

　現実味を帯びる光景を前に、グレンは自分が無事でいることを伝えられず、砂浜の片隅に立ち尽くす。海底での出来事は夢のようだったが夢ではなく……今、手の中にあるリトの気配──この短剣こそが何よりの証拠だった。柄を握っていると、リトと手を繫いで夜の砂浜を散歩している気分になれる。

「リト……私はどうしたらいいのだろう」

　完全に水から上がったグレンは、リトの瞳から出来ているサファイアを見つめた。

　魔女が求めているのがエルザの亡骸であることはわかっていて、ここまで泳ぐ間に、どうやってエルザを殺そうかと考えていた。自分の立場なら、エルザに会うことなど簡単だ。今すぐにでも着替えて馬に乗り、ハーゼス牢獄の北の塔に向かえばいい。

　華奢な女の胸を刺すことくらい造作もないことで、想像しても心は痛まなかった。

　エルザにはリトを殺された恨みがあり、そもそもブローチの盗難事件に関しても、グレンはエルザのことを疑っていた。

　もちろん自分にも非はあったが、それを差し置いても極刑に処したいほどの怒りがあるのだから、リトのために彼女の心臓を一突きすることなどなんでもない。

（……リト、どうして止めるんだ？）

　自分の決意は揺るぎないものであったのに、グレンはリトの制止を受けて揺れる。

　他の誰にも説明できない、おそらく魔女にすらもわからない心の繫がりがあった。

　リトの気持ちが嫌というほど伝わってくるのだ。

　本当は、いくらリトの気持ちでも今は知りたくないし、リトの意思を無視してでもエルザを殺したいのが本音だ。

　しかしリトは止めてくる。無視することができないほど強く、そんなことは絶対にいけない──と、柄に嵌め込まれた青い石の姿で訴えてくる。

「君は、望んでいないんだな。私に人を殺あやめるようなことをしてほしくない……と、そう思っているのだろう？　君は本当に優しいから」

　グレンは疲れた体を一歩一歩進めて、屋敷へと向かった。

　砂浜には衛兵が何人も居て、自分を捜している。まだ気づかれてはいないものの、彼らの多くは海の方を見ているので、これ以上近づけば見つかるのは必至だろう。

　騒ぎになるのは避けたかったが、一旦屋敷に戻らなければ何も始まらない。何しろ海水が染み込んだ下着一枚という姿で、鬚面で髪も少し伸びている。こんな有様では、ハーゼス牢獄に出向いたところで王子だと信じてもらえないだろう。

（……っ、う）

　グレンは砂浜の上を歩きながら、またしても短剣から伝わるリトの感情を読んだ。

　身支度を整えてからエルザの所に行って、彼女を殺す──そう考えただけでリトに止められる。そんなことをしてはならないと、サファイアが念を送ってくるのだ。

（リト……君の感情、君の意思をこうして感じられて嬉しいよ……どんなに嬉しいか、君にも伝わっているだろう？）

　しかし、頼むから今は勝手にさせてくれ──グレンは声もなく言いながら、屋敷に向かう。松明を手にした衛兵がようやく気づき、「殿下!?」と声を上げた。







　半日ほど行方知れずになったことで宮殿を騒がせたグレンは、心配をかけたことを両親に謝罪したり、久しぶりに会った幼い弟ハンスを抱いて宮殿の森を散歩したり、リトの瞳の短剣を常に携えながら、穏やかな三日間を過ごした。

　両親がどうしてもと言うので仕方なく舞踏会に出席すると、以前のように貴族の娘達に囲まれる。踊るのも話すのも嫌で逃げてみれば、より押しの強い夫人や未亡人に捕まり、この半年間のことを根掘り葉掘り訊かれた。

「少しお瘦せになりましたね。お顔の色がすぐれませんわ」

「それでも相変わらず国一番の美男でいらっしゃいますけれど」

「本当に……以前よりも影を帯びたといいますか、なんだか艶っぽくなられたみたい。苦しい恋でもなさっているの？」

　秋とはいえフューンはまだ暑いので、女性達は両腕を出したドレスで迫ってくる。

　華やかな娘達とは違い、夫人達は落ち着いた色のドレスを着ていたが、しかし口を開けば何も変わらなかった。好奇心と下心がちらつく彼女達の顔を見ているだけで、グレンはこの場から立ち去りたくなる。

　香水の匂いも、無駄なおしゃべりもシャンデリアの光も……この場にあるすべてが不快で、いつもは心地好いオーケストラの調べさえ、聞き苦しい不協和音として頭に響いた。

「……噂話がお好きなのに、何故そのようなことをお訊ねになるのですか？　恋人を元婚約者の手で毒殺されたのです。苦しい恋に決まっているではありませんか」

　グレンの答えに、周囲の空気が凍りつく。

　冷たい言い方になってしまったが、後悔など微塵もなかった。

　この宮殿も両親のことも嫌いではないし、瞬く間に成長した小さな弟は可愛い。

　しかしもう、ここに自分の居場所はないのだ。

「殿下、お気に障ったのなら謝ります……っ」

「失礼します。どうぞごゆっくりお楽しみください」

　グレンは言葉を失う女性達に背を向けて、大広間をあとにする。

　リトに止められエルザを殺すことも儘ままならない今、自分にできることがわからなくなっていた。この三日間、両親や弟への愛を込めて王子らしく振る舞ってみたけれど、やはり自分が成し遂げたいことは一つだけだ。リトを、なんとしてでも蘇らせたい。

「リト……私は、こんな状態には耐えられない……っ」

　気配や意思を短剣から感じたところで癒されるわけではなく、リトの肉体がないことを痛感するばかりだった。もちろん何もないよりは遥かにましだが、これはこれで苦しくて、切なくて……夜になると胸が裂けそうになる。

　こんな中途半端な状態に満足できるほど無欲に出来てはいないし、リトが生き返る可能性を感じながらも触れ合えないことが、ただただ悲しい。蘇らせる術があるのに、何故我慢しなければならないのか。どんな罪を背負っても構わないのに──。

「──っ！」

　赤い礼服姿で宮殿の廊下を歩いていたグレンは、大鏡に映った自分の姿を見て足を止めた。この半年ばかり酷い恰好で過ごしていたので、一瞬誰かと思ったが……鏡の中には、「国一番の美男」と謳われる男が映っている。

　美しく整えた黒髪と滑らかなブロンズ色の肌を持ち、上質な礼服を着て、己の顔をじっと見ている男──これが今の自分だ。

『国中で一番美しい人間の心臓を抉り、その血を石に吸わせるのだよ』

　魔女の言葉が頭を掠かすめ、グレンは吸い込まれるように鏡に手を触れる。

　瘦せて筋肉が落ちてしまった今も、自分は本当に美しいのだろうか──だとしたら、エルザの血を使わなくてもリトを蘇らせることができるかもしれない。きちんとしたこの姿で胸を刺せば、奇跡を起こせる可能性はある。

「そうだ……私の血を……この血を使えばいい……っ」

　グレンは稲妻に打たれたように閃ひらめき、生身のリトに触れられる悦びに歓喜した。

　王国一の美女が駄目なら、王国一の美男の血を惜しみなく捧げよう。

　エルザの命は彼女のものだが、自分の命は自分のものだ。

「愛する者に捧げて、何がいけない……」

　腰に携えた短剣から、否定的な感情が届く。

　いけません、グレン様、正気に戻って──リトがそう訴えていた。

　しかしグレンの衝動はリトの否定以上に激しい。体はすでに動きだしていた。

　やめて！　絶対にいけない──強い念を受けながらも、グレンは地下水路に向かう。

「リト……ッ、今は黙っていてくれ！　私の好きにさせてくれ！」

　かつて友として長年交流のあったイルカがリトだという確信を持っている今、地下水路はグレンにとって特別な場所になっていた。思い出がたくさん詰まっていて……以前よりもずっと大切に思える場所だ。理想的な王子として生きるために押し込めた心を解放し、さらけ出すことで明日に向かえた。リトと自分の、始まりの場所だ。

　ブーツの踵を荒々しく鳴らしながら階段を駆け下りたグレンは、月明かりに満ちた地下水路に足を踏み入れる。小舟が整然と並んだこの空間で、イルカのリトと人間のリトと共に過ごした時間を思い返すと、待ち切れなくなった。

　イルカのリトは海水に潜ってから跳び上がり、宙に弧を描いて喜びを示してくれた。

　人間のリトは隣に座って、はにかんだり、困った顔をしたりしながらも話を聞いてくれた。あの頃の困り顔の理由が、今はよくわかる。

　左目を失い、愛する家族と別れてまで会いにきてくれたリトは、打ち明けられない秘密を抱えて悩み、不安に怯えながらも傍に居てくれたのだ。

「リト、こうすれば君に会える。たとえそれが、一瞬だとしても……」

　先のことなど考えられず、グレンは迷いなく短剣を手にする。

　鞘から刃を引き抜いて、リトに止められるのも構わずに胸を突いた。

　赤い繻しゆ子す地じの礼服が裂け、皮膚も肉もバターのように簡単に切れる。

　微笑むリトの姿を思い描きながらも、意識の多くが痛みと苦しみで埋め尽くされた。

「う、ぐ……あ、あ……っ！」

　体の中央部で鼓動していた心臓は、果たして自分の物なのか……それともリトからもらった物なのか。いったいどちらなのだろう。自分は人間ではなく、すでに人魚になったのだと魔女は言っていた。そうだとしたら、この血では剣の呪いを解けないのだろうか……。しかし自分は地上で暮らす人間だ。この国で一番美しい男と謳われてきた。願わくは、今もそれが真実でありますように……この心臓の血が有効に働いて、呪いが解けますように──。

「ぐ、う……はっ、あ……！」

　鋭い刃の先で心臓を突くと、喉奥から鉄てつ錆さびのような血が噴き上がる。

　礼服の生地より赤い血を吐きながら、グレンは水路に向かって手を伸ばした。

　血ち塗まみれの手を海水に当てて、海に繫がる水に祈る。

　リトは剣の柄に埋め込まれた青い石に姿を変えているが、その一方で海にも居ると思った。分散したリトの肉体、そして魂をここに集結させ、命を賭として蘇らせたい。

「は、あ……っ、う……ぐ、ああ──っ!!」

　青い石が血を吸えるよう、グレンは刃のすべてを体内に迎え入れる。

　自分が愚かだということくらい、本当はよくわかっていた。けれども止めることはできなかったのだ。あまりにも淋しくて、会いたくて、恋しくて……自分は疾とうに、おかしくなっていたのかもしれない。

「……リト……君を、愛している……！」

　心臓から刃を抜くと、鯨が潮を噴くような勢いで血が飛沫を上げた。同時に水面が動きだし、宙に向かって水柱が立つ。まるで水に命が吹き込まれたかのようだった。赤い血と透明な海水が混じり合って、たちまち人の形を作り始める。

「リ、ト……？」

　幻の如き奇跡は続き、赤く染まった水柱に短剣が呑み込まれた。

　サファイアはリトの左目として蘇り、魔女の言葉通り、左目を核として全身が形成される。海水とグレンの血が、美しい尾を持つ少年人魚の体を織り成した。半年前、地面に染みたリトの血が海に帰って……今ここに一滴残らず集ったのだ。

「──グレン……様……グレン様！」

　リトの声が聞こえる。嬉しくて嬉しくて、グレンは痛みも忘れて微笑んだ。

　しかし瞼が上がらず、たった今まで見えていたリトの姿が見えない。

　最後に目にしたのは、白い肌と金の髪、人魚の尾、海と夕空の色をした瞳だった。

　一つではなく二つ揃そろった瞳の眩まぶしさが、目にも心にも焼きついている。

「君に、触れたかった……」

　サファイアの姿でグレンの感情を読み取っていたせいか、リトは「どうしてこんなことを!?」とは訊かなかった。それでもグレンは理由を口にし、地下水路の床に身を横たえながらリトの手を握る。

（……手が、冷たい……人魚だから、か……？）

　あの剣を握っているだけでリトと手を繫いだ気分になっていたけれど、実際に肌に触れると違っていた。リトの肌は掌に吸いつくようで……冷たいのに、温かい。

「……愛している……どうか、許してほしい……」

「僕も、貴方を愛しています。貴方を失って、どうして生きていけるでしょうか」

　リトは涙を零し、その涙が石床に弾けてパチパチと音を立てた。

　薄れていく意識の中で、グレンは真珠粒へと変わるリトの涙を思い描く。

　瞼が持ち上がらないのに、何もかも見えるようだった。美しい青い瞳が二つ揃って、自分を見ている。真珠の涙を流しながらも、確かに見てくれている。

「──グレン様……僕は今、とても悲しくて……でも、凄く幸せです」

（ああ、私もだよ……君が私のために命を投げだした時の悲しみと怒りと、その裏にある悦びが、君にも伝わっただろうか……あの時、私はとても幸せだったんだ）

　唇を動かすことも儘ならない中で、グレンの体は水に沈められていく。地下水路の床から、水中に繫がる階段へ……リトの手で引きずり込まれ、髪の先まで浸かった。

　抉った胸は痛いけれど、苦しくはない。水が心地好くて、自分は海の住人なのだと感じられた。陸に居るよりも自然に、自由に……肉体も魂も解き放たれる。

「グレン様……貴方を死なせたりしない！　海は必ず、人魚の血を持つ僕達を迎えてくれます。貴方は、必ず助かります……っ！」
















　真っ赤な血の筋を描きながらも、グレンはリトに導かれる。

　鉄柵の下から大海に飛びだすと、眩まばゆいばかりに輝く満月が見えた。

　海水に浸っていると力が増して、グレンは瞼を開けていることに気づく。

　酔ったように意識が朦朧としていたが、勢いよく泳ぐリトの姿に目を奪われた。

　あの嵐の夜の人魚が、確かに泳いでいるのだ。七色の尾を揺らめかせるリトは光に向かい、そしてグレンは、どんな形でもいいから彼と生き続けたいと、強く願った。
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　フューン王国の王子ハンス・ブラッグス・アンデルは、夜な夜な寝所を抜けだして地下水路に向かう。

　ここは十年前に兄が亡くなったとされる場所で、常に季節の花々が飾られていた。

　悲しくなるという理由から、両親はもちろん、貴族達は誰も近づかない場所だが、ハンスはこの地下水路が大好きだった。

　水中まで繫がる階段の、かろうじて濡れていない段に靴底を当て、時折ぶらぶらと足を投げだしながら待っていると、鉄柵の向こうから甲高い鳴き声が聞こえてくる。

　ハンスは立ち上がり、両手を広げて秘密の友を歓迎した。

　水底まで届いていない鉄柵の下を潜り抜け、大きなイルカと小さなイルカがやって来る。常に一緒に居る仲睦まじい二頭のイルカは、毎晩ここに来て自分の話を熱心に聞いてくれるのだ。

　王子として常に立派でいなければならないハンスは、迂う闊かつに悩みを口にはできず、ここでこっそりイルカに聞いてもらうのが日課になっていた。兄が生きていたらしてくれたであろうことを、いつも、イルカ達がしてくれている。

「こんばんは、イルカさん。ねえ聞いて、今日ね……」
















　人魚王子リトの一日は、恋人グレンとの宝探しから始まる。

　王城の近くの沈没船に向かうこともあれば、遠方の船の横に仮の宿を作って、宝を集めてから城に戻ることもあった。

　すべての財宝の行き先は、海底の魔女の屋敷だ。

　リトもグレンも、人魚王や五人の人魚姫に借りがあり、美しい物が見つかった時は王城に持ち帰りたくなるのだが、そうはいかない事情があった。

　魔女が求めていた供物──国中で一番美しい人間の亡なき骸がらを、彼女に捧ささげることなく剣の呪いを解いてしまったからだ。

　そのうえグレンは、リトの心臓によって人魚とイルカの血を手に入れ、海の力や、リトの父親である人魚王の助けを借りて一命を取り留めた。

　素晴らしい奇跡ばかりだったが、魔女にとってはなんの得にもならなかったため、二人は財宝を探して彼女に捧げる約束をしている。

　いつまで続ければよいかわからず大変ではあったが、二人とも代償行為として受け止めていた。労働を当然のものと考え、日々宝探しに励んでいる。

「グレン様、今日見つけた本の中に目新しい物はありましたか？」

「ああ、たくさんあったよ。読める状態ではない本が多かったが……」

「ページが破れていなければ大丈夫です。父王に復元してもらいましょう」

　イルカの姿でフューン宮殿の地下水路から引き揚げてきた二人は、変容して人魚の姿に戻り、人魚王の城に帰っていた。

　人魚の姿──とはいっても魚の下半身を持っているのはリトだけで、人魚の心臓を食べることで後天的に海の住人になったグレンは、人間の姿のままだ。

　二本足の彼はリトほど速くは泳げないので、海を泳ぐ時はイルカに変容している。

　弟のハンス王子に会いにいく時も、いつもイルカの姿だった。

「たくさんお願いしては人魚王に申し訳ない。厳選して二冊か三冊にしておこう」

「二冊か三冊？　それだけですか？」

「ああ、着替えるから少し待っていてくれ。君も好きそうな本があったんだ。すでに読んだ本でなければいいが」

　王城のリトの部屋で変容を解いたグレンは、絹の下着を穿はき、ガウンに袖を通す。

　顔を斜めに向けて本の背表紙を覗のぞくと、「これとこれかな。あと、これも読みたい。読み終わった本はない？」と、三冊選んだ。

「はい、ありません。目を惹ひくタイトルの本ばかりですね」

　二人は傷んだ本を手に見つめ合い、ふふっと笑う。

　魔女の力には遠く及ばないが、人魚王も多少の魔法は使えるため──海水によって錆さびた金属を新品同様に戻したり、インクが消えた本を復元したり、頼めばなんでも快く引き受けてくれる。

　グレンは遠慮しているが、人魚王は死んだ息子が帰ってきたことを大層喜んでいて、リトが連れてきたグレンのことも我が子のように可愛がっていた。城の者達も同じく、下にも置かぬ扱いをしている。

「グレン様、父王は僕達に頼られることが生き甲が斐いなんだそうです。ですから遠慮は要いりません。ここにある本全部、どっさり纏まとめてお願いしましょう」

「……そんなに甘えてばかりでよいのだろうか？」

「大丈夫です。僕も以前は、後妻の子でイルカの血を引いていることもあって、少し遠慮していた部分があったのですが、父王も姉上も淋さびしかったようです。甘えるのも親孝行なのだと、今は思っています」

　リトは人魚の尾を緩やかに動かし、自室のベッドに腰かける。

　テーブルの上に積んだ本を見ているグレンの姿を、少し離れた位置から眺めた。

　間近で見つめる彼も素敵だけれど、こうして部屋の雰囲気と共に見る彼の佇たたずまいも素晴らしく、思わず顔が綻んでしまう。

　グレンがこうして傍そばに居てくれることに、リトは心から感謝した。

　彼は立派な足を持っているので、その気になれば地上に戻ることもできるのだ。

　ただし水がないと生きられず、人魚であることを人間に告白すれば、海の掟おきてにより心臓が止まってしまうが──その掟を守るのは、彼の立場なら難しいことではない。

　それでも帰らずにこうして一緒に居てくれるのは、グレン自身の選択だ。

　それがとても嬉うれしくて、彼と居る時、リトの胸は温かい感情で満ちている。

「ハンスも本が好きな子でよかった。私が残した本に興味を持ってくれて嬉しい」

「はい、勤勉でとても聡そう明めいな王子様ですね。まだお小さいのに凛り々りしくて」

「私よりもずっと責任感がありそうだ」

　グレンは少し苦く笑って、ガウンの裾を水に揺らしながら床を蹴る。

　歩いているようにも泳いでいるようにも見える足取りで、リトの隣に座った。

「リト……」

「はい、グレン様」

　自然に指先を絡めて身を寄せ合いながら、リトは今ここにある幸せを享受する。

　朝は沈没船で財宝を集め、午後はそれを魔女の所に運び、夜はハンス王子に会って、一日の最後に同じ部屋で眠る。骸骨だらけの船で汚泥塗まみれになって財宝を探す作業はつらいけれど、それでも十分に幸せだと感じられた。

「この姿でハンスに会うことはできないが……弟のためにできるだけのことをしたい。君が私を支えてくれたように」

「──っ、ん……」

　返事をする余裕もなく唇を塞ふさがれ、リトは青白い光の中でグレンの肩に手を回す。

　一日のどんな時も、彼と一緒に居られる幸福感が常にあった。

　けれども何より幸せなのは、こうしてキスをしている時……そして、体を深く繫つなぎ合っている時だ。

「グレン様……」

　半身を覆う鱗うろこを撫なでられながら、リトは愛いとしい彼の瞳を見つめる。

　ベッドに横たわると、今夜は最後まで抱いてもらえる日だとわかった。

　疲れ果てて愛あい撫ぶし合うだけで終わる夜も、寄り添って眠るだけの夜もあるけれど、抑え難がたい欲望が瞳の中に燃えて見える時もある。

　グレンの情炎は必ずリトに伝染し、冷たい体は人間の如く温ぬくもった。

　芯から熱く火ほ照てって、瞬く間に発情を示す。

「今日も一日よく働いたから、御褒美が欲しくて」

「はい……」

「君も疲れているのに、おかしな言い方だったかな？」

「いいえ、僕にとっても御褒美ですから」

　仰あお向むけに寝たリトは頰を染めながら笑い、グレンも微笑ほほえむ。

　人魚は発情すると鱗が動きだすため、彼に触れられた腰から下が隈なく震えた。

　普段は隠れている後こう孔こうが露あらわになり、グレンの指を迎え入れる。

　生殖器も膨れ上がって、肌と同じように白い性器が、人間のそれの位置よりも少し下から現れた。

　睾こう丸がんや筋などは露わにならず、つるりとした白い性器を、グレンは気味悪がらずに愛してくれる。子供のようでとても可愛らしい……と言って、喉まで含んで舐なめたり吸ったりしてくれるのだ。

「あ、あ……っ、い、あ……」

「──ッ、ン……」

　リトはベッドに組み敷かれながら口淫を受け、ひれを揺らして快楽に耐える。

　後孔の奥を指で激しく突つつかれると、性器がますます昂たかぶって堪え切れなくなった。

「ふ、あ……っ、あ……！」

　達する寸前に口を離され、疼うずいた体が勝手にうねる。

　繫がるためには背中を向ける必要があったが、「もう少し待って……」と囁ささやかれて、仰向けのままベッドに押し倒された。

　ほとんど動かない水の中で、彼は髪をゆらりと揺らしながら迫ってくる。

　白いガウンを脱ぎ捨て、胸にそっと口づけてきた。

「あ、は……っ、ぁ……」

　乳首を吸われたリトは、ベッドの上で大きく仰のけ反ぞる。

　今は日常的に露出している胸の突起は珍しい物ではないけれど、それでも、以前と変わりなく愛してもらえるのが嬉しかった。

　薄桃色の珊さん瑚ごで出来ているこの部屋は、小ぢんまりとしていて、どこまでも透明な海水で満ちている。

　地上は夜だが、琥こ珀はくの窓からは海底の砂の光が射さし込んでいた。

　ドーム型の天井には白しろ蝶ちよ貝うがいが埋め込まれ、七色の輝きが降り注ぐ。

　背にしているベッドは、沈没船から運び込んだ物だった。金属製だが新品のように綺麗に復元してある。マットの代わりにベッドと同じくらい大きな海藻を敷き詰め、その上に絹のシーツを敷いていた。

「ん……っ、ぁ……あ、ぁ……」

「リト……」

　絶えず後孔を弄いじられながら胸を吸われたリトは、人間の肌と鱗の境界を撫でられて喘ぐ。普段は触れられるとくすぐったいだけの腰が、発情時には酷ひどく過敏になった。

「──っ、ぁ……グレン、様……っ」

「もう、いいかな？　今度は私が我慢できなくなってきた」

「はい……っ、あ……！」

　感じる腰をグレンに摑つかまれ、ぐるりと体を返される。

　シーツに突っ伏せると後孔に両手の親指を添えられ、肉孔を限界まで拡ひろげられた。

「……ん、あぁ……っ」

　人魚の体は冷たいが、そこだけは熱い。

　しっとりと濡ぬれた柔らかい肉で、グレンの昂りを迎えることができた。

　繫がってから尾を振ると、肉が締まって彼を捕らえる。

「あ、あぁ……熱、ぅ……っ」

「──ッ……ゥ……！」

　自分の一番熱い所よりもさらに熱い物で貫かれ、リトは歓喜に震えた。

　グレンが漏らす甘い吐息が嬉しい……。もっと気持ちよくなってほしくて、水中をぐんぐんと進行しそうなくらい尾を振った。ベッドの柱を摑んで進まぬよう留めると、ひれが大きく揺れて、繫がりが深くなる。

「……リト、人魚の君の体は……罪作りだな……」

「あ、あ……っ、グレン、様ぁ……！」

「──私を虜にして放さない」

　リトは柱を摑んだまま尾を振り続け、グレンはそんなリトの腰を両手で摑んで突き上げた。音もなく無数の気泡が立ち上り、部屋中の布という布が官能の渦に呑のまれて舞い上がる。

「グレン様……っ」

　リトは体を捻ひねりながら、グレンの唇を求めた。

　ここは海底の楽園──地上で死んだ憐あわれな二人が生きる場所。数百年の命を二人で割って、緩やかな幸せを生きていく。
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